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〈翻刻〉式亭三馬『梅精奇談 魁草紙』（巻一～三）
三五
　　
解題
　
式亭三馬の読本『梅精奇談
	 魁草紙』は、歌川国安の口絵・挿絵
を附して、江戸の鶴屋喜右衛門、大坂の河内屋太助から文政八年（一八二五）に刊行された。三馬は文政五年（一八二二）に世を去っており、本作の刊行は作者歿後のことである。その成立および刊行の過程については、 本田康雄氏が指摘するとおり
（１）
	 、 岩本活東子編 『戯
作六家撰』 （安政三年〈一八五六〉成）に詳しい。
文政九戌年刻成たる梅精奇談魁双
ママ
紙といへる読本五巻は、浪速
の書肆文金堂河内屋太助、江戸の書賈仙鶴堂鶴屋喜右衛門とはかりて、合
ノリハン
梓にて発市に及べり。繡絵は国安ぬし画けり。いぬ
る文政三年辰の秋、三馬子かの草稿五巻を予に託して浄書せしむ。おのれ拙筆をもてしたゝめんも本意ならねば、固辞しつれども許さず。遂にその意に随ひ毫をとりたれども、遅筆にしてやゝ翌春におよび、辛じて落成しぬ。大人予にいへるは、原こ
の草紙のさしゑは豊広が男豊清をして画しめたれども、彼れ不幸にして世を早うし、その画半にも至らずして、その画ざしの繡絵三五丁を出し見せらる。さて其後、国直に画かせんとて稍久しく彼方へ遣し置たれども、出来ざれば取戻したりとのはなしなり 。巳の春、予が浄書畢てより、およそ間ひとゝせを経て、戌の春、国安氏が筆にて出たり
（２）
	 。
　
これによれば、三馬は文政三年（一八二〇）にはすでに脱稿して
おり、 刊行が遅れたのは挿絵が完成しなかったためであったらしい。三馬は当初、歌川豊広の息豊清に挿絵を描かせようとしていたが、早世したため残りを歌川国直に依頼したものの、 これも完成が遅れ最後は国安が描くことになったという。なお、刊年を文政九年としているの 誤認。　
本作は半紙本五巻五冊で五篇を収めるが、巻一と巻二は 続きの
作品であり、実質は四篇である。これらはいずれも短篇白話小説集『今古奇観』所収作品の翻案で、巻一「
床せう
下か
の
義ぎ
士し
窮きゆう
客きやく
の
為ため
に
剣けん
を
飛とば
す
話こと
」と巻二「
奸かん
女じよ
が
舌ぜつ
頭とう
に
鼠そ
平へい
義ぎ
に
負そむく
話こと
」は『今古奇観』巻
十六「李汧公窮邸遇俠客」 、巻三「姦
かんきやう
兇を逞
たくましう
して頑
ぐわん
夫ぷ
其その
身み
を斃
たふ
す話
こと
」
は巻二十四「陳御史巧勘金釵鈿」 、巻四「
淑しく
女じよ
が
一いつ
箭せん
暗あん
に
赤せき
縄ぜう
を
繋つな
ぐ
話こと
」は巻三十四「女秀才移花接木」 、巻五「
羽は
束つか
身み
を
汚けが
して
却かへつ
て
身み
を
清すゝ
ぐ
話こと
	 」
（３）
は巻二十六「蔡小姐忍辱報仇」をそれぞれ原話とす
る（４）
	 。三馬の翻案は原話の内容をほぼなぞったものであり、単に人
名や地名を日本のものに改めたにすぎないとする指摘もある
が（５）
	 、
巻一 ・ 二の名張蔀と韓木根隼太の関係性や、巻五における卞福の死の背景などは明らかに原話を改変しており、三馬の創意が皆無というわけでは い。紙幅の都合上、いま詳細に論ずる余裕はないが、三馬の白話小説利用法についてはなお検討の余地があろ
う（６）
	 。
〈翻刻〉式亭三馬『梅精奇談
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三六
　　
書誌
○所蔵
	
国立国会図書館（請求記号：
190/222 ） 。
○表紙
	
黄土色、 波に武士 ・ 巻貝（兜をかぶった武士が海に向かって立つ姿があしらわれる） 。 二二 ・ 一×一五 ・ 五糎。 五冊 （合一冊） 。
○題簽
	
左肩。子持ち枠。 「
梅精奇談
	 魁草紙」 。一四 ・ 七×三 ・ 六糎。
○構成
	
第一冊：見返し（半丁） 、序（一丁半） 、目録（一丁） 、口絵（四丁半） 、巻一本文（十二丁） 。第二冊 巻二本文（十九丁） 。第三冊：巻三本文（三十丁） 。第四冊：巻四本文（二十四丁） 。第五冊：巻五本文（三十三丁） 、奥付（半丁） 。
○序末
	
「文政七年甲申仲秋／摂都
　
木村繁雄録（ 「明啓」の印） 」
○見返し
	 「楳精奇談魁／草紙
　
全部五巻
　
浪華書賈文金堂藏／武
江城本街延壽丹主人故式亭／洒落齊三馬遺編歌川國安画圖」
○序題
	
「梅精奇談魁草紙序」
○巻首題
	 「梅
ばい
精せい
奇き
談だん
魁さきがけ
草さう
紙し
巻之壹（～五
）（７）
	 」
○尾題
	
「梅
ばい
精せい
奇き
談だん
魁さきがけ
草さう
紙し
巻之壹
いち
畢をはる
（～三畢
をはる
、四、 五大尾
）（８）
	 」
○柱刻題
	 「魁草紙巻之一（～五） 」
○匡郭
	
四周単辺。一八 ・ 六×一四 ・ 〇糎。
○挿絵
	
第一冊：十二ウ・十三オ、十六ウ・十七オ。第二冊：三ウ・四オ、十ウ・十一オ、十七ウ・十八オ。第三冊：六ウ・七オ、十二ウ・ 三 八 九 、二十四ウ・二十五オ。 四 八ウ・九オ、十六ウ・十七オ。第五冊：七ウ 八 四 、二十一オ、二 八 ・ 二十九オ。
○行数
	
序：毎半葉七行、本文：毎半葉十 行。
○奥付
	
「東武
　
故式亭三馬遺編／仝
　
歌川国安画圖／文政八載
乙酉新鐫春王正月吉辰發版／江戸通油町
　
鶴屋喜右衛門
／大阪心齊橋通唐物町
　
河内屋太助」
○備考
	
本作には「海賊奇談絵本魁」の外題を持つ後刷本がある。そのひとつである関西大学図書館中村幸彦文庫所蔵本（請求記号：
5-409 ）に従えば、序・目録・口絵・本
文・挿絵は同板であるが見返しはなく、末尾に河内屋源七郎の広告「軍書小説類蔵板目録」三丁が附される。なお、奥付には「製本處 齋 北久寳寺町／四町目十八番地／前川源七郎」と 。
　　
凡例
一、
	 漢字は原則として通行字体に改めた。ただし底本の字体を残す必要が認められる場合はそのようにし
二、
	 底本の句読点はすべて「。 」であるが、読点は「、 」に改めた。ただし適宜取捨し、また補ったものもある。
三、
	 必要に応じて濁点を補った。
四、
	 誤字・衍字は適宜正し、誤字について 注記した。
五、
	 脱字と思われるものは〔
　
〕に入れて示した。
六、
	 左訓は（
　
）に入れて示した。
七、
	 会話文ならびに心中思惟は「
　
」に入れて示した。なお、会話
文中に別の会話文が挿入されている場合 、それを『
　
』に入
れて示した。
八、
	 踊り字は底本のままとした。ただし「〻」は「々」 改めた。
九、
	 口絵・挿絵 すべて掲げた。
十、
	 底本の丁移りは「
（１オ）
」のように示した。
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三七
　　
翻刻
                                      （表紙）
                                       （見返し）
梅精奇談魁草紙序如
キ二唐山
ノ野史小説
ノ一、其作者不
レ可
二枚挙
ス一。雖
二毫傑之徒
ト一欲
ス下不
シテレ
　得
レ
	
志
ヲ而屈伏
シ、鬱滞
シテ
而発
ト
　
上レ
狂
ヲ者、托
シテ二
　諸
ヲ虚辞綺語
ニ一以
テ遣
レ懐
ヲ者、
往々不
レ
鮮。近年我土、如
キ二小説家
ノ一、売
レ
辞
ヲ
射
レ
利
ヲ、衒
〔二〕
媚
ヲ
於
市井児女
ニ一者比々
トシテ
是
ナリ
。多
ハ逸寸之徒為
下苦
レ貧而潤
スコトヲ中
　　　
口腹
ヲ上者
亦不
レ鮮。然彼此、至
テ二其舒暢之域
ニ一也一
（１オ）
矣。而称
セラル二
　　
世之作
者
ト一豈容易哉。其
構
レ
思吐
レ
錦也。或
ハ
招
ク二空中之蜃気楼
ヲ一。幾
ド
移
二
南
柯之蟻穴城
ヲ一、或
ハ
発
ス二鄭国濮上之音
ヲ一。終
ニハ
是帰
乙
於伐
二
罪悪
ヲ一奨
二
忠
孝
ヲ一之規矩
ニ甲		 。
（９）
噫性善之所
レ
徴、而勧善懲悪之功、亦不
レ
為
レ
少
シト
。
如
キ二三馬式亭子
ノ一、近来小説家之尤者
ナリ
。惜
イ夫、死而既
ニ歴
タリ二
三霜
ヲ一。	
如
キ二魁草紙
ノ一、浪華書肆某、不
レ遠
セ二千里
ヲ一、乞
フ二諸
ヲ式亭子
ニ一。既
ニ（１ウ）
脱
シテレ
稿、
未ズ
ダレ及
二
上木
ニ一、而式亭子帰
ス二于黄泉
ニ一。有
レ
故束
ネ二之塵架
ニ一、
荏苒
トシテ
徒
ニ
過
レ
歳
ヲ。茲歳甲申
ノ
秋、書肆已
ニ
上
スレ梓
ニ。噫此数冊子、
雖
二
僅々
タル
者
ト一、成
二
於其死歳
ニ一則
ハ、雖
二
其著作富贍也
ト一、豈可
レ
不
レ
為
レ珍
ト乎。
文政七年甲申仲秋　　　　
摂都
　
木村繁雄録
　　　
（２オ）
　　　
全部標題
第壹回
　
床せう
下か
の義
ぎ
士し
窮きゆう
客きやく
の為
ため
に剣
けん
を飛
とば
す話
こと
　　
古寺の雨やどり
　
しら波のかくれ家
第二回
　
奸かん
女じよ
が舌
ぜつ
頭とう
に鼠
そ
平へい
負そむく
レ義ぎ
ニ話こと
　　
うまのはなむけ
　
風のまへのともし火
（２ウ）
第三回
　
姦かんきやう
兇を逞
たくましう
して頑
ぐわん
夫ぷ
其その
身み
を斃
たふ
す話
こと
　　
しら布のこがね
　
かたみのかんざ
第四回
　
淑しく
女じよ
が一
いつ
箭せん
暗あん
ニ赤せき
縄ぜう
を繋
つな
ぐ話
こと
　　
なにはの隣同士
　
からうたの辻うら
第五回
　
羽は
束つか
身み
を汚
けが
して却
かへつ
て身
み
を清
すゝ
ぐ話
こと
　　
波の月のうきわかれ
　
むくひのしら刃
　　
通計五帙
（３オ）
明啓
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翻刻
（表紙）
（見返し）
梅精奇談魁草紙序如
唐山
ノ野史小説
、其作者不
レ可
二枚挙
。雖
二毫傑之徒
欲
不
得
レ志
ヲ而屈伏
シ、鬱滞
シテ
而発
狂
ヲ者、
キ二
ノ一
ス一
ト一
ス下
シテレ
ト上レ
托
諸
ヲ虚辞綺語
以
テ遣
レ懐
ヲ者、往々不
レ鮮。近年我土、如
小説家
、売
レ辞
ヲ射
レ利
ヲ、衒
〔二〕
媚
ヲ於市井
シテ二
ニ一
キ二
ノ一
児女
者比々
トシテ
是
ナリ
。多
ハ逸寸之徒為
下苦
レ貧而潤
口腹
者亦不
レ鮮。然彼此、至
其舒暢之域
也一
ニ一
スコトヲ中
ヲ上
テ二
ニ一
（１オ）
矣。而称
世之作者
豈容易哉。其搆
レ思吐
レ錦也。或
ハ招
空中之蜃気楼
。幾
ド移
二南柯之蟻穴
セラル二
ト一
ク二
ヲ一
城
、或
ハ発
鄭国濮上之音
。終
ニハ
是帰
乙於伐
二罪悪
奨
二忠孝
之規矩
。噫性善之所
レ徴、而勧善懲悪之
ヲ一
ス二
ヲ一
ヲ一
ヲ一
ニ甲
(9)
功、亦不
レ為
レ少
シト
。如
三馬式亭子
、近来小説家之尤者
ナリ
。惜
イ夫、死而既
ニ歴
三霜
。如
魁草紙
、
キ二
ノ一
タリ二
ヲ一
キ二
ノ一
浪華書肆某、不
レ遠
千里
、乞
諸
ヲ式亭子
。既
ニ
（１ウ）
脱
稿、未
及
二上木
、而式亭子帰
于黄泉
。
ズ
セ二
ヲ一
フ二
ニ一
シテレ
ダレ
ニ一
ス二
ニ一
有
レ故束
之塵架
、荏苒
トシテ
徒
ニ過
レ歳
ヲ。茲歳甲申
ノ秋、書肆已
ニ上
梓
ニ。噫此数冊子、雖
二僅々
タル
者
、
ネ二
ニ一
スレ
ト一
成
二於其死歳
則
ハ、雖
二其著作富贍也
、豈可
レ不
レ為
レ珍
ト乎。
ニ一
ト一
文政七年甲申仲秋
摂都
木村繁雄録
明啓
（２オ）
全部標題
第壹回
床下の義士
窮
客
の為に剣を飛す話
せう
か
ぎ
し
きゆうきやく
ため
けん
とば
こと
古寺の雨やどり
しら波のかくれ家
第二回
奸女が舌頭に鼠平
負
レ義
ニ話
かんじよ
ぜつとう
そ
へいそむく
ぎ
こと
うまのはなむけ
風のまへのともし火
（２ウ）
第三回
姦兇を
逞
して
頑
夫其身を斃す話
かん
きやう
たくましう
ぐわん
ぷ
その
み
たふ
こと
しら布のこがね
かたみのかんざ
第四回
淑女が一箭暗
ニ赤縄を繋ぐ話
しくじよ
いつせんあん
せきぜう
つな
こと
なにはの隣同士
からうたの辻うら
第五回
羽束身を汚して
却
て身を清ぐ話
は
つか
み
けが
かへつ
み
すゝ
こと
波の月のうきわかれ
むくひのしら刃
通計五帙
（３オ）
- 3 -
翻刻
（ 紙）
（見返し）
梅精奇談魁草紙序如
唐山
ノ野史小説
、其作者不
レ可
二枚挙
。雖
二毫傑之徒
欲
不
得
レ志
ヲ而屈伏
シ、鬱滞
シテ
而発
狂
ヲ者、
キ二
ノ一
ス一
ト一
ス下
シテレ
ト上レ
托
諸
ヲ虚辞綺語
以
テ遣
レ懐
ヲ者、往々不
レ鮮。近年我土、如
小説家
、売
レ辞
ヲ射
レ利
ヲ、衒
〔二〕
媚
ヲ於市井
シテ二
ニ一
キ二
ノ一
児女
者比々
トシテ
是
ナリ
。多
ハ逸寸之徒為
下苦
レ貧而潤
口腹
者亦不
レ鮮。然彼此、至
其舒暢之域
也一
ニ一
スコトヲ中
ヲ上
テ二
ニ一
（１オ）
矣。而称
世之作者
豈容易哉。其搆
レ思吐
レ錦也。或
ハ招
空中之蜃気楼
。幾
ド移
二南柯之蟻穴
セラル二
ト一
ク二
ヲ一
城
、或
ハ発
鄭国濮上之音
。終
ニハ
是帰
乙於伐
二罪悪
奨
二忠孝
之規矩
。噫性善之所
レ徴、而勧善懲悪之
ヲ一
ス二
ヲ一
ヲ一
ヲ一
ニ甲
(9)
功、亦不
レ為
レ少
シト
。如
三馬式亭子
、近来小説家之尤者
ナリ
。惜
イ夫、死而既
ニ歴
三霜
。如
魁草紙
、
キ二
ノ一
タリ二
ヲ一
キ二
ノ一
浪華書肆某、不
レ遠
千里
、乞
諸
ヲ式亭子
。既
ニ
（１ウ）
脱
稿、未
及
二上木
、而式亭子帰
于黄泉
。
ズ
セ二
ヲ一
フ二
ニ一
シテレ
ダレ
ニ一
ス二
ニ一
有
レ故束
之塵架
、荏苒
トシテ
徒
ニ過
レ歳
ヲ。茲歳甲申
ノ秋、書肆已
ニ上
梓
ニ。噫此数冊子、雖
二僅々
タル
者
、
ネ二
ニ一
スレ
ト一
成
二於其死歳
則
ハ、雖
二其著作富贍也
、豈可
レ不
レ為
レ珍
ト乎。
ニ一
ト一
文政七年甲申仲秋
摂都
木村繁雄録
明啓
（２オ）
全部標題
第壹回
床下の義士
窮
客
の為に剣を飛す話
せう
か
ぎ
し
きゆうきやく
ため
けん
とば
こと
古寺の雨やどり
しら波のかくれ家
第二回
奸女が舌頭に鼠平
負
レ義
ニ話
かんじよ
ぜつとう
そ
へいそむく
ぎ
こと
うまのはなむけ
風のまへのともし火
（２ウ）
第三回
姦兇を
逞
して
頑
夫其身を斃す話
かん
きやう
たくましう
ぐわん
ぷ
その
み
たふ
こと
しら布のこがね
かたみのかんざ
第四回
淑女が一箭暗
ニ赤縄を繋ぐ話
しくじよ
いつせんあん
せきぜう
つな
こと
なにはの隣同士
からうたの辻うら
第五回
羽束身を汚して
却
て身を清ぐ話
は
つか
み
けが
かへつ
み
すゝ
こと
波の月のうきわかれ
むくひのしら刃
通計五帙
（３オ）
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〈翻刻〉式亭三馬『梅精奇談 魁草紙』（巻一～三）
三九
梅ばい
精せい
奇き
談だん
魁さきがけ
草さう
紙し
巻之壹
　
○
床しやう
下か
の義
ぎ
士し
窮きう
客かく
の為
ため
に剣
けん
を飛
とば
す話
こと
いづれの頃
ころ
にかありけん、
都みやこ
の五
ご
條でう
わたりに羽
は
咋ぐひ
鼠そ
平へい
といふ者
もの
あり。
些すこし
の才
さい
気き
ある身
み
ながら、年
とし
四よそぢ
十に近
ちか
きまで生
すぎはひ
理に疎
うと
きゆゑ、家
しんだい
道は
なはだ貧
まづし
くして、僅
はづか
に妻
つま
が紡
うみ
績つむぎ
、或
あるひ
は機
はた
織お
る業
わざ
を頼
たのみ
て細
ほそ
き煙
けぶり
を立
たて
侘わび
ぬ。頃
ころ
は九月の下
しもつ
浣かた
、漸
やうや
く寒
かん
気き
に向
むか
ふ時
とき
なれども、海
みる
松のごとく破
やれ
裂ちぎ
れし襤
つゞ れ
褸の衣
きぬ
一ひと
重へ
にて 寒
さぶ
きを凌
しの
がん方
てだて
便だになし。いかにもし
て一
ひと
套かさね
の繒
わたいれ
纊を得
え
ばやと、左
とかく
右思ひめぐらすに、忽
たちま
ち妻
つま
が篋
てばこ
の中
うち
に
二に
反たん
の木
も
綿めん
あるを見
み
出いだ
し、用
もち
ひて我
わが
衣い
服ふく
に製
つくら
むことを計
はか
る。妻
つま
小こ
谷だに
は
出みもと
身
の
賤いや
しき
者もの
なりければ、
器うつは
狭せま
く
心こゝろ
邪よこしま
に、
口くち
には
針はり
を
含ふくみ
て
詈のゝし
り、腹
はら
（８オ）
には毒
どく
を蓄
）たく
たくはへ （
			 て行
おこな
ひ、事
こと
の応
おう
変へん
に巧
たくみ
にして、高
たか
きに
は高
たか
く答
こた
へ、低
ひく
きには低
ひき
く答
こた
へ、死
しゝ
たるをも活
いき
たると言
いひ
張は
り、活
いき
た
るをも死
しゝ
たりと説
とき
得え
て、只
ひたすら
顧唇
くちびる
を翻
ひるがへ
し舌
した
を弄
もてあそ
ぶの奸
かん
婦ぷ
（わかきをん
な）なり。平
つね〴〵
常吾
わが
夫をつと
の世
せ
事じ
に疎
うと
くして、斯
かく
まで貧
ひん
窮きう
に及
およ
ぶことを厭
いと
ひ、いか る因
いん
果ぐわ
にてかゝる貧
まづ
しき家
いへ
に嫁
か
し来
きた
りけんと、父
ちゝ
母はゝ
の失
しつ
計けい
（おもひれちがひ）を
恨うら
む
折おり
から、
適たま〳〵
夫をつと
に
吾わが
蓄かくまひ
置お
く所の
木も
綿めん
を
需もとめ
られ、
辛しん
気き
に
堪たえ
ず
口くち
を
開ひら
きていふやう、 「
你おんみ
丈をとこ
夫
に
生うま
れながら
却かへつ
て女に養
やしな
はれ、此年
とし
月つき
を送るのみならず、又吾
わが
蓄たくはへ
置お
く木
も
綿めん
を需
もとめ
て、
你おんみ
の衣
い
服ふく
に用
もち
ひんとするは、鉄
てつ
面めん
皮ぴ
（あつかはづら）の骨
こつ
張ちやう
といふ
べし」 。鼠
そ
平へい
此ことば
言を聴
きゝ
て、面
おもて
に紅
もみぢ
葉を帯
お
び、心
こゝろ
に恥
はぢ
入い
るといへども、
猶
声こゑ
を
低ひく
うしていふやう 「
吾われ
素もと
より
営すぎはひ
生
に
拙つたな
く、常に
你おんみ
の
力ちから
を
借かり
て世
よ
を渡
わた
ること、
謝しや
するに所なし。吾
われ
今いま
こそ斯
かく
貧まづし
くは暮
くら
せ、
他た
日じつ
（お
しつけ）登
とう
庸よう
（しゆつせ）の時
とき
に遇はゞ、
今こん
日にち
二に
反たん
の布
ぬの
十じふ
倍ばい
にして、
你おんみ
が
（８ウ）
鴻かう
恩おん
に
報むく
ふべし」といふ。小谷
頭かしら
を
揺ふり
て、 「又
例れい
の十
倍をの給ふか。雲
くも
を抓
つか
むに斉
ひとし
き虚
たらし
誣ごと
も最
も
早はや
聴きゝ
倦あき
たり。你
おんみ
四よそぢ
十に至
いた
る
まで発
はつ
達たつ
（よにいづる）の時
とき
なく、いつを待
まち
てか享
さいはひ
福の来
きた
ることあ
らん。此二
に
反たん
の木綿は指
ゆびさし
をもし給ふな。吾
わ
が寒
さぶさ
を防
ふせ
ぐ緊
たいせつ
要の貨
しろもの
物な
り。
你おんみ
の
衣い
服ふく
は
你おんみ
の
計はたらき
策
に
任まか
せて、
吾わ
が
関あづかり
しる所にあらず」とし
たゝかに辱
はづかし
められ、鼠平は布
ぬの
を乞
こひ
得え
ざるのみならず、彼
かれ
が毒
どく
ある言
ことば
を聴
きゝ
て、心に憤
いきどほり
を含
ふく
むといへども、荒
あら
だてなば隣
となり
家へ聞
きこ
えんことを
慚はぢ
恐おそ
れて、
我われ
は
一ひと
言こと
をも
交まじ
へず、
却かへつ
て
妻つま
が
怒いかり
詈のゝし
るを
宥なだめ
居ゐ
たり。さ
れど
算さん
計けい
（もくろみ）すでに
竭つき
て、 「此上はせんかたなし。
日ひ
頃ごろ
親したし
き人〴〵に打
うち
嘆なげき
て、ともかくも計
はからひ
見み
ん」と思ひければ、空
むなし
く家
いへ
を出
いで
て交
ともだち
友の許
もと
に到
いた
り、辞
ことば
を卑
いやし
うして物を乞
こひ
需もとむ
るといへども、いかにせ
ん阿
あ
漕こぎ
が嶋
しま
に曳
ひ
く鯛
たひ
の、度
たび
重かさな
れることなれば、今まで笑
わらひ
居ゐ
たりし人
も忽ち
渋しぶ
き
面おもて
に
変かは
り、
誰たれ
一
チ
人
頭かうべ
を
対あはせ
て
愁うれへ
を
倶とも
にする
者もの
（９オ）
な
し。鼠平せんかたなく此
こ
所ゝ
よ彼
かしこ
所と走
はしり
回めぐ
る折
をり
から、頼
たの
む木
この
下もと
に雨
あめ
漏も
るのみかは、忽
たちま
ち一
ひと
陣しきり
の風
ふう
雨う
、雲
くも
を巻
まき
て起
おこ
りければ、彼
かの
海み
松る
のごと
き襤
つゞ れ
褸の衣
きぬ
、颼
しう
々〳 〵
として落
らく
葉えふ
の声
こゑ
をなし、惣
さう
身しん
寒とりはだ
粟を生
しやう
じて寒
さぶ
さに
堪たへ
ず、風
ふう
雨う
を侵
をか
して走
はしり
けるが、忽
たちま
ち一
いち
宇う
の古
ふる
院でら
を見つけて、辛
からう
じて
こゝに馳
かけ
入い
り、 しばらく雨
あめ
を避
さけ
んとす。此寺号
なづ
けて金
こん
華げ
禅ぜん
寺じ
といふ。
まづ
山さん
門もん
に
進すゝみ
て見るに、
既すで
に一
チ人の大男、
先さき
だつて
雨あま
舎やどり
して
左ひだり
な
る
回くわい
廊らう
に
憩やすみ
居ゐ
たり。
堂だう
の内には
老らう
僧そう
の
経きやう
を
誦じゆ
する
声こゑ
するのみ。鼠
平
即すなは
ち右の
方かた
なる
回くわい
廊らう
に
坐ざ
して、しばらく時を
過すご
すに、
雨あめ
やう〳〵
	
止やみ
て風
かぜ
も静
しづか
になりぬ。此時帰
かへら
ずば再
ふたゝ
び又降
ふり
来きた
らんことを懼
おそ
れ、身
み
を
起おこ
して
顧かへりみ
るに、此
回くわい
廊らう
の
壁かべ
の
面おもて
に、
一いち
羽は
の
鶏にはとり
を
画ゑがき
たり。
翼つばさ
より
足あし
に
至いた
るまで
精こまやか
に
画ゑがき
たれども、
却かへつ
て
首かしら
を
画ゑが
かず。 「いかなる人の
業わざ
な
らむ。心ありて画
かき
残のこ
せし物か。戯
たはぶ
れに画
かき
終をはら
ざるものか。我
われ
今いま
饑き
（う
ゑ）
（９ウ）
寒かん
に
逼せま
りし
身み
にて、此
絵ゑ
を
評ひやう
する
遑いとま
はあらねど、
兼かね
て
聞きゝ
及およ
びしことあり。凡
すべ
て鳥
とり
を画
ゑが
かんとするものは、頭
かしら
を先
さき
にするこ
と画
ゑの
法ほふ
なり。しかるに人
ひと
と異
ことな
りて、
却かへつ
て画
かき
完つくさ
ざるこそ不
いぶかし
審けれ」と、
しばし停
たち
止とゞまり
て仔
こまか
細に見れば、
巧たくみ
に画
ゑがき
得え
てはなはだ愛
あい
玩ぐわん
すべし。 「かゝ
る
精せい
妙みやう
の
画ゑ
を此まゝに
棄すて
置おか
んは
朽くち
惜を
し。
我われ
此この
道みち
を
暁さと
さずといへど
も、
試こゝろみ
に
鶏とりの
首かしら
を
画かき
添そふ
るに、何の
難かた
きことかあらむ」と、
堂だうの
中うち
に
至いた
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りて老
らう
僧そう
に一
ひとつ
枝の筆
ふで
を借
かり
来り、直
たゞち
に鳥
とり
の頭
かしら
を画
かき
添そふ
るに、十
じふ
分ぶん
醜みにく
から
ざれば、心はなはだ
歓よろこ
び、 「
我われ
若もし
丹ゑの
青みち
を
学まな
ばゝ、
名な
ある
画ゑかき
工
となり
て
世よ
にしらるべきに」と、
独ひとり
戯たはぶ
れて
彳たゝず
む所に、
彼かの
回くわい
廊らう
に
坐ざ
せし
男をとこ
、
最さい
前ぜん
より
此この
体てい
を見居たりしが、
俄にはか
に
進すゝみ
来きた
りて
礼れい
を
施ほどこ
していふやう、
「
小それがし
人
此事につきて
些すこし
の
話はなし
説
あり。ねがはくは
我わが
家いへ
に来り給へ。
話はなしの
中うち
におのづから好
よき
所こと
あるべし。你
おんみ
の為
ため
あしくは計
はから
はじ」といふ。鼠
平今
困こん
窮きう
（
10オ）
の
折をり
から、
好よき
所こと
ありと
聴きゝ
て大
キ
に
喜よろこ
び、
筆ふで
を
和お
尚しやう
に
返かへ
し、
彼かの
男をとこ
に
従したがひ
て
直たゞち
に
金こん
華げ
寺じ
を
出いで
去さ
りぬ。此時
風ふう
雨う
止や
むといへ
ども、地
ち
上じやう
いまだ乾
かは
かず。泥
どろ
に辷
すべ
りて歩
あゆみ
難がた
きも厭
いと
はず、東
ひがし
山やま
をも過
すぎ
て
真ま
葛くずが
原はら
に
到いた
れば、
道みち
の
傍かたはら
に
小ちひ
さき
門もん
あり。
彼かの
男こゝに
伴ともな
ひて
門もん
の扉
とぼそ
を扑
たゝ
けば、内より「応
おう
」といらへて門を開
ひら
く者あり。此男も又
また
是これ
同みちづれ
伴の男に等
ひとし
く、丈
たけ
高たか
く風
ふう
標ひやう
（りつぱ）なるが、鼠平を見て咲
わらひ
を
含ふく
み、太
はなは
だ歓
よろこ
べる所
ありさま
勢なり。鼠平
心こゝろの
中うち
疑うたがひ
惑を生
しやう
じ、 「此両人の者は
何人なるや。
我われ
を
請しやう
じ来りて何の
好よきこと
処
かある」と心
落おち
着つか
ず、 「此家
は誰
たれ
の家
いへ
なるぞ」と問
とふ
に、二人答
こたへ
て「君
きみ
まづ裡
うち
へ入
いり
給はゞおのづか
ら暁
さとし
得え
給ふべし」と、引
ひい
て門
もんない
内に入
い
らしめ、元
もと
のごとく門
もん
戸こ
を鎖
とざ
し
て
進すゝ
み行
ゆ
く。鼠平傍
かたはら
を見るに、落
おち
葉ば
路みち
なきまでに覆
おほひかさな
重り、枯
かれ
草くさ
おの
がまゝに散
ちり
乱みだ
れ、荊
いばら
蓁木
もくせい
犀庭
には
にはびこりて、敗
くづれはて
落たる花
はな
園ばたけ
なり。高
たか
きに
上のぼ
り
（
10ウ）
低ひく
きに
下くだ
り、
広ひろ
きに
曲まが
り
狭せま
きに
湾めぐ
りて、
一ひとつ
軒
の
茅かや
舎や
に
到いた
れば、内より又十四五人、おの〳〵
雲くも
を
貫つらぬ
くばかりの
大おほをとこ
男、
眼まなこ
するどく髭
ひげ
深ふか
く、猙
おそろ
獰しげ
なるが出来り、迎
むかへ
て亭
いへのうち
中に坐
ざ
せしむ。鼠平
心しんちうおどろきあやし
中驚怪み、只
たゞ
黙もく
然ねん
として坐
ざ
し居
ゐ
たるに、彼
かの
伴ともな
ひし男、詞
ことば
を発
おこ
して
いふやう、 「你
おんみ
駭おどろ
き給ふな。我
われ
們〳 〵
は皆
みな
江よの
湖なか
の豪
がう
傑けつ
（すぐれたるひと）
と呼
よば
るゝ者なり。他
ひと
の貨
たから
を自
わがもの
有となし、本
もとで
銭を費
つひや
さずして生
すぎはひ
意をな
せども、
各おの〳〵
勇ゆう
あるのみにして謀
はかりごと
を施
ほどこ
す者
もの
なし。さるによつて前
さきごろ
日も、
殆ほとんど
危あやふ
き
目め
に
遇あは
んとせり。
故ゆゑ
に
天てん
に
祈いの
りて
智ちぼう
謀
ある人を
求もと
め、
首かしら
領
となして其
その
指さしづ
揮に従
したが
はんと思
おも
へり。彼
かの
金こん
華げ
寺じ
の壁
かべ
面に首
かしら
なき鶏
とり
を画
ゑがき
たるは、我
われ
〳〵が天
てん
に祈
いのり
て設
まうく
る所の誓
ちかひ
にして、羽
つばさ
翼全
まつた
くして却
かへつ
て頭
かしら
なきは、即
すなは
ち数
あまた
多の徒
なかま
党はあれども首
かしら
領なきの意
こゝろ
なり。もし人
ひと
あり
て
鳥とり
の
頭かしら
を
補おぎなひ
足た
す者は、これ
天てん
より
（
11オ）
賜たま
はる
謀ぼう
師し
（はかりご
とをする人）なれば、こゝに
迎むかへ
て
首かしら
領
となさんことを思ひ、
数す
日じつ
等うかゞひ
候まつ
といへども、 いまだ其
その
人ひと
を得
え
ず。今
ン日幸
さいは
ひに皇
てん
天たう
霊みたま
を下
くだ
して、
我われ
〳〵に君
きみ
を賜
たま
はる。寔
まこと
に真
しん
実じつ
（ほんとう）の首
しゆ
領りやう
（おかしら）と
いふべし。願
ねが
はくは謀
はかりごと
を施
ほどこ
して我
われ
〳〵を導
みちびき
給へ」 。鼠平これを聴
きゝ
て、
彼かれ
輩ら
は
一ひと
夥むれ
の
強ぬすびと
盗
なることを
暁さと
り、大きに
駭おどろ
きていふ、 「
我われ
は
素もと
よ
り物
もの
を学
まな
び、書
しよ
を講
かう
ずることを業
わざ
とすれば、登
とう
運うん
（よにいづる）の
時を得
え
て、仕
し
官くわん
（みやづかへ）をまつ者
もの
なり。清
きよ
きが上
うへ
にも、潔
いさぎよ
き
ことをこそ計
はか
れ、かく穢
けが
れたる業
わざ
を佐
たす
けて法
ほう
を犯
をか
すに忍
しの
びず」とい
へば、
衆しゆう
賊ぞく
（ぬすびとゞも）呵
から
々〳 〵
と打
うち
笑わら
ひ、 「君
きみ
の見
）たた
けんしき （
識
		 （おもはく）
はなはだ違
たが
へり。たとへ官
おほやけ
府の人となるとも、身
み
終をは
るまで公
こう
務む
（お
ほやけのつとめ）に役
つか
はれ、式
しき
目もく
に身
み
を縛
しば
られて、下
しも
半はん
生せい
の快
こゝろよ
きこ
とを得
え
じ。吾
わが
夥なかま
の首
かしら
領となりて、美
び
酒しゆ
佳か
餚かう
を味
あぢは
ひ、安
やすらか
佚に世
よ
を過
すご
さ
んにはしかじ。
君きみ
もし
不うけ
肯がはず
は
（
11ウ）
強しひ
て
勧すゝむ
るにあらず。
我われ
〳〵が
大だい
事じ
を明
あか
せし上
うへ
は、再
ふたゝ
び活
いけ
ては帰
かへ
さじ。彼
かの
金こん
華げ
寺じ
に画
ゑが
きし鳥
とり
のごと
く、首
かうべ
なき人
ひと
となして放
はなち
帰かへ
さん」といへば、傍
かたはら
より口
くち
を揃
そろ
へて「い
かにも
其その
如ごと
し。もし
妻つま
に
遇あい
たくば
幽いう
霊れい
となりて
家いへ
に
帰かへ
るべし」と、
衆しゆう
賊ぞく
腰こし
刀がたな
を
抜ぬき
てひらめかすに、鼠平
魂たましひ
も
身み
に
添そは
ず、 「
各おの〳〵
しばらく
待まち
給へ。
吾われ
深ふか
く
思し
案あん
して
返へん
辞じ
すべし」と、
手て
を
挙あげ
て
噢さけび
呼よば
はれば、 「
汝なんぢ
従したが
ふも従
したが
はざるも一
ひと
言こと
に決
けつ
せよ。
何なん
の商
しやう
量りやう
かあるべき」と前
ぜん
後ご
左さ
右ゆう
より
取とり
籠かこみ
て、今や
斬き
らんと
構かまへ
たり。鼠平
想おも
ふに、 「
斯か
く
人ひと
里ざと
遠とほ
き
山さん
寨さい
に墜
おちい
り、もし彼
かれ
等ら
に従
したがは
ざる時は、一
いつ
刀たう
の下
もと
に命
いのち
を落
おと
さん。我まづ
彼かれ
を偽
いつは
りて其言
ことば
に従
したが
ひ、明
あ
日す
にいたりて遁
のがれ
去さ
るとも遅
おそ
からじ」と思
おも
ひ
定さだ
め、 「
在それがし
下
おの〳〵の
勧すゝめ
にあひて、
何なん
ぞ
従したが
はざること あるべ
き。
只たゞ
恐おそ
らくは
心こゝろ
弱よわ
き
性うまれ
質つき
にて、此
業わざ
をなし
得え
ざらん」と
（
12オ）
 
〈翻刻〉式亭三馬『梅精奇談 魁草紙』（巻一～三）
四一
いへば、
衆しゆう
賊ぞく
これを
聴きゝ
て、
「
正しやう
直ぢき
なることをいふ人か
な。
我われ
〳〵とても、
胞えな
衣
に
山やま
岡をか
頭づ
巾きん
を
冠かぶ
り、
手て
に
大だんびら
刀
を
携たづさ
へて、
母はゝ
の
胎たい
内ない
を
切きり
破やぶり
ては
出いで
ず。
仏ほとけ
も
元もと
は
凡ぼん
夫ぶ
なり。
賊ぬすびと
も
皆みな
素しろ
人うと
よりなる
もの れば、
初はじめ
時
は
誰たれ
も
心こゝろ
弱よわ
し。
勉つとめ
て
度たび
を
重かさぬ
れば、
自おのづか
ら
胆きも
太ふと
く
英えい
豪がう
（じやうぶ）
の心に
移うつ
るものなり。君
し
言ことば
に
従したがひ
て
我わ
が
首しゆ
領りやう
となり
給はゞ、半年をまたずして必かなら
ず豪
がう
強きやう
となり給はん」 と、
或あるひ
は
崇あが
め
或あるひ
は
唬をど
して、さま
〴〵に勧
すゝめ
ければ、鼠平やむことを得
え
ず、竟
つひ
に彼
かれ
等ら
が意
こゝろ
に従
したがひ
ぬ。衆
しゆう
賊ぞく
喜よろこ
ぶこと限
かぎり
なく、刀
かたな
を取
とり
て鞘
さや
に納
をさ
め、おの〳〵無
ぶ
礼れい
を侘
わび
畢をは
りて円
くるまざ
居
におしなほり、 「
斯かく
一いつ
家け
となる
上うへ
は、
以い
来らい
君を
敬うやまひ
て
兄あに
と
称しよう
すべし」
とて、一
ひと
套かさね
の新
あたら
しき衣
い
服ふく
を取出し、鼠平に着
きせ
換かへ
させ、又一
ひと
腰こし
の佩
かたな
刀
を帯
おば
しむるに、鼠平が人
じん
品ぴん
、前
まへ
に比
くらぶ
れば大きに同
おな
じからざれば、皆
みな
斉ひと
しく
喝ほめはや
采
せり。鼠平
素もと
より
（
13ウ）
貧まづ
しき
身み
にて、かゝる
華はなやか
麗
な
る衣
い
服ふく
をはじ て着
き
たることなれば、思はず心を動
うご
かし、密
ひそか
に衆
しゆう
賊ぞく
の言
ことば
を思ひめぐらすに、 「一
いち
理り
なきにしもあらず。
吾われ
丈をとこ
夫の身
み
にして、
深しん
秋しう
（あきふくる）にいたれど冬
ふゆ
を迎
むか
ふべき計
はかりごと
なく、偕
かい
老らう
を契
ちぎ
る妻
つま
だに
二に
反たん
の
布ぬの
を
惜をし
み、
情なさけ
なくも
与あた
へざりしに、今此
輩
ともがら
義ぎ
気き
ありて、
斯かく
のごとき
美び
服ふく
をあたへ、又
吾わ
が
指さしづ
揮
に
従したが
はんといふは、
寔まこと
に
僥こぼれ
倖さいはひ
といふべし。いかさまにも此夥
なかま
中に加
くは
はり、一
いつ
生しやう
の快
くわい
活くわつ
（よきた
のしみ）をなさん」と思ひ、 又ひとつには「万
まん
一いち
宦くわん
兵ぺい
に拿
とらへ
られなば、
吾わ
が
性いのち
命
も
保たもち
難がた
からんか。とやせん、かくやせまし」とさま〴〵
	
に思
おもひ
煩わづら
ふ所に、衆
しゆう
賊ぞく
酒さけ
餚さかな
を携
たづさへ
来きた
り、鼠平を進
すゝ
めて上
じやう
坐ざ
に居
を
らしめ、
おの〳〵
車くるま
座ざ
に
居ゐ
流なが
れ、
盃さかづき
を
飛とば
せて
舞まひ
娯たのし
	 む
）た1
（
。
平つね
常〴 〵
麁そ
飯はん
をだに
十じふ
分ぶん
には食
くひ
得え
ざる鼠平なれば、斯
かゝ
る美
び
酒しゆ
佳か
肴かう
を恣
ほしい
意まゝ
に飲
のみ
食くら
ひ、心中大き
に
娯たの
しみ、又
（
14オ）
密ひそか
に
想おも
ふやう、 「
吾われ
一いつ
生しやう
身み
骨ほね
を
粉こ
に
砕くだ
くとも、
かやうの
造しあはせ
化
には
遇あひがた
難
かるべし。まづ
彼かれ
等ら
が
言いふ
に
任まか
せて、一両度
賊ぬすみ
をなすとも、かならず人の暁
さと
り得
う
ることなからん。両三度に許
そこばく
多
の黄
こ
金がね
を盗
ぬす
まば、其
その
後ゝ ち
業わざ
を廃
すて
て営
すぎはひ
生をなすべし。若
もし
又不
ふ
幸かう
にして拿
とらへ
られ、刑
つみ
に行
おこな
はるゝとも恨
うら
むる所なし」と、商
しやう
量りやう
（りやうけん）す
でに
定さだま
り、
憂うさ
を
忘わす
れて
呑のみ
喫くら
ひ、しばらく時を
移うつ
しけり。
斯かく
て
黄たそ
昏かれ
過すぐ
る
比ころ
、一
チ人の
盗ぬす
賊びと
進すゝ
み
出いで
、 「今日
首おかしら
領
に
対めみえ
顔
の
手て
はじめなれば、
少すこ
しく家
か
業げふ
をなしてはいかゞあらん」 といへば、 衆賊 「最
もつとも
」 と一
いち
同どう
し、
「まづ
誰たれ
が
家いへ
にか
打うち
入い
らん」と、とやかく
商しやう
議ぎ
（さうだん）するを
聴きゝ
て、 鼠平はやくも首
しゆ
領りやう
の心移
うつ
りけん、
威ゐ
儀ぎ
を正
たゞ
し一
いち
坐ざ
を見
み
度わた
して、
「
凡およそ
都みやこ
の
町まち
〳〵
富ふ
家か
（かねもち）
多おほ
しといへども、
北きた
嵯さ
峨が
なる
狭さ
賀が
埜の
長ちやう
者じや
に
過すぎ
たる者なし。いはんや
彼かしこ
所
は
洛らく
外ぐわい
にて、
宦くわん
兵ぺい
の
夜よ
廻まは
り
などもなく、
吾われ
又
（
14ウ）
案あん
内なひ
をよく
知し
りぬ。おの〳〵
吾わが
指さしづ
揮
に
従したが
はゞ、よき活
はたらき
計あるべし」といふに、
衆しゆう
賊ぞく
大きに喜
よろこ
び、 「彼
かの
長ちやう
者じや
は、
我われ
〳〵久
ひさ
しく心
こゝろ
を懸
かく
れど、案内をしらざる ゑ、是
これ
まで空
むな
しく打
うちすご
過
せり。今日首
おかしら
領の案
あん
内ない
にまかせ、且
かつ
指さしづ
揮に従
したが
はゞ、袋
ふくろ
の物
もの
を探
さぐ
るが
ごとくなるべし」と、衆賊すみやかに支
し
度たく
を調
とゝの
へ、群
むらが
る虎
とら
の山
さん
林りん
を
出いづ
る
勢いきほ
ひをなし、おの〳〵
園ゑん
門もん
を
出いで
て
進すゝ
みゆく。
扨さて
此この
狭さ
賀が
埜の
長ちやう
者じや
といへるは、代
だい
〳〵北
きた
嵯さ
峨が
に住
すまひ
て、金
きん
銀〴 〵
財ざい
宝ほう
数かず
をしらず、都
みやこ
に名
な
高だか
き
豪がう
家か
（かねもち）なり。
此この
頃ごろ
盗ぬすびと
賊
の
為ため
に
許そこばく
多
の
財ざい
宝ほう
を
奪うばひ
取と
られ、
即すなは
ち問
もん
注ぢう
所しよ
に訴
うつた
へて後
のち
、数
あまた
多の人を傭
やと
ひて四
し
方はう
の門
もん
戸こ
を護
まも
らせ、用
よう
心じん
堅けん
固ご
に防
ふせ
ぎけるを、鼠平が輩
ともがら
かくとは夢
ゆめ
にもしらず、門
もん
を打
うちやぶ
破り
- 7 -
〳〵無礼を侘畢りて円居におしなほり、 「斯一家となる上
ぶ
れい
わびをは
くるまざ
かくいつ
け
うへ
は、以来君を
敬
て兄と
称
すべし」とて、一
套
の
新
し
い
らい
うやまひ
あに
しよう
ひとかさね
あたら
き衣服を取出し、鼠平に着換させ、又一腰の佩刀を帯しむ
い
ふく
きせかへ
ひとこし
か
た
な
おば
るに、 鼠平が人品 前に
比
れば大きに同じからざれば、 皆斉
じんぴん
まへ
くらぶ
おな
みなひと
しく喝采せり。鼠平素より
（
ウ）
貧しき身にて、かゝる華麗
ほめはや
もと
まづ
み
はなやか
13
なる衣服をはじめて着たることなれば、 思はず心を動かし、
い
ふく
き
うご
密
に
衆
賊の
言
を思ひめぐらすに、 「一理なきにしもあら
ひそか
しゆうぞく
ことば
いち
り
ず。吾丈夫の身にして、深秋
（あきふくる）
にいたれど冬を迎
われを
と
こ
み
しんしう
ふゆ
むか
ふべき
計
なく、偕老を契る妻だに二反の布を惜み、
情
はかりごと
かいらう
ちぎ
つま
に
たん
ぬの
をし
なさけ
なくも与へざりしに、 今此
輩
義気ありて、 斯のごとき美服
あた
ともがら
ぎ
き
かく
び
ふく
をあたへ、又吾が指揮
従
はんといふは、
寔
に
僥
倖
わ
さ
し
づ
したが
まこと
こぼれさいはひ
といふべし。いかさまにも此夥中 加はり、一
生
の
快
活
な
か
ま
くは
いつしやう
くわいくわつ
（よきたのしみ）
をなさん」と思ひ、又ひとつには「万一
宦
兵
まんいちくわんぺい
に
拿
られなば、吾が性命も
保
難からんか。とやせん、か
とらへ
わ
い
の
ち
たもちがた
くやせまし」とさま〴〵に
思
煩
ふ所に、
衆
賊酒
餚
携
来り、鼠平を進めて
上
坐
おもひわづら
しゆうぞくさけさかな
たづさへきた
すゝ
しやう
ざ
に居らしめ、おの〳〵
車
座に居流れ、
盃
を飛せて舞
娯
む。平常麁飯をだに十分には食得ざる鼠
を
くるま
ざ
ゐ
なが
さかづき
とば
まひたのし
つね〴〵
そ
はん
じふぶん
くひ
え
(12)
平なれば、斯る美酒佳肴を
恣
意に飲食ひ、心中大きに娯しみ、又
（
オ）
密
に想ふやう、 「吾一
生
身骨
かゝ
び
しゆ
か
かう
ほしいまゝ
のみくら
たの
ひそか
おも
われいつしやう
み
ほね
14
を粉に砕くとも、かやうの造化には遇難 るべし。まづ彼等が言に任せて、一両度
賊
をなすとも、
こ
くだ
しあはせ
あひがた
かれ
ら
いふ
まか
ぬすみ
かならず人の暁り得ることなからん。 両三度に許多の黄金を盗まば、 其後業を廃て営生をなすべし。 若
さと
う
そこばく
こ
がね
ぬす
そのゝちわざ
すて
すぎはひ
もし
又不幸にして
拿
られ、刑に
行
はるゝとも恨むる所なし」と、
商
量
（りやうけん）
すでに
定
り、憂
ふ
かう
とらへ
つみ
おこな
うら
しやうりやう
さだま
うさ
を忘れて呑喫ひ、しばら 時を移 けり。斯て黄昏過る比、一
チ人の盗賊進み出、 「今日首領に対顔
わす
のみくら
うつ
かく
たそかれすぐ
ころ
ぬすびとすゝ
いで
おかしら
め
み
え
の手はじめなれば、少し 家業をなしては かゞあらん」といへば 衆賊「
最
」と一同し、 「まづ誰
て
すこ
か
げふ
もつとも
いちどう
たれ
が家にか打入らん」と とやか
商
議
（さうだん
するを聴て、鼠平はやくも首
領
の心移りけん、威儀
いへ
うち
い
しやう
ぎ
きゝ
しゆりやう
うつ
ゐ
ぎ
を正し一坐を見度して、 「
凡
都
の町〳〵富家
（かねもち）
多しといへども、北嵯峨なる狭賀埜
長
者
たゞ
いち
ざ
み
わた
およそみやこ
まち
ふ
か
おほ
きた
さ
が
さ
が
の
ちやうじや
に過たる者なし。いはんや彼所は洛
外
にて、
宦
兵の夜廻りなどもなく、吾又
（
ウ）
案内をよく知
すぎ
か
し
こ
らくぐわい
くわんぺい
よ
まは
われ
あんなひ
し
14
りぬ。おの〳〵吾指揮に
従
はゞ、よき活計あるべし」といふに、衆
賊大きに
喜
び、 「彼
長
者は、我
わがさ
し
づ
したが
はたらき
しゆうぞく
よろこ
かのちやうじや
われ
〳〵久しく
心
を懸れど、案内をしらざるゆゑ、是まで空しく打過せり。今日首領の案内にまかせ、
ひさ
こゝろ
かく
これ
むな
うちすご
おかしら
あんない
且指揮に
従
はゞ、袋
の物を探るがごとくなるべし」と、衆賊すみやかに支度を
調
へ、群
る虎の山林
かつさ
し
づ
したが
ふくろ
もの
さぐ
し
たく
とゝの
むらが
とら
さんりん
を出る
勢
ひをなし、おの〳〵園門を出て進みゆく。扨此狭賀埜
長
者といへるは、代〳〵北嵯峨に
住
いづ
いきほ
ゑんもん
いで
すゝ
さてこの
さ
が
の
ちやうじや
だい
きた
さ
が
すまひ
て、金銀財宝数をしらず、
都
に名高き豪家
（かねもち）
なり。此頃盗賊の為に許多の財宝を
奪
取ら
きん〴〵ざいほうかず
みやこ
な
だか
がう
か
このごろぬすびと
ため
そこばく
ざいほう
うばひ
と
れ、
即
ち問注所に
訴
へて後、数多の人を傭ひて四方の門戸を護らせ、用心堅固に防ぎける 、鼠平
すなは
もんぢうしよ
うつた
のち
あ
ま
た
やと
し
はう
もん
こ
まも
ようじんけん
ご
ふせ
が
輩
かくとは夢にもしらず、 門を打破りて馳入る所に、 警固の大勢一斉に起り立、 太鼓を打ち喊を作
ともがら
ゆめ
もん
うちやぶ
はせ
い
けい
ご
おほぜいいちどき
おこ
たち
たい
こ
う
とき
つく
りて
迎
戦
ふ。兼て号令を定めたる隣家の人〳〵、太鼓の
（
オ）
音を聞くよりも、得物〳〵を引提
むかへたゝか
かね
あ
ひ
づ
さだ
りん
か
たい
こ
おと
き
え
もの
ひつさげ
15
て、此家の四面を取囲み、一
チ人も洩さじといどみ合ふ。盗賊等、敵の多勢なるを見て
慌
騒ぎ、路を
奪
この
や
し
めん
とりかこ
もら
あ
ぬすびとばら
てき
た
ぜい
あはてさわ
みち
うばひ
て走らんとするに 加勢の人に
支
られ、力
を尽して
戦
へども、多勢に無勢敵し難く、竟に
悉
く
拿
はし
か
せい
さゝえ
ちから
つく
たゝか
た
ぜい
ぶ
ぜいてき
がた
つひ
こと〴〵
とらへ
られ、鼠平も又縲緤の中にあり。天明 いたりて問注所
訴
へければ、
捕
置たる盗賊等を目代所に
な
は
め
うち
よ
あ
け
もんぢうしよ
うつた
とらへおき
ぬすびと
ら
もくだいしよ
引下して 罪の次第を弁明しむ。此時問注所の目代は、名張
蔀
といふ者なり。是よりさき、韓木根隼太
ひきくだ
つみ
し
だい
た
ゞ
さ
このときもんぢうしよ
もくだい
な
ばりしとみ
もの
これ
から
こ
ね
はや
た
といふ人、勝れ 義気篤き目代なりしが、
好
て幻
術
を
行
ひければ、公務
（つとめむき）
を
懶
く思
すぐ
ぎ
き
あつ
もくだい
このみ
げんじゆつ
おこな
こう
む
ものう
ひ、 ねがは は一所不住の身となり、随
意に
術
を
施
して世を
玩
んことを思ひ、幸
ひに
蔀
が篤実
いつしよ
ふ
ぢう
み
こゝろまゝ
じゆつ
ほどこ
よ
もてあそば
さいは
しとみ
とくじつ
なるを監定て目代の
職
を継しめ、竟に致仕して後、吾家をも
顧
ず、いづくともなく出去りぬ。扨
み
た
て
もくだい
しよく
つが
つひ
ち
し
のち
わがいへ
かへりみ
いで
さ
（
ウ・
オ）
12
13
12ウ・
13オ）
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四二
て馳
はせ
入い
る所に、警
けい
固ご
の大
おほ
勢ぜい
一いち
斉どき
に起
おこ
り立
たち
、太
たい
鼓こ
を打
う
ち喊
とき
を作
つく
りて迎
むかへ
戦たゝか
ふ。
兼かね
て
号あひづ
令
を
定さだ
めたる
隣りん
家か
の人〳〵、
太たい
鼓こ
の
（
15オ）
音おと
を
聞き
く
よりも、
得え
物もの
〳〵を
引ひつ
提さげ
て、
此この
家や
の
四し
面めん
を
取とり
囲かこ
み、一
チ人も
洩もら
さじ
といどみ合
あ
ふ。盗
ぬす
賊びと
等ばら
、敵
てき
の多
た
勢ぜい
なるを見て慌
あはて
騒さわ
ぎ、路
みち
を奪
うばひ
て走
はし
ら
んとするに、加
か
勢せい
の人に支
さゝえ
られ、力
ちから
を尽
つく
して戦
たゝか
へども、多
た
勢ぜい
に無
ぶ
勢ぜい
敵てき
し難
がた
く、竟
つひ
に悉
こと〴〵
く拿
とらへ
られ、鼠平も又縲
なはめ
緤の中
うち
にあり。天
よあけ
明にいた
りて問
もん
注ぢう
所しよ
に訴
うつた
へければ、捕
とらへ
置おき
たる盗
ぬす
賊びと
等ら
を目
もく
代だい
所しよ
に引
ひき
下くだ
して、罪
つみ
の次
し
第だい
を弁
たゞ さ
明しむ。此
この
時とき
問もん
注ぢう
所しよ
の目
もく
代だい
は、名
な
張ばり
蔀しとみ
といふ者
もの
なり。是
これ
よりさき、韓
から
木こ
根ね
隼はや
太た
といふ人、勝
すぐ
れて義
ぎ
気き
篤あつ
き目
もく
代だい
なりしが、好
このみ
て幻
げん
術じゆつ
を行
おこな
ひければ、公
こう
務む
（つとめむき）を懶
ものう
く思ひ、ねがはくは
一いつ
所しよ
不ふ
住ぢう
の身
み
となり、随
こゝろ
意まゝ
に術
じゆつ
を施
ほどこ
して世
よ
を玩
もてあそば
んことを思ひ、幸
さいは
ひ
に蔀
しとみ
が篤
とく
実じつ
なるを監
みたて
定て目
もく
代だい
の職
しよく
を継
つが
しめ、竟
つひ
に致
ち
仕し
して後
のち
、吾
わが
家いへ
をも顧
かへりみ
ず、 いづくともなく出
いで
去さ
りぬ。扨此蔀
しとみ
は、
生しやう
得とく
忠ちう
義ぎ
の心深
ふか
く、
世よ
を
救すく
ひ、
民たみ
を
安やすん
ずるの
（
15ウ）
才さい
あり。今
目もく
代だい
の
職しよく
にありて、
上かみ
を
敬うやま
ひ
下しも
を
憐あはれ
み、
平つね
常〴 〵
心を
尽つく
して、
冤むじつの
獄つみ
なからんことをねがへり。
此この
日ひ
十余人の盗
たう
賊ぞく
を広
ひろ
庭には
に引
ひき
出いだ
さしめ、密
ひそか
に目
め
を挙
あげ
て伺
うかゞひ
見るに、其
その
状かたち
貌
悉こと〴〵
く
猙おそろ
獰しげ
なる中に、鼠平一
チ人が
風とり
采なし
閑みやびやか
麗
にして、
賊ぬすみ
をなすべ
き
人じん
物ぶつ
にあらず。
蔀しとみ
一ひと
たび見てまづ
憐あはれ
むの心あり。すなはち一
チ人
毎ごと
に前
まへ
に進
すゝ
ましめて、細
こまか
密に罪
ざい
状じやう
を尋
たづね
問と
ふ。やがて鼠平が番
ばん
に至
いた
り
てやう〳〵に這
はひ
出いで
、涙
なみだ
を流
なが
して告
まをし
けるは、 「小
それがし
人幼
いとけな
きより書
しよ
（ほん）
を読
よ
み、儒
じゆ
を業
わざ
とし、素
もと
より盗
たう
賊ぞく
の類
たぐひ
にあらず。家
いへ
貧まづ
しうして詮
せん
方かた
なく些
すこし
の財
ざい
を借
から
んが為
ため
に、昨
きのふ
日友
ともだち
人の許
もと
に行
ゆけ
るが、途
と
中ちう
雨あめ
に逢
あひ
て金
こん
華げ
寺じ
に到
いた
り、鶏
とり
を画
ゑが
きてより彼
かれ
等ら
に威
をど
し偪
せま
られ、昨
さく
夜や
やむことを得
え
ず、はじめて
盗ぬすびと
夥なかま
に入し
次し
第だい
」 〔と〕
仔こまか
細
に
訴うつた
へ
嘆なげ
きければ、
蔀しとみ
素もと
より鼠平が
貌かたち
を見てはなはだ
惜をし
み、又
彼かれ
が
詞ことば
の
（
16オ）
哀あは
れに
切せつ
な
るを
聴きゝ
て、人しれず
釈ゆる
し
還かへ
さんと思へども、
同どう
罪ざい
一ひと
夥むれ
の
中うち
にて一
チ
人を
助たす
けがたく、
仮かり
に
喝しかり
て
退しりぞ
かしめ、
衆しゆう
賊ぞく
とおなじく
獄ごく
中ちう
（ひと
や）に
捕とらへ
置おき
ぬ。其夜
下した
司づかさ
の
虎こ
平へい
六ろく
といふ者を
密ひそか
に
招まね
か
しむ。此
虎こ
平へい
六ろく
、先年
冤むじつ
の
罪つみ
に
罹かゝ
りて
死し
刑けい
にも及ぶべ
かりしを、
蔀しとみ
が
仁じん
心しん
に
助たすけ
ら
れし ば、
深ふか
く其
その
恩おん
を感
かん
じ、
常つね
に
蔀しとみ
が
為ため
に
力ちから
を
尽つく
さんこ
とを思ふをり ら
夜や
中ちう
急にはか
の
招まね
きにあひ、何事やら
んと
馳はせ
来りしを、まづ
一ひと
間ま
に
呼よび
入い
れ、 「さて
汝なんぢ
を
招まね
き
しこと
別べつ
義ぎ
にあらず。今
ン
	
日
罪つみ
を
糾たゞ
問
せし
盗ぬすびと
賊
の
中うち
に
鼠平といふ者あり。
我われ
此
者を見るに、
相すがた
貌
軒けだかく
昻
して
言ことば
語清
あざやか
爽なり。これいまだ時を得
え
ざる豪
がう
傑けつ
と見ゆれば、彼
かれ
を許
ゆる
さん
と思へども、衆
しゆう
賊ぞく
の眼
まなこ
を覆
おほひ
がたし。故
ゆゑ
に汝
なんぢ
が手
しゆ
段だん
を頼
たの
み、透
すき
を見て
彼かれ
を逃
のが
さんことを思ふ。此三両の金
かね
子を、彼
かれ
が路
ろ
用よう
に与
あた
へて、遠
えん
国ごく
に
隠かく
れしめよ。
近きん
辺ぺん
に
（
17ウ）
あらば
再ふたゝ
び
拿とらへ
らるべし。扨
彼かれ
を
逃のが
し
て後
のち
、朋ほう
輩ばい
に咎
とがめ
られなば、
汝なんぢ
が身
み
に禍
わざは
ひ来
きた
らん。
夫それ
にこそ方
てだて
便はあれ。
まづ彼
かれ
を放
はな
ちて後
のち
、妻
さい
子し
を伴
ともな
ひ吾
わ
が第
やしき
中うち
に隠
かく
れ住
す
むべし。汝は吾
わ
が
左さ
右ゆう
にありて
親てまはり
近
の
勤きん
仕し
をなさば、今の
食しよく
禄ろく
に
増まさ
るべし」と、一
チ
〳〵仔
こまか
細に諭
さと
しければ、
虎こ
平へい
六ろく
大
キに喜
よろこ
び、
快こゝろよ
く諾
うけが
ひて直
たゞち
に獄
ごく
中ちう
（ひ
とや）に走り
往ゆ
き、
守しゆ
護ご
人にん
に
打うち
向むか
ひて、 「
新あらた
に
来きた
れる
罪つみんど
人
を
一いつ
所しよ
の
獄ごく
に下
くだ
し置
おか
ば、おそらくは大
だい
事じ
を起
おこ
さん。早
はや
く諸
しよ
処〳 〵
に配
はい
分ぶん
して同
おな
じ
所に置
お
くことなかれ」と分
いひつく
付れば、守
しゆ
護ご
人にん
此言
ことば
にしたがひ、衆賊を
引て四
し
方はう
に分
わか
ち居
を
らしむ。此隙
ひま
を窺
うかゞ
ひて、虎
こ
平へい
六ろく
は鼠平を誘
いざな
ひ、片
かた
- 8 -
此
蔀
は、
生
得忠義の心深く、世を救ひ、民を
安
ずるの
（
ウ）
才あり。今目代の
職
にありて、上
しとみ
しやうとくちう
ぎ
ふか
よ
すく
たみ
やすん
さい
もくだい
しよく
かみ
15
を
敬
ひ下を
憐
み、 平常心を尽して、冤
獄なからんことをねがへり。 此日十余人の盗賊を広庭に引出
うやま
しも
あはれ
つね〴〵
つく
むじつのつみ
この
ひ
たうぞく
ひろには
ひきいだ
さしめ、密
に目を挙て
伺
見るに、其状貌
悉
く
猙
獰なる中に、鼠平一
チ人が風采閑
麗にして、賊
ひそか
め
あげ
うかゞひ
そのか
た
ちこと〴〵
おそろしげ
とりなしみやびやか
ぬすみ
をなすべき人物にあらず。蔀
一たび見てまづ
憐
むの心あり。 なはち一
チ人毎に前に進ましめて、 細密
じんぶつ
しとみひと
あはれ
ごと
まへ
すゝ
こ
ま
か
に罪
状
を
尋
問ふ。やがて鼠平が番に至りてやう〳〵に這出、
涙
を流して
告
けるは、 「小人
幼
き
ざいじやう
たづね
と
ばん
いた
はひいで
なみだ
なが
まをし
それがしいとけな
より書
（ほん）
を読み、儒を業とし、素より盗賊の
類
にあらず。家貧しうして詮方なく
些
の財を借
しよ
よ
じゆ
わざ
もと
たうぞく
たぐひ
いへまづ
せんかた
すこし
ざい
から
んが為に、昨日友人の許に行るが、途中雨に逢て金華寺に到り、鶏を画きてより彼等に威し偪られ、
ため
き
の
ふともだち
もと
ゆけ
と
ちうあめ
あひ
こん
げ
じ
いた
とり
ゑが
かれ
ら
をど
せま
昨夜やむことを得ず、はじめて
盗
夥
に入し次第」 〔と〕
さく
や
え
ぬすびとなかま
し
だい
仔細に
訴
へ嘆きければ、
蔀
素より鼠平が
貌
を見てはな
こ
ま
か
うつた
なげ
しとみもと
かたち
はだ惜み、又彼が
詞
の
（
オ）
哀れに切なるを聴て、人し
をし
かれ
ことば
あは
せつ
きゝ
16
れず釈し還さんと思へども、同罪一夥 中 て一
チ人を助
ゆる
かへ
どうざいひとむれ
うち
たす
けがたく、仮に
喝
て
退
かしめ、
衆
賊とおなじく獄中
（ひ
かり
しかり
しりぞ
しゆうぞく
ごくちう
とや）
に
捕
置ぬ。其夜下
司
の虎平六といふ者を
密
に招か
とらへおき
したづかさ
こ
へいろく
ひそか
まね
しむ。此虎平六、先年
冤
の罪に罹りて死刑にも及ぶべか
こ
へいろく
むじつ
つみ
かゝ
し
けい
りしを、
蔀
が仁心に
助
られしかば、深く其恩を感じ、常
しとみ
じんしん
たすけ
ふか
そのおん
かん
つね
に
蔀
が為に
力
を尽さんことを思ふをりから、夜中
急
の招
しとみ
ため
ちから
つく
や
ちうにはか
まね
きにあひ 何事やらんと馳来り を、まづ一間 呼入れ
はせ
ひと
ま
よび
い
「さて
汝
を招きしこ 別義にあらず。今
ン日罪を糾問せし
なんぢ
まね
べつ
ぎ
つみ
た
ゞ
盗賊の中に鼠平といふ者あり。我此者を見る 、相貌軒昻ぬすびと
うち
われ
す
が
た
けだかく
して言語清爽なり。 これいまだ時を得ざる豪傑と見ゆれば、
こ
と
ばあざやか
え
がうけつ
彼を許さんと思へども、
衆
賊の
眼
を
覆
がたし。故に
汝
かれ
ゆる
しゆうぞく
まなこ
おほひ
ゆゑ
なんぢ
が手段 頼み、透を見て彼を逃さんことを思ふ。此三両の金子を、彼が路用に与へて、
しゆだん
たの
すき
かれ
のが
か
ね
かれ
ろ
よう
あた
遠国に隠れしめよ。近辺
（
ウ）
あらば
再
び
拿
らるべし。扨彼を逃して後、朋輩に
咎
られなば、汝
えんごく
かく
きんぺん
ふたゝ
とらへ
かれ
のが
のち
ほうばい
とがめ
なんぢ
17
が身に
禍
ひ来らん。夫にこそ方便はあれ。まづ彼を放ちて後、妻子を
伴
ひ吾が
第
中に隠れ住むべ
み
わざは
きた
それ
て
だ
て
かれ
はな
のち
さい
し
ともな
わ
やしきうち
かく
す
し。汝は吾が左右にありて親 の勤仕をなさば 今の
食
禄に増るべし」と、一
チ〳〵仔細に諭しけれ
わ
さ
ゆう
てまはり
きん
し
しよくろく
まさ
こ
ま
か
さと
ば、虎平六大
キに
喜
び、
快
く
諾
ひて
直
に獄中
（ひとや）
に走り往き、守護人に打向ひて、 「
新
に来
こ
へいろく
よろこ
こゝろよ
うけが
たゞち
ごくちう
ゆ
しゆ
ご
にん
うちむか
あらた
きた
れる罪人を一所の 下し置ば、おそらくは大事を起
さん。早く諸処に配分して同じ所に置くことな
つみんど
いつしよ
ごく
くだ
おか
だい
じ
おこ
はや
しよ〳〵
はいぶん
おな
お
かれ」と分付れば、守護人此
言
にしたがひ、衆賊を引て四方に分ち居らしむ。此隙を
窺
ひて、虎平六
いひつく
しゆ
ご
にん
ことば
し
はう
わか
を
ひま
うかゞ
こ
へいろく
は鼠平を
誘
ひ、片陰に連来りて、目代
蔀
が
情
のほどを細〴〵 語りきかせ、金子を出して与へけ
いざな
かたかげ
つれきた
もくだいしとみ
なさけ
こま
かた
きん
す
あた
れば、
辱
さ身に余り、 「小人今生にて此恩を報ひ得ざらば、来世は犬馬
（
オ）
となりて、万
かたじけな
み
あま
それがし
こ
の
よ
おん
むく
え
らい
せ
けん
ば
まん
18
が一をも報ふべし。 是すなはち
譬
のごとく、 地獄に在て活
仏
の相公に見え奉り、 紫麻黄金 路用を
授
いち
むく
これ
たとへ
ぢ
ごく
あり
いきぼとけ
とのさま
まみ
し
ま
わうごん
ろ
よう
さづか
るのみならず、苦患を救ひ給はる鴻恩、骨に鐫り胆に銘じて忘れ難し」と感泪を
催
しければ、虎平
く
げん
すく
たま
こうおん
ほね
ゑ
きも
めい
わす
がた
かんるい
もよほ
六打笑ひ、 「吾が相公は仁心ありて、今
汝
を救ひ給へど、報
を待の賤しき
志
にあらず。汝此後
行
うちわら
わ
と
の
じんしん
なんぢ
すく
むくい
まつ
いや
こゝろざし
おこな
ひを
更
めて、
回
生
（いきかへる）
の徳に負く事なかれ」と、仔細に
教
諭
て後、吾が衣服を脱て鼠
あらた
くわいせい
とく
そむ
こ
ま
か
をしへさとし
のち
わ
い
ふく
ぬぎ
平に着せ、 後門に人なきを
窺
ひ、密
に垣を越て走らしむ。 鼠平思ひよらず
命
を
助
り、 北国の方に逃下
き
うらもん
うかゞ
ひそか
かき
こえ
はし
いのち
たすか
ほくこく
かた
にげくだ
るに、適
昔
の友人、越前の榛原に
仕
居たるに遇ひ、此度の難を語り嘆くに、彼人これを
憐
み、聊
たま〳〵むかし
ともだち
えちぜん
はいばら
つかへ
ゐ
あ
なん
かた
なげ
かの
あはれ
いさゝか
の役を与へて
藩
中にとゞめしかば、 鼠平やう〳〵心を
安
じ、密
に人を
都
に遣はして、 妻小谷を呼迎
やく
あた
やしきうち
やすん
ひそか
みやこ
つか
つま
こ
たに
よびむか
へ、しばらく安佚に二光を送りぬ。扨又虎
（
ウ）
平六は其夜
俄
に家財をとりかたづけ、
密
に妻子
やすらか
つ
き
ひ
おく
こ
へいろく
にはか
か
ざい
ひそか
さい
し
18
を
携
へて、蔀
が衙内に隠れ居けり。扨も守護人等は翌朝にいたり、囚人に
食
事を喫しめんとして、
たづさ
しとみ
や
し
き
かく
ゐ
しゆ
ご
にん
ら
よくてう
つみんど
しよく
じ
くは
獄舎
（ひとや）
の
鎖
を開くに、鼠平が在ざるを見 大
キに
怪
み、獄舎の隅〴〵点検
（ぎんみ）
すれど
ごくしや
とざし
ひら
あら
あやし
ごくしや
くま
てんけん
（
ウ・
オ）
16
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四三
陰かげ
に連
つれ
来きた
りて、目
もく
代だい
蔀しとみ
が情
なさけ
のほどを細
こま
〴〵と語
かた
りきかせ、金
きん
子す
を出
して
与あた
へければ、鼠平
辱かたじけな
さ
身み
に
余あま
り、 「
小それがし
人
今このよ
生
にて此
恩おん
を
報むく
ひ
得え
ざらば、
来らい
世せ
は
犬けん
馬ば
（
18オ）
となりて、
万まん
が
一いち
をも
報むく
ふべし。
是これ
す
なはち譬
たとへ
のごとく、地
ぢ
獄ごく
に在
あり
て活
いき
仏ぼとけ
の相
とのさま
公に見
まみ
え奉り、紫
し
麻ま
黄わう
金ごん
の
路ろ
用よう
を授
さづか
るのみな ず 苦
く
患げん
を救
すく
ひ給
たま
はる鴻
こう
恩おん
、骨
ほね
に鐫
ゑ
り胆
きも
に銘
めい
じ
て
忘わす
れ
難がた
し」と
感かん
泪るい
を
催もよほ
しければ、虎平六
打うち
笑わら
ひ、 「
吾わ
が
相との
公
は
仁じん
心しん
ありて、今汝
なんぢ
を救
すく
ひ給へど、報
むくい
を待
まつ
の賤
いや
しき志
こゝろざし
にあらず。汝此後
行おこな
ひを更
あらた
めて、回
くわい
生せい
（いきか る）の徳
とく
に負
そむ
く事なかれ」と、仔
こまか
細
に教
をしへ
諭さとし
て後
のち
、吾
わ
が衣
い
服ふく
を脱
ぬぎ
て鼠平に着
き
せ、後
うら
門もん
に人なきを窺
うかゞ
ひ、密
ひそか
に垣
かき
を越
こえ
て走
はし
らしむ。鼠平思ひよらず命
いのち
を助
たすか
り、北
ほく
国こく
の方
かた
に逃
にげ
下くだ
る
に、適
たま〳〵
昔むかし
の友
ともだち
人、越
えち
前ぜん
の榛
はい
原ばら
に仕
つかへ
居ゐ
たるに遇
あ
ひ、此度の難
なん
を語
かた
り嘆
なげ
くに、彼
かの
人これを憐
あはれ
み、聊
いさゝか
の役
やく
を与
あた
へて藩
やしき
中うち
にとゞめしかば、鼠平
やう〳〵心を安
やすん
じ、密
ひそか
に人を都
みやこ
に遣
つか
はして、妻
つま
小こ
谷たに
を呼
よび
迎むか
へ、しば
らく
安やすらか
佚
に
二つきひ
光
を
送おく
りぬ。扨又
虎こ
（
18ウ）
平へい
六ろく
は其夜
俄にはか
に
家か
財ざい
をと
りかたづけ、密
ひそか
に妻
さい
子し
を携
たづさ
へて、蔀
しとみ
が衙
やしき
内に隠
かく
れ居
ゐ
けり。扨も守
しゆ
護ご
人にん
等ら
は翌
よく
朝てう
にいたり、
囚つみんど
人に食
しよくじ
事を喫
くは
しめんとして、
獄ごく
舎しや
（ひとや）
	
の
鎖とざし
を
開ひら
くに、鼠平が
在あら
ざるを見て大
キに
怪あやし
み、
獄ごく
舎しや
の
隅くま
〴〵
点てんけん
	
（ぎんみ）すれども
影かげ
をだに見ず。
衆みな
人〳 〵
慌あはて
駭おどろき
て、早く
虎こ
平へい
六ろく
に
告つげ
ん
と、大
おほ
勢ぜい
門かど
口ぐち
にいたるに、門
もん
戸こ
いまだ開
ひらか
ざりしかば、頻
しきり
に打
うち
叩たゝ
けど
も、家
か
内ない
静しづま
りて声
こゑ
もせず。せん方
かた
なく戸
と
を破
やぶ
りて走
はしり
入い
るに、厨
かつて
下だうぐ
具
をとりちらしあるのみにて、すべて
一ひとつ
軒
の
空あき
舎や
となりぬ。こゝに
おいて、
囚つみんど
人
を
売うり
放はな
つ者は
虎こ
平へい
六ろく
なることを、
衆みな〳〵
人
はじめて
悟さと
り、
一いちど
斉に目
もく
代だい
所しよ
にいたりて其
その
由よし
を訴
うつた
ふ。蔀
しとみ
偽いつは
りて大きに驚
おどろ
き、即
そく
時じ
に
捕とりて
卒
を
頒わかち
遣や
りて虎平六を
探さが
さしめ、又
上じやう
書しよ
して其
罪つみ
を
乞こ
ふ。
問もん
注ぢう
所しよ
の庁
ちやう
に於
おい
て蔀
しとみ
が罪
つみ
を正
たゞ
し、官
くわん
（やくめ）を罷
やめ
（はなし）て民
たみ
（ら
うにん） なし、
（
19オ）
四し
方はう
に
人ひと
を
遣つか
はして、鼠平
虎こ
平六両人が
行ゆくへ
方を厳
きび
しく尋
たづね
けり。扨此名
な
張ばり
蔀しとみ
は、
家か
道だう
（しんだい）貧
まづ
しき上
うへ
に、
目もく
代だい
の
職しよく
に
在あり
ても
決けつ
して
賄まひなひ
賂
を
受うけ
ざるゆゑ、
些すこし
の
蓄たくはへ
さへあらねば、
即その
日ひ
家か
財ざい
を収
とりをさ
拾め 、虎
こ
平へい
六ろく
をば女
をんな
の形
かたち
容に打
いでたゝ
扮せ、一
ひと
群むれ
の女
ぢよ
中ちう
に
交まじ
へて伴
ともなひ
連つ
れ、浪
らう
〳〵として古
こ
郷きやう
に帰り、みづから耕
たがや
す事二
ふた
年とせ
あま
り、
益ます〳〵
貧ひん
困こん
に逼
せま
る所に、
適たま〳〵
友とも
とせし何
なに
某がし
、
越えつ
中ちう
の国
こく
司し
に招
まね
かれしが、
今は老
らう
分ぶん
の職
しよく
に在
あ
る由
よし
を聞
きゝ
て、彼
かれ
を尋
たづね
訪と
はんと思ひ、虎
こ
平六並
ならび
に東
とう
五ご
西さい
六ろく
といふ二人の奴
しもべ
僕を携
たづさ
へ、行
ゆき
〳〵て越
えち
前ぜん
の榛
はい
原ばら
に到
いた
りける。
梅ばい
精せい
奇き
談だん
魁さきがけ
草さう
紙し
巻之壹
いち
畢をはる
（
19ウ）
梅ばい
精せい
奇き
談だん
魁さきがけ
草ざう
紙し
巻之二
　
〇奸
かん
女ぢよ
が舌
ぜつ
頭とう
に鼠
そ
平へい
義ぎ
に負
そむ
く話
こと
斯かく
在あり
し
時とき
、
歩ほ
卒そつ
杖つへ
を
把とつ
て
進すゝ
み
来きた
り、 「
官くはん
司し
きたり給ふ。
各をの〳〵
馬うま
を
下くだ
り
て路
みち
の傍
かたはら
に倚
よる
べし」と呼
よ
ぶ。蔀
しとみ
これを聴
きゝ
て片
かた
陰かげ
に避
かたよ
躱るに、虎
こ
平六
はるかに
彼かの
官くはん
司し
を
驚をどろ
きて
云いふ
、 「
怪あや
しいかな、
先せん
年ねん
放はな
ち
遣や
りし
盗とう
賊ぞく
の
鼠そ
平へい
に
似に
たり」 。
蔀しとみ
これを
聴きゝ
て
自みづか
ら
窺うかゞ
ひ
見み
るに、
果はた
して
鼠そ
平へい
なりけ
れば、大
キ
に
駭をどろ
き又心に
思をも
ふやう、 「
我われ
前さきごろ
日、この人は
未いま
だ
時とき
に
遇あは
ざる英
えい
雄ゆう
ならんと思
をも
ひしに、果
はた
して今
いま
斯かく
のごとし。いかなることに
て斯
かく
斗ばか
り俄
にはか
に登
しゆつせ
運の身
み
となりけん。
彼かれ
にしたしく問
とは
んとは思
をも
へども、
此この
方はう
より詞
ことば
を交
まじ
へては、
前ぜん
日じつ
の報
むく
ひを求
もとむ
るに似
に
て、 心に恥
はじ
る所
ところ
あり」
と、
只たゞ
首かうべ
をたれて
黙もく
し
居ゐ
たり。
彼かの
官つかさ
司びと
やう〳〵
近ちか
くなり、
蔀しとみ
を
見み
とめて大
キに驚
をどろ
き、
馬うま
より飛
とび
下を
りて礼
れい
を施
ほどこ
し、 「恩
をん
人じん
それがしを見
み
て、
なんぞ避
さけ
躱のが
れ給
たま
ふや。
（１オ）
小それがし
人先
せん
年ねん
、回くはいせい
生の
恩をん
を請
うけ
て此
この
地ち
に走
はし
り、
今いま
のごとく発
はつ
達たつ
せしも、全
まつた
く君
きみ
の恩
をん
徳とく
に依
よれ
り。先
まづ
我わが
家や
に宿
しゆく
して長
てう
途ど
の疲
つかれ
労を憩
やす
め給へ」と、手
て
を取
とつ
て馬
うま
にのせ、両
りやう
人にん
くつわを並
なら
べて往
ゆく
ほどに、一
いつ
所しよ
の別
しも
荘やしき
に到
いた
り、蔀
しとみ
を書
しよ
院いん
の内
うち
におらしめ、猥
みだり
に人の入
いる
ことを
許ゆる
さず、
只たゞ
扈こ
従しやう
一人をとゞめて
給きう
仕じ
せしめ、虎平六ならび
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に東
とう
五ご
西さい
六ろく
の三人は、別
ほかの
室へや
に置
をい
て饗
もてな
さしめ、又腹
ふく
心しん
の家
けらい
隷、北
ほく
二じ
南なん
三ざふ
両人を衙
やしき
中より呼
よび
よせて、万
ばん
事じ
を管
とり
待まかな
　
は）た1
（
しむ。鼠平いかなれば
斯かく
のごとく人の出入を
禁きん
ずるといふに、
彼かれ
平へい
日じつ
、
大だい
諸しよ
侯こう
				 某
） なにがした1
（
の
親しん
戚せき
と偽
いつは
りて此高
かう
禄ろく
を得
え
しかば、 今日蔀
しとみ
との問
もん
答どう
を人〴〵に聞
きか
れなば、
忽たちま
ち偽
ばけのかは
謀あらはれ、此後
のち
嘲あざ
けられんことを懼
をそ
れてなり。鼠平蔀を引
て上
じやう
坐ざ
に進
すゝ
め、虎
こ
平六を其
その
次つぎ
に居
を
らしめ、遥
はるか
に坐
ざ
を下
くだ
りて頭
かうべ
を地
ち
に
つけ、 「
寔まこと
に
再さい
生せい
（いのち）の父母（をや）にめぐりあひ、
活いき
仏ぼとけ
の
来らい
迎がう
を一
いち
斉どき
に拝
はい
するがごとく、歓
うれしさ
喜形
かたどり
容すべからず」と、再
さい
三さん
前ぜん
日じつ
の
恩をん
を
謝しや
し
畢をは
り、
扨さて
虎こ
平六に
向むか
ひて、 「
你をんみ
にひとつの
頼たのみ
あり。
我われ
今
かく ごとき身
み
となりし故
ゆへ
、昔
せき
年ねん
のことを深
ふか
くつゝめり。我
わが
家けらい
僕等
ども
の
（１ウ）
聴きく
ところにては、
先せん
年ねん
の
始し
末まつ
を
語かた
り給ふな」といへば、
虎平六
点うなづき
頭
て、 「これはの給ふまでもなく、
我われ
も
他た
聞ぶん
を
憚はゞか
れば、
彼かの
一いち
大だい
事じ
は
決けつ
して
言い
わじ」と、三人かはる〴〵
往すぎし
事こと
を
語かた
りて、
互たが
ひ
に感
かん
慨がい
す。 鼠平問
とふ
ていふ、 「恩
をん
人じん
何なん
の任
にん
に陞
のぼ
りてか、
此この
辺ほとり
を過
すぎ
給ふや」 。
蔀しとみ
こたへていふ、 「
吾われ
足そこ
下
をのがしたる
咎とが
によ
職しよく
を
罷やめ
られ、し
ばらく故
こ
郷けう
に耕
たがや
すところ、此
この
頃ごろ
一人の友
ともだち
人、越
えつ
中ちう
の国
こく
司し
に仕
つか
へをり
しを
尋たづね
んがため、
此この
辺ほとり
を
過よぎ
りて、はからず
足そこ
下
に
遇あひ
ぬ」 。鼠平
驚をどろ
き
ていふ、 「
恩をん
人じん
元もとより
来、
不それがし
肖
が
故ゆへ
をもつて
官くはん
を
罷やめ
られ、
不それがし
肖
かへつて
禄ろく
を竊
ぬす
みてこゝにあり。深
ふか
く愧
はづ
るに堪
たへ
たり」 。蔀
しとみ
いふ、 「義
ぎ
の為
ため
には
命いのち
をもおしまず。区
く
々 （らちのあかぬ） たる卑
ひ
職しよく
（いやしきやくぎ） 、
なんぞいふに足
た
らん。只
たゞ
足そこ
下の身
みの
上うへ
、わかれし後
のち
いかにしてか此
この
高かう
官くはん
を
得え
たる」 。鼠平いふ、 「
不それがし
肖
獄ごく
屋や
を
遁のが
れてより、
不はからず
慮
も
友ともだち
人
の
選とりたて
挙
に
因より
て
此この
国くに
につかへ、
甚はなは
だ
国こく
司し
のもてなしをうけ、
半はん
年ねん
の
後のち
、
昇のぼり
てこの
（２オ）
所の郡
ぐん
領りやう
となりぬ」 。蔀
しとみ
此話
はなし
を聴
きゝ
て、
原もと
より忠
ちう
良りやう
（ま
ことある）の人 れば、鼠平があまりに急
にはか
に出
しゆつ
身しん
したるを見て、後
のち
には奢
おごり
傲ほこつ
て不
ふ
良りやう
（よからぬ）の心を引出さんことを恐
おそ
れ、規
をしへ
訓さと
して
云、 「人の
官くわん
に
居を
る、
上かみ
は
朝てう
廷てい
に
負そむ
かず、
下しも
は
百ひやく
姓せい
を
害やぶ
らず、
小せう
利り
のために惑
まどは
されて汝
なんぢ
の節
せつ
を改
あらた
むることなかれ。たとへ一
いち
時じ
の僥
しあはせ
倖を
得う
るとも、笑
わらひ
を後
のちのよ
代に貽
のこ
すべからず」 。鼠平拝
はい
謝しや
して、 「恩
おん
人じん
金きん
玉ぎよく
の
教をしへ
、
不それがし
肖
一いつ
生しやう
忘わす
るべからず」と、又
席せき
をあらためて酒をすゝめ、
山さん
海かい
の珍
ちん
味み
を備
そな
へて丁
てい
寧ねい
にもてなし、
半はん
夜や
にいたりて漸
やうや
く盃
さかづき
を収
をさ
め、
みづから裀
よぎ
褥を敷
しき
設まう
け、溺
しゆびん
器を携
たづさ
へ、聊
いさゝか
親しん
切せつ
の意
こゝろ
を表
あらは
す。蔀かくの
ごとく鼠平が
懇ねんごろ
なるを見て、
信しん
義ぎ
（まこと）ある人なりと
感かん
嘆たん
し、
両人心を傾
かたぶ
けて、心
しん
事じ
（こゝろの内のこと）を残
のこ
さず語
かたり
合あ
ひ、たが
ひに相
あひ
愛あい
する事数
す
日じつ
の後
のち
、 蔀暇
いとま
を告
つげ
て越
えつ
中ちう
に赴
おもむか
んとす。 鼠平再三とゞ
めて、
別わかれ
去さ
る
（２ウ）
ことを
許ゆる
さず。蔀いふ、 「
足そこ
下
の
懇こん
切せつ
（ねん
ごろ）を
請うけ
て、我も又
別わかれ
去さ
るに
忍しの
びず。しかれども、
足そこ
下
も
一この
懸ところ
の主
あるじ
なるに、
吾わが
こゝに在
あ
るゆゑに政
まつり
務ごと
を廃
すつ
る事数
す
日じつ
。吾
わが
心穏
おだやか
ならず。
明日決
けつ
して別
わかれ
去さ
るべし」 。鼠平彼
かれ
がとゞまらざることを察
さつ
し、 「しか
らば 一
いつ
樽そん
（ひとたる）を備
そな
へて、餞
せん
別べつ
（はなむけ）の宴
えん
（さか
もり）をなし、明後
早さう
朝てう
発ほつ
足そく
し給はゞいかに」 。蔀「しかるべし」
と
同どう
じければ、鼠平
暫ざん
時じ
第やしき
宅
に
帰かへ
り、
礼れい
物もつ
を
備そな
へて
贈おく
らんと思ひ、
漸やうや
く
身み
を
起おこ
して
本ほん
宅たく
に帰りぬ。こゝに
彼かれ
が
妻つま
小谷は、
昔その
年むかし
落おちぶれ
魄
あ
りし時、万
ばん
事じ
吾わが
侭まゝ
に計
はから
ひしが癖
くせ
となりて、今も何事によらず、みづ
から思ふまゝに管
とり
待まかな
ひしが、此頃鼠平別
しも
庄やしき
にとゞまり、南
なん
三ざう
北ほく
二じ
両
人の家
けらい
僕を呼
よび
よせしより以
このかた
来、十日あまり本
もと
衙やしき
内に帰らず、何事を
かなすらんと怪
あやし
み居
ゐ
たりしに、此日鼠平が帰り来るを見て、例
れい
の唇
くちびる
を翻
ひるがへ
していふ、 「你
おんみ
何事の
（３オ）
ありて久
ひさ
しく第
やしき
に帰り給はざるや。
冬ふゆ
来く
れば夏
なつ
を忘
わす
れ、夏
なつ
来く
れば冬
ふゆ
を忘
わす
るゝに等
ひと
しく、昔
むかし
の貧
ひん
苦く
をはや
くも
忘わす
れて、
若もし
隠かくし
妻づま
などし給はゞ、
其その
侭まゝ
には
捨すて
置おか
じ」と
罵のゝし
る。鼠
平是
これ
等ら
の事は耳
みゝ
にもかけず、恩
おん
人じん
に遇
あひ
てより別
しも
荘やしき
にとゞめ置し委
い
細さい
を語
かた
り、明日餞
せんべつ
別
		 の）た1
（
贈おくり
物もの
を調
とゝの
へんが為
ため
に帰りし由
よし
を演
のぶ
れば、小谷
領うなづき
首
て、 「さ ば
一いち
両りやう
ばかりの
金きん
子す
を
贈おく
り給はんか」 。鼠平
笑わらひ
て、
「
吾わが
性せい
命めい
（いのち）を
救すく
ふの
恩おん
人じん
に
然さ
ばかりの
物もの
を
贈おく
られんや」 。小
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谷云、 「しからば又壹両を増まし
与あた
へて早く
出いだ
し
帰かへ
らしめ
よ」 。鼠平いふ、 「
汝なんぢ
なんぞ
斯かく
のごとく
吝しは
きことを ふ
や」 。小谷
素もと
より
鄙ひ
吝りん
（し
はんぼう）の
生うま
れなれば、
心中大きに
喜よろこ
ばず、又
仮わざ
意
といふ、 「しからば十両にてはいかに」 。鼠平いふ、 「十両ばかりの
黄こ
金がね
は、
只たゞ
虎こ
平
六に
贈おく
るべし」 。小谷これ
を
聴きゝ
て大きに
呆あき
れ、 「さら
ば五十両をおくるべきか」と思ひ切て
尋たづ
ぬるに、
（４ウ）
鼠平「いまだ
少すくな
し」と
答こたふ
る
ゆゑ、此上は
千せん
仞じん
		 の）た1
（
谷たに
底ぞこ
へ
身み
を
投なぐ
るの
想おもひ
をなし、 「しからば百両
を
贈おく
るべきか」といふに、鼠平やう〳〵
頷うなづ
く。小谷いふ、 「此頃
僅はづか
に官
くわん
を得
え
て、なんぞ此大金あらん。たとへ吾
わが
身み
までを売
う
るとも数
かず
に
満みつ
べからず」 。鼠平いふ、 「
庫くら
をひらきて取
出いだ
すべし」 。小谷おどろ
きて、 「
庫こ
中ちう
（くらのなか）はすべて
朝てう
廷てい
の
銭せん
糧りやう
にして、すなはち
国こく
司し
よりの預
あづかり
物もの
なり。 なんぞ私に用
もち
ふることをせん」 。 鼠平いふ、 「汝
が詞きはめて理
り
ありといへども、恩
おん
人じん
にはかに帰
かへ
るに、贈
おく
るべき物
なきをいかゞせん」 。 小谷、
夫をつと
が家
か
財ざい
をつくして贈
おく
らんとするを聴
きゝ
て、
心こゝろ
もだえ、
我わが
身み
の肉
にく
を割
さか
るゝがごとく、 しばらく思
し
案あん
して在
あり
けるが、
忽たちま
ち不
よからぬ
良こゝろを起
おこ
していふ、 「你
おんみ
なんぞ決
けつ
断だん
（とりきはめ）なき。
吾われ
にひとつの
捷ちかみち
径
の
計てだて
あり。
所しよ
詮せん
彼かれ
が
大だい
恩おん
を
報むく
ふべき
術てだて
なければ、
今こ
宵よひ
すみやかに彼
かれ
等ら
を殺
ころし
尽つく
さば、乾
けん
浄じやう
（さつぱり）としてよきにあ
らずや」 。鼠平
（５オ）
驚おどろ
きあきれていふ、 「
汝なんぢ
なんぞかやうのこと
をいふや。先年汝に木
も
綿めん
を求めしに、汝
なんぢ
惜をし
みて与
あたへ
ざりしより、他
た
人にん
に借
から
んとして事
こと
起おこ
り、
盗たう
賊ぞく
の夥
なかま
に墜
おちい
り、 すでに命
いのち
を失
うしな
ふべかりしを、
彼かの
名な
張ばり
氏うぢ
、自
じ
分ぶん
の官
くわん
職しよく
を廃
すて
て救
すくひ
出だ
されたればこそ、今日夫
ふうふ
婦一
いつ
所しよ
に
あることを得
う
れ。然
しか
るを又我
われ
にすゝめて、恩
おん
ある人を傷
そこなは
しめんとす
るは何の道
だう
理り
ぞや」 。小谷笑
わらひ
ていふ、 「
你おんみ
平つね
常〴 〵
一いち
事じ
ある毎
ごと
に、吾
わ
が木
も
綿めん
を与
あたへ
ざることをいひ出
いだ
して吾
われ
を恨
うら
み給へど、吾
わが
身み
十七歳
さい
より你
おんみ
に
従したが
ひて、我
わが
所しよ
持ぢ
の衣
い
服ふく
道だう
具ぐ
、悉
こと〴〵
く你
おんみ
にあたへて用
よう
に充
あて
たり。なんぞ
二に
反たん
の木
も
綿めん
のみを惜
をし
まん。其時吾
われ
木綿をあたへずして少
すこ
しく辱
はづか
しめ
たるは、
你おんみ
を激
はげま
して業
わざ
を勉
つとめ
しめんと思ひし故
ゆゑ
なり。然
しか
るになんぞや、
自みづか
ら事
こと
を引
ひき
出いだ
し、却
かへつ
て吾
われ
をうらむは甚
はなは
だ道
だう
理り
にあたらず。且
かつ
彼かの
名な
張ばり
氏うぢ
、
其その
時とき
你おんみ
を
助たす
けたるは、
豈あに
真まこと
の
（５ウ）
義ぎ
気き
ならんや。
彼かれ
相ちかづき
識
に
もあらぬ人の為
ため
に、 なんぞ自
じ
分ぶん
の官
くわん
職しよく
を捨
すて
て、
重おも
き囚
つみんど
人を救
すく
はんや。
彼かれ
おもふに、你
おんみ
は賊
ぞく
中ちう
（ぬすびと）の首
しゆ
領りやう
（かしら）なれば、助
たす
け
帰さば後
ご
日にち
おもき謝
しや
礼れい
あらんと思ひて、赦
ゆる
し返
かへ
せるもの也。さなく
ば大勢の
中うち
にて、なんぞ一
チ人を
赦ゆる
さんや。今
夫ふうふ
婦
此所にあるを
聞きゝ
て、それとなく来
き
て謝
しや
礼れい
を求
もとむ
るものなるべし」 。鼠平頭
かしら
を揺
ふり
ていふ、
「
当そのかみ
時
吾われ
を
救すく
ひしは、
只たゞ
彼かの
人の
仁じん
心しん
なり。なんぞ
別べつ
の
意こゝろ
あらん。今
恩おん
人じん
、越
ゑつ
中ちう
に往
ゆか
んとして吾にとゞめられ 久
ひさ
しく滞
たい
留りう
せば吾
わ
が政
せい
務む
（まつりごと）を
妨さまたげ
んことをおそれ、
強しひ
て帰らんといふものなり。
わざ〳〵来りて我を訪
とぶら
ふにあらず」 。小谷いふ、 「彼
かれ
が越
ゑつ
中ちう
にゆくと
いふも、 又これ偽
いつはり
なるべし。彼
かの
虎こ
平へい
六ろく
を携
たづさ
へて来れる、
是これ
証しよう
拠こ
なり。
もし果
はた
して越
ゑつ
中ちう
にゆく者ならば、
隠かく
し置きし虎
こ
平六を携
たづさ
ふべからず。
又
数す
日じつ
此所にとゞまるべきよしなし」 。鼠平云、
（６オ）
「
彼かれ
が此地
にとゞまりしは、吾
わ
が再三懇
ねんごろ
にとゞめしゆゑなり」 。小谷いふ、 「夫
それ
こそ彼が心を用
もち
ふる所にして、你
おんみ
が彼
かれ
に対
たい
して実
じつ
情じやう
を尽
つく
すか尽
つくさ
ざる
かを
試こゝろ
みしものなれ」 。鼠平
素もと
より
主しゆう
意い
の
定さだ
まらぬ
性しやう
なれば、
妻つま
の
- 10 -
には
命
をもおしまず。区々
（らちのあかぬ）
たる卑
職
（いやしきやくぎ）
、なんぞいふに足らん。只足下
いのち
く
ひ
しよく
た
たゞ
そ
こ
の身上、わかれし後いかにしてか此高
官
を得たる」 。鼠平いふ、 「不肖獄屋を遁れてより、不慮も友人
みのうへ
のち
このかうくはん
え
それがしごく
や
のが
はからず
ともだち
の選挙に因て此国につかへ、
甚
だ国司 もてなしをうけ、半年の後、
昇
てこの
（２オ）
所の郡
領
と
とりたて
より
このくに
はなは
こく
し
はんねん
のち
のぼり
ぐんりやう
なりぬ」 。
蔀
此
話
を聴て、原より忠
良
（まことある）
の人なれば、鼠平があまりに
急
に
出
身した
しとみ
はなし
きゝ
もと
ちうりやう
にはか
しゆつしん
るを見て、後には
奢
傲
て不
良
（よからぬ）
の心を引出さんことを恐れ、規
訓して云、 「人の
官
に居
のち
おごりほこつ
ふ
りやう
おそ
をしへさと
くわん
を
る、上は朝廷に負かず 下は
百
姓を害らず、小利のために
惑
されて
汝
の節を
改
むることなかれ。
かみ
てうてい
そむ
しも
ひやくせい
やぶ
せう
り
まどは
なんぢ
せつ
あらた
たとへ一時の僥倖を得るとも、
笑
を後代に貽すべからず」 。鼠平拝謝して、 「恩人金
玉
の
教
、不肖
いち
じ
しあはせ
う
わらひ
のちのよ
のこ
はいしや
おんじんきんぎよく
をしへ
それがし
一
生
忘るべからず」と、又席をあらためて酒をすゝめ、山海の珍味を備へて丁寧にもてなし、半夜
いつしやうわす
せき
さんかい
ちん
み
そな
ていねい
はん
や
にいたりて
漸
く
盃
を収め、みづから裀褥を敷設け、溺器を
携
へ、
聊
親切の
意
を
表
す。蔀かく
やうや
さかづき
をさ
よ
ぎ
しきまう
しゆびん
たづさ
いさゝかしんせつ
こゝろ
あらは
のごとく鼠平が
懇
なるを見て、信義
（まこと）
ある人なりと感嘆し、両人心を
傾
けて、心事
（こゝ
ねんごろ
しん
ぎ
かんたん
かたぶ
しん
じ
ろの内のこと）
を残さず
語
合ひ、たがひに相愛する事数日の後、蔀
暇
を告て越中に
赴
んとす。鼠
のこ
かたり
あ
あひあい
す
じつ
のち
いとま
つげ
えつちう
おもむか
平再三とゞめて、別
去る
（２ウ）
ことを許さず。蔀いふ、 「足下の懇切
（ねんごろ）
を請て、我も又
別
去
わかれ
さ
ゆる
そ
こ
こんせつ
うけ
わかれ
さ
るに忍びず。 しかれども、 足下も一
懸
の
主
なるに、 吾こゝに在るゆゑに
政
務を廃る事数日。 吾心
穏
しの
そ
こ
このところ
あるじ
わが
あ
まつりごと
すつ
す
じつ
わが
おだやか
ならず。明日決して
別
去るべし」 。鼠平彼がとゞまらざることを察し、 「しからば明日一樽
（ひとたる）
けつ
わかれ
さ
かれ
さつ
いつそん
を備へて、餞別
（はなむけ）
の宴
（さかもり）
をなし、明後早朝発足し給はゞいかに」 。蔀「しかるべし」
そな
せんべつ
えん
さうてうほつそく
と同じければ 鼠平暫時第宅 帰り、礼物を備へて贈らんと思ひ
漸
く身を起して本宅に帰りぬ。
どう
ざん
じ
や
し
き
かへ
れいもつ
そな
おく
やうや
み
おこ
ほんたく
こゝに彼が妻小谷は、昔
年
落魄ありし時、万事吾侭に
計
ひしが癖となりて、今も何事によらず、み
かれ
つま
そのむかしおちぶれ
ばん
じ
わがまゝ
はから
くせ
づから思ふまゝに管
待
ひしが、 此頃鼠平別
庄
にとゞまり、 南三北二両人の家僕を呼よせしより以来、
とりまかな
しもやしき
なんざうほく
じ
け
ら
い
よび
このかた
十日あまり本衙内に帰 、何事をかなすらんと
怪
み居たりしに、此日鼠平が帰り来るを見て、例
もと
や
し
き
あやし
ゐ
れい
の
唇
を
翻
していふ、 「
你
何事の
（３オ）
ありて久しく
第
に帰
くちびる
ひるがへ
おんみ
ひさ
やしき
り給はざるや。冬来れば夏を忘れ 夏来れば冬を忘るゝに等し
ふゆ
く
なつ
わす
なつ
く
ふゆ
わす
ひと
く、
昔
の貧苦をはやくも忘れて、若
隠
妻などし給はゞ、其侭
むかし
ひん
く
わす
もしかくしづま
そのまゝ
には捨置じ」と
罵
る。鼠平是等の事は耳にもかけず、恩人に遇
すておか
のゝし
これ
ら
みゝ
おんじん
あひ
てより別
荘
にとゞめ置し委細を語り、明日餞別
の
贈
物を
調
しもやしき
い
さい
かた
せんべつ
おくりもの
とゝの
(15)
へんが為 帰りし由を演れば、小谷領首て、 「さらば一
両
ばか
ため
よし
のぶ
うなづき
いちりやう
りの金子を贈 給はんか 。鼠平
笑
て、 「吾性命
（いのち）
を救
きん
す
おく
わらひ
わがせいめい
すく
ふの恩人に然ばかりの物を贈られん 」 。小谷云 しからば又
おんじん
さ
もの
おく
壹両を増与へて早く出し帰らしめよ」 。鼠平いふ、 「
汝
なんぞ斯
ましあた
いだ
かへ
なんぢ
かく
のごとく吝きことをいふや」 。小谷素より鄙吝
（しはんぼう）
の生
しは
もと
ひ
りん
うま
れなれば、心中大きに
喜
ばず、又仮意といふ、 「しからば十両
よろこ
わ
ざ
にてはいかに」 。鼠平いふ、 「十両ばかりの黄金は、只虎平六 贈
こ
がね
たゞ
こ
おく
るべし」 。小谷これ 聴て大きに呆れ、 「さらば五 両をおくる
きゝ
あき
べきか」と思ひ切て尋ぬるに、
（４ウ）
鼠平「いまだ
少
し」と
答
たづ
すくな
こたふ
るゆゑ、此上は千仞
の谷底へ身を投るの
想
をなし、 「しからば百両を贈るべきか」と
せんじん
たにぞこ
み
なぐ
おもひ
おく
(16)
いふに、鼠平やう〳〵
頷
く。小谷いふ、 「此頃
僅
に
官
を得て、なんぞ此大金あらん。たとへ吾身ま
うなづ
はづか
くわん
え
わが
み
でを売るとも数に満べからず」 。鼠平いふ、 「庫をひらきて取出すべし おどろきて 「庫中
（く
う
かず
みつ
くら
いだ
こ
ちう
らのなか）
はすべて朝廷の銭
糧
にして、すなはち国司よりの
預
物なり。なんぞ私に用ふることをせ
てうてい
せんりやう
こく
し
あづかりもの
もち
ん」 。鼠平 、 「汝が詞きはめて理ありといへども、恩人にはかに帰るに、贈るべき物なき いか
り
おんじん
かへ
おく
ゞせ 小谷、夫
が家財をつくして贈らんとするを聴て、心
もだえ、我身の肉を割るゝがごとく、
をつと
か
ざい
おく
きゝ
こゝろ
わが
み
にく
さか
しばらく思案して在け が
忽
ち不良こゝろを起していふ、 「
你
なんぞ決断
（とりきはめ）
なき。吾
し
あん
あり
たちま
よからぬ
おこ
おんみ
けつだん
われ
（３ウ・４オ）（３ウ・４オ）
 
湘北紀要　第 38 号　2017
四六
為ため
に
説とか
れて、心中
漸やゝ
疑うたが
ひを
生しやう
じ、
沈ちん
吟ぎん
して
答こた
へず。小谷又いふ、
「
必ひつ
竟きやう
此
恩おん
は、いかにしても
報むく
ふことを
得う
べからず。其ゆゑは、
若もし
報むく
ふこと薄
うす
き時 彼
かれ
怒いかり
て旧
きう
悪あく
を訴
うつた
へ出
いで
なば、夫
をつと
の性
せい
命めい
危あや
ふかるべ
し。又報
むく
ふこと厚
あつ
き時は、
彼かれ
度たび
〳〵来
き
て求
もとむ
るとも与
あたへ
ざることを得
え
ず。
若もし
聊いさゝか
も彼
かれ
が心に負
そむ
かば、又おなじく害
がい
を蒙
かうぶ
るべし。你
おんみ
今もし吾
わ
が言
ことば
を
用もち
ひずんば、
後のち
に
必かな
らず
悔くゆ
る事あるべし」 。鼠平こゝに
至いたり
て、
妻つま
が
言ことば
一
チ〳〵
理り
ありとして、
其その
言ことば
に
従したが
はんと思ひしが、又
再ふたゝ
び
思し
案あん
していふ、 「
本もと
これ
吾わが
方かた
より
彼かれ
が
恩おん
徳とく
を
報ほう
ぜんと思ふのみにして、
彼かれ
よりは
少すこ
しも
求もとむ
る所なし。
（６ウ）
おそらくは
彼かれ
に
其その
意い
なからん
か」 。小谷笑
わらひ
ていふ、 「彼
かれ
你おんみ
が手を出すを見ざるゆゑ、敢
あえ
て口
くち
を出
いだ
さ
ず。期
ご
に臨
のぞ
まゞ自
おのづか
らわかるべし。それはともあれ、此度彼
かれ
もし別
べつ
意い
なくとも、你
おんみ
の行
ゆく
末すゑ
はなはだ危
あや
ふし。其故
ゆゑ
いかにといふに、彼
かの
人の
爰こゝ
に来りて你
おんみ
とはなはだ親
した
しきを見て、衙
やしき
中うち
の人其
その
訳わけ
をしらず、必
ひつ
定ぢやう
彼かれ
が
家け
人にん
に
問と
はん。
彼かれ
が
家け
人にん
、なんぞ
你おんみ
の
為ため
に
醜あし
きことをかく
さんや。必
かなら
ず実
まこと
を語
かた
るべし。しからば衙
やしき
中うち
の人、追
おひ
〳〵聞
きゝ
伝つた
へて你
おんみ
の
旧きう
悪あく
を
唱とな
へなば、
你おんみ
何なに
の
顔かほばせ
ありて
此この
地ち
に
足あし
をとゞめんや。又
彼かの
人ひと
、もし
実じつ
に
越ゑつ
中ちう
へゆくならば、
彼かの
地ち
に
到いた
りて
必かなら
ず此事を
語かた
らん。
さらば忽
たちま
ち衆
おほぜい
人の耳
みゝ
に触
ふ
れ、漸
ぜん
々〴 〵
伝つた
へて此地にいたり、終に你の大
きなる害
がい
をなすべし。しかじ、今急
きう
〳〵に手
て
を下
くだ
して、後
のち
の禍
わざはひ
を除
のぞ
かんには」 。鼠平はじめより、
蔀しとみ
が
家か
僕ぼく
の
真まこと
説
を
洩もら
（７オ）
さんこ
とを恐
おそ
れし事なれば、今小谷がいふ所、正
まさ
に自
おのれ
己が思ふ所に合
がつ
した
れば、遂
つひ
に心を決
けつ
して、妻が言
ことば
に従
したが
はんとしけるが、又思
し
案あん
してい
ふやう、 「
彼かれ
とゞまりて
我わが
家や
にあること、
第てい
中ちう
（やしきうち）の人
しらざる者なし。若
もし
今こん
夜や
手て
を下
くだ
して、明日彼
かれ
が輩
ともがら
を見ずんば、衆
しゆう
人じん
はなはだ
疑うたが
ふべし。
且かつ
、
尸しかばね
をばいかゞして
出いだ
さんや」 。小谷いふ、
「
是これ
何の
難かた
きことかあらん。
今こん
夜や
酒さけ
をすゝめて
彼かれ
等ら
を
酔ゑひ
臥ふさ
しめ、人
を遣
つかは
して刺
さし
殺ころ
し、其
その
後ゝ ち
火ひ
をかけて書
しよ
院ゐん
を焼
やき
払はら
ひ、明日骨
こつ
を拾
ひろ
ひて葬
さう
（はうぶり）をなさば、
衆みな
人〳 〵
焼やけ
死しゝ
たりと思ひて、
誰たれ
か怪
あやし
む者あらん」 。
鼠平大きによろこび、 「此
計はかりごと
はなはだ
妙みやう
なり」と、妻が
智ち
謀ぼう
（はか
りごと）を称
しよう
讃さん
（ほめはやし）し、急
しきり
に其支
し
度たく
に及びけり。壁
かべ
に耳
みゝ
ありといへる諺
ことわざ
も宜
うべ
なるかな。彼
かれ
が家
け
来らい
北ほく
二じ
、先刻より片
かた
陰かげ
にあり
て両人の
問もん
答だふ
を
聞きゝ
、大きに
駭おどろ
きて思ふやう、 「
原ぐわん
来らい
我わ
が
主しゆ
人じん
、かく
のごとき兇
きよう
悪あく
の人なり。
（７ウ）
かゝる悪
あく
人にん
に従
したが
ひ〳〵
）た1
（		 何の益
えき
かあ
らん。一人の命
いのち
を救
すく
ふは、浮
ほ
屠と
化け
千せん
体たい
を造
つく
るに勝
まさ
るといへば、密
ひそか
に
彼かの
輩ともがら
に告
つげ
て、彼
かれ
等ら
四人の性
いのち
命を救
すく
はん」と、急に別
しも
荘やしき
に到
いた
り、書院
を伺
うかゞ
ふに、南
なん
三ざう
は茶
ちや
を煮
に
ながら睡
ねむ
り居
い
て、虎平六は見えず。蔀
しとみ
一人
端たん
坐ざ
して、書
しよ
籍じやく
（ものゝほん）を披
ひら
き居たり。北
ほく
二じ
急きふ
に進
すゝみ
より、声
こゑ
を低
ひく
うして一
チ〳〵委
い
細さい
に語
かた
りければ、蔀大きに驚
おどろ
き、 「もし足
そこ
下の
義ぎ
によつて告
つげ
らるゝなくば、吾
わ
が性
せい
命めい
今夜に限るべし。此恩
おん
徳とく
、他
た
日じつ
かならず厚
あつ
く報
むく
ふべし。足
そこ
下の主人鼠平が如く、恩に負
そむ
く人を学
まな
ぶべからず。不
それがし
肖急
きふ
にこゝを去
さ
らんと思へども、禍
わざはひ
を足
そこ
下に遺
のこ
さん
ことを恐
おそ
る」 。北
ほく
二じ
いふ、 「小
それがし
人又妻
さい
子し
なし。君
きみ
が去
さ
り給ふの後
のち
、又
密ひそか
に遠
とほ
く走
はし
らん」 。蔀いふ、 「しからば我とともに、越
ゑつ
中ちう
にいたらば
いかゞあらん」 。北二いふ、 「君もし棄
すて
ずんば、ねがはくは鞭
むち
を執
とり
て
従したが
はん」 。蔀いふ、 「虎平六、 二人の
（８オ）
奴しもべ
僕
と
共とも
に
草わらぐつ
鞋
を
買かひ
に
出たり。いかゞせばよからん」 。北二いふ、 「在
それがし
下行てたづね来らん」
と、急
きふ
に書
しよ
院ゐん
を出て見るに、早
はや
く南
なん
三ざう
を見ず。原
ぐわん
来らい
南三、睡
ねぶり
さめて
厠かはや
に往
ゆき
たるを、北二は吾
わ
が話を聞
きゝ
つけて、主人鼠平に告
つげ
んとして走
はし
れるものならんと思ひ、心大きに慌
あはて
驚おどろ
き、其由
よし
を蔀に告
つぐ
るに、これ
も又忙ふためき、両人荷物をも棄
すて
置おき
て、急
いそ
ぎ門
もん
外ぐわい
に走
はし
り出るに、幸
さいは
ひ鼠平が
飼かひ
馬うま
三疋つなぎて
門もん
前ぜん
にあり。北二こゝろに
計はかりごと
を
生しやう
じ、
馬うまかた
夫
にむかひて、 「
貴き
賓ひん
（おきやくじん）
西にし
の
城きど
門
に行て
客ひと
を
迎むか
へ
給ふ。はやく其馬を率
ひき
来きた
るべし」といふに、馬
ば
夫ふ
（うまかた）いそ
ぎ二疋の馬を率
ひき
出す。二人急
いそ
ぎ鞍
くら
に上
のぼ
るに、幸
さいはひ
に虎
こ
平六が帰
かへ
り来
きた
る
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を見て、又一
いつ
匹ぴき
を出させ、三
さん
騎き
飛と
ぶがごとく、市
し
中ちう
（まちなか）を
離はな
れんとする所に、
西さい
六ろく
東とう
五ご
、
草わらぐつ
鞋
を
提さげ
て走来る。
（８ウ）
蔀しとみ
声こゑ
を
上て、 「汝
なんぢ
等ら
只たゞ
我わが
後あと
に従
したがつ
て、多
おほ
く言
ものい
ふことなかれ」 。虎平六、主
しゅ
人じん
の
斯かくの
如ごと
く
慌あはて
いそぐを見て、
何なに
の
縁いはれ
故
なることをしらず、
只たゞ
後おく
れじと
して馬
うま
を打
うつ
て走
はし
る所に、忽
たちま
ち向
むかふ
より三
さん
騎ぎ
の人
にん
馬ば
出いで
来きた
る。近
ちか
よりて見
れば、
是これ
も又
鼠そ
平へい
が
属したやくども
吏等
也。
其その
中うち
一
チ人は
央あう
助すけ
といひて
北ほく
二じ
が
親した
しき朋
はう
輩ばい
なれば、北二央
あう
助に対
むか
ひて、 「貴
き
賓ひん
（おきやくじん） 、今日
来らい
客かく
（くるひと）を迎
むかへ
給ふが、従
じう
者しや
労つか
れて歩
あゆみ
難がた
し。你
おんみ
の馬
うま
を借
かし
奉る
べきか」と
問とふ
に、
央あう
助なんぞ
従したが
はざらん、
鞍くら
坪つぼ
を
払はら
ひて
奉たてまつ
る所に、
二人の
従じゆう
者しや
やう〳〵に
追おひ
着つき
来りければ、央
介
）た1
（		 則ち
鞭むち
をわたして馬
に騎
のら
しむ。是より五
ご
騎き
二に
十じつ
箇こ
の馬
ば
蹄てい
、大
たい
風ふう
の発
はつ
するごとく越
ゑつ
中ちう
を望
のぞん
で走
はしり
行ゆき
ぬ。偖
さて
又南
なん
三ざう
は厠
かはや
より出て茶
ちや
をさゝげ、書
しよ
院ゐん
の中
うち
に到
いた
るに客
人を見ず。爰
こゝ
かしこ尋
たづね
もとむれども影
かげ
だに見えず。定
さだめ
て庭
には
に出て花
はな
を見るならんと思ひ、
待ま
つこと
一ひと
時ゝ き
ばかり。
猶なほ
帰かへり
来きた
らざるゆゑ、
外ほか
に出て尋
たづね
んとする所に、
折をり
よく主
しゆ
人じん
の進
すゝみ
来きた
るに遇
あひ
ぬ。鼠
そ
平へい
（９オ）
南なん
三ざう
に
対むかひ
て、 「
北ほく
二じ
は
何いづれ
に
在あり
や」と
問と
ふに、 「されば内には見えず。
名な
張ばり
公どの
に
従したが
ひて
外そと
園には
に
出いで
しなるべし」といふに、
少すこ
しく
疑うたがひ
を
生おこ
し、
爰こゝ
かしこ
尋たづね
覓もとむ
る所に、
忽たちま
ち
央あう
助すけ
来きた
るを見て
此この
由よし
を
訊たづぬ
れば、 「
先さき
刻ほど
西にし
の城
きど
門にて遇
あひ
奉りしが、北
ほく
二じ
同どう
道だう
して客
きやく
を迎
むかふ
るよしにて、在
それがし
下が馬
うま
を
借かし
て
家か
僕ぼく
を
乗のら
しめ、
都すべ
て五人
辻つぢ
風かぜ
のごとく
走はし
りゆきぬ」 。鼠平
聴きゝ
をはりて密
みつ
事じ
の洩
もれ
しことを暁
さと
り、心
しん
中ちう
驚おどろ
けども再
ふたゝび
問とは
ず。急
いそ
ぎ第
やしき
中に
帰かへ
りて
此この
由よし
を
語かた
るに、小谷
大おほ
きに
驚おどろき
愁うれ
へ、 「
想おも
ふに
彼かれ
いまだ遠くは
往ゆか
じ。你
おんみ
速はや
く心
しん
腹ぷく
の人に命
めい
じ、賊
ぬすびと
のごとく打
いでたち
扮て急
きふ
に追
おひつき
着、一
いちど
斉に
殺ころ
さしめ給へ」 。鼠平
則すなはち
央介を呼
よび
て計
けい
較かく
（さうだん）するに、彼
かれ
し
ばらく
思し
案あん
していふ、 「
小それがし
人
一ひと
ツの
計けい
策さく
あり。
多た
勢ぜい
を
動うごか
さずして
彼かれ
等ら
一
チ
人も
遁のが
さじ。
其その
ゆゑは、
在それがし
下
が
隣となり
家
に
一ひと
月つき
前さき
より一
チ
人の
異い
人じん
の住
す
むあり。何の生
すぎはひ
意もなく、毎日外
ほか
に出て沈
ちん
酔すい
（ゑひしれ）し
て
帰かへ
る。ゆゑに
小それがし
人、
彼かれ
が
来らい
歴れき
を
正たゞ
さんとするに、
（９ウ）
一あるとき
日
一
チ
人の
豪がう
士し
、馬を
躍をど
らせて
従じゆう
者しや
数す
人にん
彼かの
家いへ
に
留とゞま
る
事こと
三みつ
日か
にして
去さ
る。
ひそかに
彼かの
家け
頼らい
を
呼よび
て
懇ねんごろ
にたづねしに、
彼かの
人はなはだ
剣けん
術じゆつ
に
達たつ
し、
よく
刀かたな
を
飛とば
して人の
頭くび
を
取と
り、又よく
飛ひ
行ぎやう
して
鳥とり
の
翔かけ
るがごとく、
先日人に代
かは
りて
仇あた
を報
ほう
じ、跡
あと
を隠
かく
して爰
こゝ
にあり。些
すこし
の礼
れい
物もつ
を送
おく
りて
彼かれ
を
頼たの
まば、
万まん
に
一ひと
ツも
仕し
損そん
ずることあるべからず。小谷
屏びやうぶ
風
の
後うしろ
より出
いで
来きた
りていふ、 「此
計はかりごと
きはめてよし。 早く往
ゆき
て其人を頼
たの
むべし」 。
鼠平すなはち廿両の金
かね
を懐
ふところ
にし、南
なん
三ざう
央あう
助すけ
を引つれ、夜
よ
にまぎれて
彼かの
異い
人じん
の
門かど
を
叩たゝ
くに、
異い
人じん
出来りて
門もん
を
開ひら
き、 「
誰たれ
ぞ」と
問と
ふ。
央あう
助
声こゑ
をひそめ、 「
是これ
は此所の
郡ぐん
領りやう
羽は
咋ぐひ
公どの
なるが、
自みづか
ら
爰こゝ
に来り、
義ぎ
士し
に
見まみ
え給ふ」 。
異い
人じん
いふ、 「
我わが
家いへ
なんぞさやうの
義ぎ
士し
あらん」と、
又門を
閇とざ
さんとす。
央あう
助おしとゞめて、 「
暫しばら
く
門もん
を
閉とぢ
給ふな。
語かた
り
申すべきことあり」 。
（
10オ）
異い
人じん
いふ、 「
吾われ
今
睡ねぶ
らんと思ふ所なり。
用よう
あらば明日来
きた
られよ」 。鼠平いふ、 「急
きふ
なる話
こと
にて、翌
あす
を待
ま
つ暇
いとま
あ
らず」 。異
い
人じん
是ぜ
非ひ
なく引
ひい
て内に入
い
らしむるに、鼠平礼
れい
物もつ
を献
けん
じて云、
「
不ふ
腆てん
の
薄はく
儀ぎ
、いさゝか
義ぎ
士し
の
為ため
に心を
致いた
す」 。異人
笑わらひ
ていふ、
「小
それがし
人無
む
学がく
無む
能のう
（ぶちやうほうなるもの） 、 なんぞ義
ぎ
士し
の称
しよう
に当
あた
らん。
此礼
れい
物もつ
又用
もち
ふる所なし。
早さう
〳〵に持
もち
帰かへ
られよ」 。 鼠平身
み
を屈
かゞ
めていふ、
「
礼れい
物もつ
薄うす
しといへども、
在それがし
下
が
一いつ
点てん
の
誠せい
心しん
をあらはす。
幸さいはひ
に
拒こば
むこ
となかれ」 。異人云、 「你
おんみ
身を匹
ひつ
夫ぷ
に屈
くつ
し、又此厚
こう
礼れい
（かろからぬ
な）を賜
たま
ふ。何の求
もと
むる所かある」 。鼠平いふ、 「義
ぎ
士し
まづ此礼
れい
物もつ
を
請うけ
給はゞ、
其その
時とき
ゆる〳〵と
告つげ
申すべし」 。
彼かの
人いふ、 「
在それがし
下
貧まづ
しとい
へども、故
ゆゑ
なき礼
れい
物もつ
をとらず。你
おんみ
もし明らか 告
つげ
ずば、吾
われ
決けつ
して受
うけ
じ」 。鼠平わざと泣
なき
ていふ、 「在
それがし
下ひさしく大
むじつ
冤を蒙
かうぶ
り、今その仇
あた
目もく
前ぜん
にあれども、
恥はぢ
を
雪すゝ
ぐことあたはず。
（
11ウ）
義士
望のぞむ
らくは、
小それがし
人
が
為ため
に此
賊ぞく
を
除のぞ
き給はゞ、
生しやう
涯がい
この
大だい
徳とく
をわすれじ」 。彼人
首かしら
を
揺ふつ
ていふ、 「
在それがし
下
吾わ
が
身み
の事さへ
策てだて
なく、なんぞ人の
為ため
に
大だい
事じ
を
謀はか
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らん。かやうの
話はなし
、もし人
に
聞きか
れては
甚はなは
だよろしから
じ」と、
外そと
に
向むかつ
て
走はし
り
避さけ
ん
とす。鼠平やう〳〵に
袖そで
を
引とめ、 「
吾われ
、義士は人の為
に
害がい
を
除のぞ
き、
危あやふ
きを
救すく
ふと
聞きゝ
て、わざ〳〵来りて
願ねが
へ
ども、
義ぎ
士し
の為に憐
あはれ
まれず。
思ふに、此
仇あた
長なが
く
報むく
ふこと
を
得え
じ」といひ
終をは
りて、
大おほ
きに
哭な
き
悲かなし
む。
彼かの
人この
形ありさま
勢
を見て、
実まこと
情
なること
をしり、
即すなはち
いふ、 「
你おんみ
の
讐あた
いかやうの
縁わけ
故
にて、今
何いづく
所
にかある。
細こまか
に
告つげ
給
	
へ」 。鼠平
偽いつはり
を
矯かざり
ていふ、 「
名な
張ばり
蔀しとみ
といふ者、
前ぜん
年ねん
（まへかた）
在それがし
下
を
誣しひ
て
盗ぬすびと
賊
なりとし、
獄ごく
中ちう
にて
責せめ
を
受うく
ること
数す
日じつ
。又
幾いく
度たび
か
獄ごく
卒そつ
虎こ
平へい
六ろく
をし 、
吾わ
が
性せい
命めい
（いのち）を
失うしな
はんとせしかども、
悉こと〴〵
く人の
為ため
に
（
12オ）
たすけられ、又
後あと
官やく
情なさけ
ありて
小それ
人が 〔し〕
が
冤むじつ
をしり、やう〳〵
	
放ゆる
されて後
のち
、此所に官
くわん
を得
え
しに、此頃又虎平六と共
とも
に来りて、許
そこばく
多
の金
かね
を求
もと
め、猶意
こゝろ
に足
た
れりとせず、吾
わが
家け
頼らい
北ほく
二じ
に頼
たの
みて、在
それがし
下を殺
ころ
さんとせしが、 事あらはれ、 今日北二と共
とも
に越
えつ
中ちう
の方へ遁
のが
れ去
さ
りぬ」
と、弁
べん
舌ぜつ
懸けん
河が
のごとく、言
ことば
を巧
たく
みに語
かた
りけり。此異
い
人じん
は是
これ
誰たれ
ぞとい
ふに、前
さき
の目
もく
代だい
職しよく
にありし韓
から
木こ
根ね
隼はや
太た
なりければ、鼠平が語
かた
る一
いち
部ぶ
始し
終じう
を
細こまか
に
聞きゝ
終をは
りていふ、 「
奸かん
賊ぞく
にくむべし。
元ぐわん
来らい
蔀しとみ
虎こ
平六が
出しゆつ
身しん
（みもと）は、
我われ
よく
知し
る所なり。蔀は
篤とく
行かう
の
君くん
子し
なるゆゑ、
吾わ
が
後あと
官やく
として目
もく
代だい
の職
しよく
に居
を
らしめ、虎平六は先
せん
官くわん
（せんやく）某
なにがし
判はん
断だん
を誤
あやま
り、死
し
刑けい
に行
おこな
ふべかりしを、我
われ
急きふ
に後
あと
官やく
となりてより、彼
かれ
が罪
つみ
を
糺きう
明めい
するに、
其その
罪つみ
正たゞ
しからざるゆゑ、
後ご
日にち
証しよう
拠こ
の
出いづ
るを
待まち
て
是ぜ
非ひ
を
（
12ウ）
決けつ
すべく思ひ、
永なが
く
獄ごく
中ちう
に
禁いまし
め
置おき
しが、
後のち
に蔀が
裁さい
判ばん
によりて冤
むじつ
の事明
あきら
かに彰
あらは
れしかば、蔀が属
しよく
吏り
（したやく）となせし
由よし
ほのかに聞
きけ
り。彼
かれ
等ら
二人、かくのごとき兇
きよう
悪あく
の人とはしらず。我
われ
監かん
定てい
（めきゝ）を誤
あやま
れり」と大きに怒
いか
り、 「元
ぐわん
来らい
足ごへん
下、 此の大
たい
冤ゑん
（お
ほきなるむじつ）を蒙
かうぶ
るを、我
われ
なんぞ見るに忍
しの
びん。今夜越
えつ
中ちう
に走
はし
りて此
賊ぞく
をたづね、
足ごへん
下
の
為ため
に
仇あだ
を
報はう
じ、
夜よ
中なか
には
帰かへ
り
来きた
らん」 。
鼠平いふ、 「
然さ
ある
時とき
は
義ぎ
士し
の
大だい
恩おん
天てん
地ち
と
斉ひと
し。
事こと
成なる
の
日ひ
は
重おも
く
報むく
ふべし。しかれども
彼かれ
等ら
五人、今日
午うまの
刻こく
（ひるどき）より
鞭むち
打うつ
て
走はせ
たりしかば、
行みちのり
程十余
よ
里り
は隔
へだた
りつらん。然
さ
らば往
わう
反へん
（ゆきもどり）
二十
余よ
里り
の
行みちのり
程
を、
夜や
半はん
までには
覚おぼ
束つか
なし」 。
異い
人じん
色いろ
を
正たゞ
しうして
いふ、 「
我われ
なんぞ
謝しや
礼れい
を
求もと
めん。此
礼れい
物もつ
早さう
〳〵に
持もち
返かへ
るべし。又
行みちのり
程
百里を
隔へだ
つとも、何の
難かた
き
（
13オ）
ことかあらん。我
夜や
半はん
とい
ふに覚
おぼえ
なくてはいはず」といひも終
をは
らず、刀
かたな
を執
とつ
て門
もん
を出
いで
、その走
はし
る事飛
ひ
鳥ちやう
のごとく、瞬
またゝ
く間
うち
に見えずなりぬ 鼠平両人と共
とも
に呆
あき
れ
驚おどろ
き、 「
実まこと
に
異い
人じん
なり。されど
目もく
代だい
の
先せん
官くわん
といひしは
心こゝろ
得え
ず。
彼かれ
が
帰かへ
るを待
まち
て再
ふたゝ
び問
とひ
明あき
らめ、又再
ふたゝ
び賜
おく
らん」と礼
れい
物もつ
を収
とり
拾をさめ
て、我
わが
衙やしき
中に
帰かへ
りぬ。扨も
虎こ
平六と
西さい
六ろく
東とう
吾ご
	 の）た1
（
三人は、
主しゆ
人じん
蔀しとみ
の
走はし
るを見て、
何の縁
わけ
故なることをしらず、馬
うま
を駆
はせ
てゆく事五六里、日
ひ
既すで
に暮
くれ
けれ
ども宿
やど
をもとめず。幸
さいは
ひに十三夜
や
の月明
あき
らかなるに乗
じよう
じ、馬
うま
をはや
めて路
みち
の嶮
けん
岨そ
を厭
いと
はず、只
たゞ
跡あと
より追
おつて
人の来
きた
らんことを懼
おそ
れて、物を
もいはず急
いそ
ぎけるが、亥
ゐ
の刻
こく
（夜の四ツ時）に及てひとつの村
むら
に到
いた
る。
此この
時とき
にいたりて、
人ひと
困くるし
み
馬うま
倦つか
れてゆく事
能あた
はず。北二いふ、
（
13ウ）
「
道みち
すでに
遠とほ
く、
追おつて
人
の
来きた
ることもあるまじ。今夜は此処に
宿やど
りて
明みやう
朝てう
はやく
走はし
るべし」 。
蔀しとみ
その
詞ことば
にしたがひ、
一いつ
軒けん
の
旅はたごや
店
を
覓もと
め、
各おの〳〵
奥おく
の
一ひと
室ま
に入りて
労つかれ
を
休やす
めけるが、
虎こ
平へい
六ろく
問と
ふて云、 「
彼かの
- 13 -
を引つれ、夜にまぎれて彼異人の門を叩くに、異人出来りて門を開き、 「誰ぞ」と問ふ。央助声をひ
よ
かの
い
じん
かど
たゝ
い
じん
もん
ひら
たれ
と
あう
こゑ
そめ、 「是は此所の郡
領
羽咋公なるが、
自
ら爰に来り、義士に見え給ふ」 。異人いふ、 「我家なんぞ
これ
ぐんりやう
は
ぐひどの
みづか
こゝ
ぎ
し
まみ
い
じん
わがいへ
さやうの義士あらん」と、又門を閇さんとす。央助おしとゞめて、 「
暫
く門を閉給ふな。語り申すべ
ぎ
し
とざ
あう
しばら
もん
とぢ
かた
きことあり」 。
（
オ）
異人いふ、 「吾今睡らんと思ふ所なり。用あらば明日来られよ」 。鼠平いふ、 「急い
じん
われ
ねぶ
よう
きた
きふ
10
なる話にて、翌 待
暇
あらず」 。異人是非なく引て内に入らしむるに、鼠平礼物を献じて云、 「不腆
こと
あす
ま
いとま
い
じん
ぜ
ひ
ひい
い
れいもつ
けん
ふ
てん
の薄儀、いさゝか義士の為に心を致す」 。異人
笑
ていふ、 「小人無学無能
（ぶちやうほうなるもの）
、な
はく
ぎ
ぎ
し
ため
いた
わらひ
それがし
む
がく
む
のう
んぞ義士の
称
に当らん。此礼物又用ふる所なし。早〳〵に持帰
ぎ
し
しよう
あた
れいもつ
もち
さう
もちかへ
られよ」 。鼠平身を屈めていふ、 「礼物薄しといへども、在下が一点
み
かゞ
れいもつうす
それがし
いつてん
の誠心をあらはす。
幸
に拒むことなかれ」 。異人云、 「你身を匹夫
せいしん
さいはひ
こば
お
ん
み
ひつ
ぷ
に屈し、又此厚礼
（かろからぬしな）
を賜ふ。何の求むる所かある」 。
くつ
こうれい
たま
もと
鼠平いふ、 「義士まづ此礼物を請給はゞ 其時ゆる〳〵と告申す
ぎ
し
れいもつ
うけ
そのとき
つげ
べし」 。 彼人いふ、 「在下貧しといへども、 故なき をとらず。你
かの
それがしまづ
ゆゑ
れいもつ
おんみ
もし明らかに告ずば、吾決して受じ」 。鼠平わざと泣ていふ、 「在下
つげ
われけつ
うけ
なき
それがし
ひさしく大冤を
蒙
り、今その仇目前にあれども、恥を雪ぐこと
む
じ
つ
かうぶ
あたもくぜん
はぢ
すゝ
あたはず。
（
ウ）
義士
望
らくは、小人が為に此賊を除き給はゞ、
のぞむ
それがし
ため
ぞく
のぞ
11
生
涯この大徳をわすれじ」 。彼人
首
を揺ていふ、 「在下吾が身の
しやうがい
だいとく
かしら
ふつ
それがし
わ
み
事さへ
策
なく、なんぞ人の為に大事を謀らん。かやうの
話
、も
てだて
ため
だい
じ
はか
はなし
し人に聞れては
甚
だよろしからじ」と、外に
向
て走り避んとす。
きか
はなは
そと
むかつ
はし
さけ
鼠平やう〳〵に袖を引とめ、 「吾、義士は人の為に害を除き、
危
そで
われ
がい
のぞ
あやふ
きを救ふと聞て、わざ〳〵来りて願へども、義士
憐
まれず。思ふに、此仇長く報
すく
きゝ
ねが
ぎ
し
あはれ
あたなが
むく
ふこと 得じ」といひ終りて、大きに哭き
悲
む。彼人この形勢を見て、実情なることをしり、
即
え
をは
おほ
な
かなし
かの
ありさま
ま
こ
と
すなはち
いふ、 「
你
の讐いかやうの縁故にて 今何所にかある。細
に告給へ」 。鼠平
偽
を
矯
ていふ、 「名張
蔀
おんみ
あた
わ
け
い
づ
く
こまか
つげ
いつはり
かざり
な
ばりしとみ
といふ者 前年
（まへかた）
在下を誣て盗賊なりとし、獄中にて責を受ること数日。又幾度か獄卒虎平六
ぜんねん
それがし
しひ
ぬすびと
ごくちう
せめ
うく
す
じつ
いくたび
ごくそつ
こ
へいろく
をして、吾が性命
（いのち）
を
失
はんとせしかども、
悉
く人の為に
（
オ）
たすけられ、又後官
情
わ
せいめい
うしな
こと〴〵
ため
あとやくなさけ
12
ありて小
人
が
冤
をしり、 やう〳〵放されて後、 此所に
官
を得しに、 此頃又虎平六と共に来りて、 許多
それが〔し〕
むじつ
ゆる
のち
くわん
え
とも
そこばく
の金を求め、猶
意
に足れりとせず、吾家頼北二に頼みて、在下を殺さんとせし 、事あらはれ、今
かね
もと
こゝろ
た
わが
け
らいほく
じ
たの
それがし
ころ
日北二と共に越中の方へ遁れ去りぬ」 、弁舌懸河のごとく、
言
を巧みに語りけり。此異人は是誰
とも
えつちう
のが
さ
べんぜつけん
が
ことば
たく
かた
い
じん
これたれ
ぞといふに、 前の目代
職
にありし韓木根隼太なりければ、 鼠平が語る一部始終を
細
に聞終りていふ、
さき
もくだいしよく
から
こ
ね
はや
た
かた
いち
ぶ
し
じう
こまか
きゝをは
「奸賊にくむべし。
元
来
蔀
虎平六が
出
身
（みもと）
は、我よく知る所なり。蔀は篤行の君子なるゆ
かんぞく
ぐわんらいしとみ
こ
しゆつしん
われ
し
とくかう
くん
し
ゑ、吾が後官として目代
職
に居らしめ、虎平六は先
官
（せんやく）
某
判断を
誤
り、死刑に
行
わ
あとやく
もくだい
しよく
を
せんくわん
なにがしはんだん
あやま
し
けい
おこな
ふべかりしを、我急に後官となり より、彼が罪を糺明するに、其罪正しからざるゆゑ、後日
証
拠
われきふ
あとやく
かれ
つみ
きうめい
そのつみたゞ
ご
にちしよう
こ
の出るを待て是非を
（
ウ）
決すべく思ひ、永く獄中に
禁
め置しが、後に蔀が裁判によりて
冤
の事
明
いづ
まち
ぜ
ひ
けつ
なが
ごくちう
いまし
おき
のち
さいばん
むじつ
あきら
12
かに
彰
れしかば、蔀が
属
吏
（したやく）
となせ 由ほのかに聞り。彼等二人、かくのごとき兇悪の
あらは
しよく
り
よし
きけ
かれ
ら
きよう
あく
人とはしらず。我監定
（めきゝ）
を
誤
れり」と大きに怒り、 「
元
来足下、此の大冤
（おほきなるむじつ）
われかんてい
あやま
いか
ぐわんらいご
へ
ん
たいゑん
を
蒙
るを、我なんぞ見るに忍びん。今夜越中に走りて此賊をたづね、足下の為に仇を報じ、夜中に
かうぶ
われ
しの
えつちう
はし
ぞく
ご
へ
ん
ため
あだ
はう
よ
なか
は帰り来らん」 。鼠平いふ、 「然ある時は義士 大恩天地と斉し。事成の日は重く報ふべし。 かれ
かへ
きた
さ
とき
ぎ
し
だいおんてん
ち
ひと
ことなる
ひ
おも
むく
ども彼等五人、今日
午
刻
（ひるどき）
より鞭打て走たりしかば、行程十余里は
隔
りつらん。然らば往反
かれ
ら
うまのこく
むちうつ
はせ
みちのり
よ
り
へだた
さ
わうへん
（ゆき どり）
二十余里の行程を、夜半までには覚束なし」 。異人色を正しうしていふ、 「我なんぞ謝礼
よ
り
みちのり
や
はん
おぼつか
い
じんいろ
たゞ
われ
しやれい
を求めん。此礼物早〳〵に持返 し。又行程百里を隔つ も 何の難き
（
オ）
ことかあらん。我夜半
もと
れいもつさう
もちかへ
みちのり
へだ
かた
や
はん
13
といふに覚なくてはいはず」といひも終らず、刀を執て門 出、その走る事飛鳥のごとく、瞬く間
おぼえ
をは
かたな
とつ
もん
いで
はし
ひ
ちやう
またゝ
うち
（
ウ・
オ）
10
11
（
10ウ・
11オ）
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四九
羽は
咋ぐひ
主ぬし
人、懇
ねんごろ
に饗
もてな
し明日人
にん
馬ば
を備
そな
へて送
おく
らんといはれしものを、今
日却
かへつ
て荷
に
物もつ
をも棄
すて
置おき
て、難
なん
を逃
のが
るゝ者
もの
のごと 、連
よどほし
夜に走
はし
りて辛
しん
苦く
するは何の
縁いはれ
故
ぞや」 。蔀
嘆たん
じていふ、 「
汝なんぢ
なんぞしらん。今
ン日
北ほく
二じ
主ぬし
なかりせば、吾
われ
も汝
なんぢ
も身
み
を葬
はうぶ
るの地
ところ
なから 。今幸
さいは
ひに虎
こ
口こう
を
遁のが
れ
得え
たり。
何なん
ぞ
辛しん
苦く
を
顧かへりみ
ん」 。虎平六
驚おどろ
きて、
其その
縁いはれ
故
を
問と
はんと
する時、
旅はたごや
店
の
主あるじ
、此
客きやく
五人
五ご
騎き
、
深しん
夜や
に
宿やど
をとり、
些すこし
の
行にもつ
李
も
なきを見て
心こゝろ
大きに
疑うたが
ひ、
前まへ
に
進すゝ
みて
問とふ
ていふ、 「
客きやく
人じん
何の
主すぎはひ
意
をなし、
何いづかた
方
より
（
14オ）
爰こゝ
に
来きた
り給ふや」 。蔀これを
聴きゝ
て、
亭てい
主しゆ
を前
まへ
に坐
ざ
せしめ、即
すなは
ち鼠平が盗
たう
賊ぞく
をなせし時、その才
さい
貌ばう
を憐
あはれ
み、密
ひそか
に虎
こ
平六をして釈
ゆるし
放はな
さしめ、其罪
つみ
によりて官
くわん
（やくぎ）を罷
やめ
（はな
さる）られ、適
たま〳〵
此この
国くに
を通
とほ
りて他
かれ
にとゞめられ、厚
あつ
く饗
もてな
されしが、今
日彼
かれ
、妻
つま
の讒
ざん
言げん
を用
もち
ひて吾
われ
を殺
ころ
さんとせしを、北二が告
つぐ
るによりて
遁のが
れ来りし事、前
ぜん
後ご
細こまか
密に語
かた
りければ、虎
こ
平六大きに怒
いか
り、店
やどの
主あるじ
も
嗟さ
嘆たん
して
止やま
ず。
北ほく
二じ
傍かたはら
より、
亭あるじ
主
に
云いひ
つけて
酒しゆ
飯はん
（さけとめしと）
を出
いだ
さしむ。店
あるじ
主出
いで
去さり
て後
のち
、忽
たちま
ち床
ゆかの
下
した
を鑕
くゞ
りて現
あらは
れ出
いで
たる一
いち
人にん
の大
おほ
男をとこ
、身
み
には襷
たすき
を引
ひき
結ゆ
ひ、
手て
に刀
かたな
を執
と
りて威
ゐ
風ふう
凜りん
〳〵、殺
さつ
気き
騰とう
〳〵た
り。蔀
主しゆう
従〴 〵
大きにおどろき、
魂たましひ
も
身み
につかず、
首かうべ
を
地ち
につけて、
只たゞ
「
命いのち
を
饒ゆる
し給へ」と
叫さけ
ぶに、
彼かの
人はやく蔀を
扶たすけ
起おこ
し、 「
蔀しとみ
主ぬし
、
驚おどろ
くことなかれ。吾
われ
は韓
から
木こ
根ね
隼はや
太た
なり」 といふ。蔀これを聴
きゝ
て、
（
14ウ）
怪くわい
夢む
（こはきゆめ）はじめて寤
さめ
たるごとく、 又再
ふたゝ
び驚
おどろ
き、 「故
こ
人じん
（む
かしのともだち）何の事ありてか爰
こゝ
には来
きた
り給ふ」と、隼
はや
太た
を上
じやう
坐ざ
に
進すゝ
めて
後のち
、ことの
縁わけ
故
を
問と
ふに、
隼はや
太た
がいふ、 「
我われ
世よ
を
避さけ
て
後のち
、
四し
方はう
に
周しう
遊いう
		 し）1く
（
、
寓すみか
を
一いつ
所しよ
にもとめず。
平つね〴〵
生
義ぎ
によりて人を
救すく
ひ、
勉つとめ
て天
てん
下か（よのなか）
不ふ
義ぎ
の事を悪
にく
めり。今夜
適たま〳〵
鼠平来りて虚
きよ
談だん（う
そばなし）を告
つ
げ、吾
われ
をして足
ごへん
下を害
ころ
さしむ。なんぞしらん、彼
かれ
か
くのごとく
義ぎ
に
負そむ
き、
恩おん
を
忘わす
るゝの
賊ぞく
ならんとは。
吾われ
床しやう
下か
（ゆか
のした） に在
あり
て足
ごへん
下の話
はなし
説を聞
きか
ずは、
恐おそ
らくは足
ごへん
下のごとき長
ちやう
者じや
（を
となしきひと）を
殺ころ
さん」 。蔀
頻しきり
に
頭かうべ
を
叩たゝき
て、
活くわつ
命めい
（たすかる）の
恩おん
を
謝しや
す。
隼はや
太た
いふ、 「
謝しや
する事なかれ。
我われ
しばらく
去さ
りて又
再ふたゝ
び
来らん」と。即
すなは
ち広
ひろ
庭には
に出けるが、身を躍
をど
らして屋
や
根ね
に上
あが
る。其疾
はや
き事飛
ひ
鳥ちやう
のごとく、忽
たちま
ち見えずなりぬ。衆
みな
人〳 〵
大きに駭
おどろ
き、彼
かの
人再
ふたゝ
び
来りて何事をなすかと、
心こゝろの
下うち
安からず。
（
15オ）
扨又鼠平が妻小谷は、
夫をつと
が帰り来て事
こと
の整
とゝの
ひたるよしを聴
きゝ
、かぎりなく喜
よろこ
び、酒
さけ
をとり肴
さかな
を備
そな
へて夫
ふう
婦ふ
相あひ
楽たの
しみ、央
あう
助すけ
をも第
やしき
中にとゞめて、共
とも
に義
ぎ
士し
の帰
かへ
る
を待
ま
つ。三
さん
更かう
（夜九ツ時）の頃
ころ
に及
およ
びて、幽
もの
閑しづか
なる庭
てい
中ちう
（にはのう
ち）たちまち宿
ね
鳥とり
驚おどろ
き鳴
な
き、
木この
葉は
乱みだ
れ落
お
ち、 一
チ人の大
おほ
男をとこ
堂ざしき
上に入る。
鼠平目
め
を挙
あげ
て見るに彼
かの
義ぎ
士し
なりければ、ひとつには驚
おどろ
き、ひとつ
は喜
よろこ
び、迎
むか
へて坐
ざ
上じやう
に進
すゝ
め動
やうす
静を問
と
はんとするに、義
ぎ
士し
忿ふん
然ぜん
として
刀かたな
をひらめかし、
罵のゝし
りていふ、 「
汝なんぢ
鼠平、
恩おん
に
負そむ
くの
賊ぞく
。
名な
張ばり
氏うぢ
は
救きう
命めい
（いのちをすくふ）の
恩おん
人じん
なるを、
報むく
ひを
為な
さゞるのみか、
婦をんな
人の言
ことば
に従
したが
ひて害
ころ
さんとし、事
こと
あらはれては過
あやまち
を悔
くや
むべきに、又
虚いつはり
誕を飾
かざり
て、吾
われ
をして賢
けん
人じん
（かしこきひと）を殺
ころ
さしめんとす。汝
なんぢ
がごとき極
ごく
悪あく
人にん
、 はやく我
わ
が刀
たう
下か
（かたなのした）の鬼
き
（いうれい）
となるべし」 。鼠平
色いろ
を
失うしな
ひ、
詞ことば
を
出いだ
さんとする所に、
（
15ウ）
頭かうべ
す
でに地
ち
に落
おち
たり。小谷は平
へい
生ぜい
物に驚
おどろ
かざる性
うまれ
なるが、爰
こゝ
にいたりて
胆きも
を失
うしな
ひ、口
くち
を開
ひら
く事を得
え
ず。口
くちの
裏うち
はじめて阿
あ
弥み
陀だ
仏ぶつ
を念
ねん
じ、又万
まん
歳ざい
楽らく
を
誦じゆ
し、
一ひと
縮ちゞみ
になりて
震ふる
ひ
居ゐ
たるに、
義ぎ
士し
又
詈のゝし
りていふ、 「
汝なんぢ
狗ちくしやう
婦をんな
、
丈をつと
夫
に
善ぜん
（よきこと）を
勧すゝ
めずして、 ゝ
姦わる
兇だくみ
の事をな
さしむ。吾
われ
、汝
なんぢ
が胸
むね
を裂
さき
て、汝
なんぢ
が胆
きも
の他
ひと
に異
こと
（ことかはる） や
否いな
やを試
こゝろみ
ん」と、右
みぎ
の膝
ひざ
にて彼
かれ
が股
ふともゝ
を押
おさ
へ、左
ひだり
の足
あし
を伸
のべ
て彼
かれ
が頭
かうべ
を
踏ふみ
つけ、刀
かたな
を取
とり
直なほ
して胸
むね
より臍
へそ
まで裂
さき
開ひら
き、刀
かたな
を口
くち
に咥
くは
へ、両手を
かけて
五ご
臓ざう
六ろつ
腑ぷ
を
引ひき
出いだ
し、
血ち
のしたゞるをも
管かま
はず、
燈
ともしびの
下もと
に
照てら
し、
独ひとり
言ごと
していふ、 「かゝる
悪あく
婦ふ
の
胆きも
は
他ひと
に
異こと
ならんと思ひしに、
案あん
の
外ほか
尋よのつね
常
（ひとなみ） の胆
きも
なり。いかにしてかやうの狠
わる
毒だくみ
をなせしや」
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五〇
と傍
かたはら
に投
なげ
棄すて
、さて二
ふたつ
級の首
くび
を斬
きり
て革
かは
嚢ぶくろ
の中
うち
にいれ、又庭
には
に下
くだ
り、墻
かき
を
越こえ
て
走はし
り、
再ふたゝ
び蔀が
（
16オ）
旅りよ
店てん
（やどれるいへ）に
到いた
る。此時
儳はづか
に四
し
更かう
（夜八ツ時）の鐘
じよう
声せい
（かねのおと）響
ひゞけ
り。隼
はや
太た
いかなる法
ほふ
ありてか、かゝる疾
はや
足あし
の術
じゆつ
を得
え
たりけん。斯
かく
て主
しゆう
従〴 〵
の前
まへ
に進
すゝ
み、革
かは
嚢ぶくろ
を投
なげ
出いだ
していふ、 「義
ぎ
に負
そむ
くの賊
ぞく
、
吾われ
すでに腹
はら
を裂
さ
き、
腸はらわた
を屠
ほふ
りぬ」
と、二
ふたつ
級の首
くび
を取
とり
出いだ
すに、蔀大きに驚
おどろ
き且
かつ
喜よろこ
び、首
かうべ
を地
ち
につけてい
ふ、 「在
それがし
下立
たて
山やま
をも見ざるの前
さき
、ひとつの活
くわつ
地ぢ
獄ごく
（このよのぢごく）
に堕
だ
（おちいる）し、
修しゆ
羅ら
（きつたりはつたり）の苦
く
患げん
（くるしみ）
を得
う
べかりし所
ところ
に、却
かへつ
て手
て
も下
くだ
さずして仇
あた
を報
むく
ふ。足
ごへん
下の高
かう
義ぎ
謝しや
す
るに所なし。
願ねが
はくは
住ぢう
所しよ
を
告つげ
給へ。
他た
日じつ
厚あつ
く
報むく
ふべし」 。
隼はや
太た
か
ら〳〵と
笑わら
ひ、 「
足ごへん
下
いまだ
我わ
が
行おこなひ
跡
をしらずや。
我われ
是これ
まで
報むくひ
をも
とめず。只
たゞ
義ぎ
によりてする所なり。且
かつ
住ぢう
所しよ
も定
さだ
めず。今は韓
から
木こ
根ね
隼はや
太た
とも呼
よ
ばず、すべて姓
せい
名めい
あることなし。只
たゞ
今日、此
この
家や
の床
ゆか
下した
より
出いで
たれば、他
た
日じつ
もし相
あひ
逢あ
はゞ、床
しやう
下か
（ゆかした）の義
ぎ
士し
（いきぢあ
るひと）と
呼よ
び
（
16ウ）
給ふべし」 。蔀いふ、 「
吾われ
足ごへん
下
の
大たい
志し
はしる
といへども、
独ひとり
暁さと
し
難がた
きは、
最さい
前ぜん
の
挙ふるまひ
動
なり。
我わが
輩ともがら
過くわ
分ぶん
の
力ちから
をつ
くし、
馬ば
足そく
（うまのあし）を借
かり
てすら、
午ひる
時どき
より亥
ゐの
刻こく
（夜の四ツ時）
に
至いたり
て、
儳はづか
に
十じふ
余よ
里り
に
過すぎ
ず。しかるに
足ごへん
下、
往わう
反へん
（ゆきもどり）
二十余里の行
みちのり
程を、一
いつ
刻とき
の間
ま
に往
わう
来らい
し給ふはいぶかし。是
これ
いかなる
術じゆつ
を
究きは
め給ふや」と
問と
へば、
隼はや
太た
笑わらひ
て、 「いかなる
術じゆつ
なるか
我われ
もし
らず」と答
こた
へて、懐
ふところ
より一
ひと
封つゝみ
の薬
くすり
を出
いだ
し、些
すこし
ばかりを摘
つま
みて首
くび
の切
きり
口くち
にふりかけ置
お
き、疾
はや
く走
はし
り出て去
さ
る所をしらず。蔀二
ふたつ
級の首
くび
を棄
すて
置おか
れしかば、いかゞせんと思ふ所に、怪
あや
しいかな、此首
くび
漸ぜん
々〴 〵
に縮
ちゞ
み
て小
ちひ
さくなり、看
みる
〳〵消
きえ
て水
みづ
になりぬ。衆
ひと
人〴 〵
奇き
異い
（めづらし）の思
おも
ひをなし、漸
やう
〳〵心を安
やすん
じければ、天
よ
明あけ
にいたりて又馬
うま
を催
もよほ
し、往
ゆ
く事
両ふつか
日
にして
越えつ
中ちう
の
国こく
府ふ
に
着つ
き、さて
彼かの
旧きう
友いう
（むかしともだち）
を
訪とぶら
ふに、
彼かの
（
17オ）
人
故こ
人じん
（むかしのとも）を見て
大おほ
きに
喜よろこ
び、
衙やしき
内
にとゞめて
饗もてな
応
す事
数す
日じつ
、蔀
前ぜん
事じ
を
仔こまか
細
に
語かた
り
出いだ
すに、
彼かの
人も又
感かん
嘆たん
して
止やま
ず。扨又鼠平が
家いへ
にては、
其その
夜よ
央あう
助
南なん
三ざう
の両人、
大おほ
勢ぜい
の
奴しもべ
僕
と
共とも
に、
義ぎ
士し
の
主しゆ
人じん
を
殺ころ
すを見て
震ふる
ひ
戦わなゝ
き、
小こ
陰かげ
に
隠かく
れ
居ゐ
たりしが、
程ほど
な
く
天よ
明あけ
てより
国こく
司し
に
訴うつた
ふる
に、
衆みなひと
官
大きに
驚おどろ
き、
諸しよ
司し
許あま
多た
来りて
詮せん
議ぎ
するに、
央あう
助
南なん
三ざう
口くち
をそろへて、
蔀しとみ
が
奸かん
計けい
、
彼か
の
義ぎ
士し
を
頼たの
みて鼠
平
夫ふうふ
婦
を
殺ころ
させしならんと
仔し
細さい
を
訴うつた
へければ、
即そく
時じ
に
健あしがる
児を遣
つか
はして彼
かの
義ぎ
士し
を捕
とらへ
しむるに、
早はや
く跡
あと
を隠
かく
して影
かげ
をだに見ず。
衆みな
人〳 〵
さま〴〵に商
しやう
議ぎ
するに、蔀は是
これ
、越中の国に旧
きう
友いう
あるといふの
みにて、
慥たしか
に
姓せい
名めい
宿しゆく
所しよ
をしらず。又
平つね〴〵
生
鼠平が
薄はく
徳とく
（とくうすし）
ゆゑ、
誰たれ
ありて
仇あだ
を
報むく
はんとする者なく、
（
18ウ）
只たゞ
夜や
半はん
盗たう
賊ぞく
の
為ため
に殺
ころ
されたりと披
ひ
露ろう
して扨
さて
止やみ
ぬ。此
こののち
後数
す
年ねん
を経
へ
て、蔀
しとみ
は越
えつ
中ちう
の国
こく
司し
の推
すゐ
挙きよ
（とりもち）により、再
ふたゝ
び都
みやこ
に帰
かへ
りて高
かう
官くわん
に陞
のぼ
り、常
つね
に義
ぎ
士し
の
行ゆく
方へ
を
尋たづ
ねて、
恩おん
を
報むく
はんことを思ひしに、
或ある
時とき
三さん
條でう
の
街ちまた
にて、
白はく
馬ば
に
乗のり
て
過すぐ
る
者もの
を
看み
るに、
彼かの
床しやう
下か
の
義ぎ
士し
なりければ、
急いそ
ぎ
馬うま
よ
り
飛とび
下お
りて
礼れい
を
施ほどこ
すに、
義ぎ
士し
咲わらひ
て、 「
大たい
人じん
よく
吾われ
を
見み
覚おぼ
え給ふか」 。
蔀いふ、 「
不それがし
肖
日にち
夜や
君きみ
の
恩おん
を
忘わす
れず。
何なん
ぞ
見みわす
忘
れ申さんや。
願ねが
はく
は吾
わが
家や
に来り給へ」 。義
ぎ
士し
いふ、 「近
きん
日じつ
別べつ
に高
かう
門もん
を叩
たゝ
くべし。今日は
命おほせ
に
従したが
はず。もし
大たい
人じん
吾われ
を
棄すて
給はずんば、
我わが
家いへ
に来り給へ」 。蔀
欣きん
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ゝる姦兇の事をなさしむ。吾、汝が胸を裂て、汝が胆の他に異
（ことかはる）
なるや否やを
試
ん」
わる
だくみ
われ
なんぢ
むね
さき
なんぢ
きも
ひと
こと
いな
こゝろみ
と、右の膝にて彼が
股
を押へ、
左
の足を伸て彼が
頭
を踏つけ、
刀
を取直して胸より臍まで裂開
みぎ
ひざ
かれ
ふともゝ
おさ
ひだり
あし
のべ
かれ
かうべ
ふみ
かたな
とりなほ
むね
へそ
さきひら
き、刀を口に咥へ、両手をかけて五臓六腑を引出し 血のしたゞるをも管はず、
燈
下に照し、独言
かたな
くち
くは
ご
ざうろつ
ぷ
ひきいだ
ち
かま
ともしびのもと
てら
ひとりごと
していふ、 「かゝる悪婦の胆は他に異ならんと思ひしに、案 外尋常
（ひとなみ）
の胆なり。いかにし
あく
ふ
きも
ひと
こと
あん
ほかよのつね
きも
てかやうの狠
毒をなせしや」と
傍
に投棄、さて二級の首を斬て革嚢の中にいれ、又庭に下り、墻
わるだくみ
かたはら
なげすて
ふ
た
つ
くび
きり
かはぶくろ
うち
には
くだ
かき
を越 走り、再び蔀が
（
オ）
旅店
（やどれるいへ）
に到る。此時儳に四更
（夜八ツ時）
の鐘声
（かねの
こえ
はし
ふたゝ
りよてん
いた
はづか
し
かう
じようせい
16
おと）
響り。隼太いかなる法ありてか、かゝる疾足の術を得たりけん。斯て
主従の前に進み、革嚢
ひゞけ
はや
た
ほふ
はやあし
じゆつ
え
かく
しゆう〴〵
まへ
すゝ
かはぶくろ
を投出していふ、 「義に負くの賊、吾すでに腹を裂き、
腸
を屠りぬ」と、二級の首を取出すに、蔀
なげいだ
ぎ
そむ
ぞく
われ
はら
さ
はらわた
ほふ
ふ
た
つ
くび
とりいだ
大きに
驚
き且
喜
び、
首
を地につけていふ、 「在下立山をも見ざるの前、ひとつの
活
地獄
（このよの
おどろ
かつよろこ
かうべ
ち
それがしたてやま
さき
くわつ
ぢ
ごく
ぢごく）
に堕
（おちいる）
し、修羅
（きつたりはつたり）
の苦患
（くるしみ）
を得べかりし
所
に、
却
て手
だ
しゆ
ら
く
げん
う
ところ
かへつ
て
も下さずして仇を報ふ。 足下の高義謝する 所なし。 願 くは住所を告給へ。 他日厚く報ふべし」 。 隼太
くだ
あた
むく
ご
へ
ん
かう
ぎ
しや
ねが
ぢうしよ
つげ
た
じつあつ
むく
はや
た
から〳〵と笑ひ、 「足下いまだ我が行跡をしらずや。我是まで報をもとめず。只義によりてする所な
わら
ご
へ
ん
わ
おこなひ
われこれ
むくひ
たゞ
ぎ
り。且住所も定めず。今は韓木根隼太とも呼ばず、す
べて姓名あることなし。只今日、此家の床下よ
かつぢうしよ
さだ
から
こ
ね
はや
た
よ
せいめい
たゞ
この
や
ゆかした
り出たれば、他日もし相逢はゞ、床下
（ゆかした）
の義士
（いきぢあるひと）
と呼び
（
ウ）
給ふべし」 。
いで
た
じつ
あひ
あ
しやう
か
ぎ
し
よ
16
蔀いふ、 「吾足下の大志はしるといへども
独
暁し難きは、最前の挙動なり。我
輩
過分の
力
をつ
われ
ご
へ
ん
たい
し
ひとりさと
がた
さいぜん
ふるまひ
わがともがらくわぶん
ちから
くし、馬足
（うまのあし）
を借てすら、午時より亥刻
（夜の四ツ時）
に至て、儳に十余里に過ず。しか
ば
そく
かり
ひるどき
ゐのこく
いたり
はづか
じふ
よ
り
すぎ
るに足下 往反
（ゆきもどり）
二十余里の行程を、一刻の間に往来し給ふはいぶかし。是いかなる
術
ご
へ
ん
わうへん
みちのり
いつとき
ま
わうらい
これ
じゆつ
を究め給ふや」と問へば、隼太笑て、 「いかなる術なるか我もしらず」と答へて、
懐
より一封の薬
きは
と
はや
た
わらひ
じゆつ
われ
こた
ふところ
ひとつゝみ
くすり
を出し、些ばかりを摘みて首の切口にふりかけ置き 疾く 出て去る所をしらず 蔀二級の首を棄置
いだ
すこし
つま
くび
きりくち
お
はや
はし
さ
ふ
た
つ
くび
すておか
れしかば、いかゞせんと思ふ所に 怪しいかな 此首漸々に縮みて小さくなり、看〳〵消て水になり
あや
くびぜん〴〵
ちゞ
ちひ
みる
きえ
みづ
ぬ。衆人奇異
（めづらし）
の思ひをなし、漸〳〵心を安じければ、天明にいたりて又馬を催し 往く
ひと〴〵
き
い
おも
やう
やすん
よ
あけ
うま
もよほ
ゆ
事両日にして越中の国府に着き、さて彼旧友
（むかしともだち）
ふ
つ
か
えつちう
こく
ふ
つ
かのきういう
を訪ふに、 彼
（
オ）
人故人
（むかし とも）
を見て大きに
喜び、 衙内
とぶら
かの
こ
じん
おほ
よろこ
や
し
き
17
にとゞめて饗応す事数日、蔀前事を仔細に語 出すに、彼人
も
て
な
す
じつ
ぜん
じ
こ
ま
か
かた
いだ
かの
又感嘆して止ず。 扨又鼠平が家にては、 其夜央助南三の両 、 大勢
かんたん
やま
いへ
その
よ
あう
なんざう
おほぜい
の奴僕と共に、 義士の主人 殺すを見 震ひ戦き、 小陰に隠れ居
し
も
べ
とも
ぎ
し
しゆじん
ころ
ふる
わなゝ
こ
かげ
かく
ゐ
たりしが、程なく天明てより国司に
訴
ふるに、衆官大きに
驚
ほど
よ
あけ
こく
し
うつた
みなひと
おどろ
き、諸司許多来りて詮議するに、央助南三口をそろへて、
蔀
が
しよ
し
あま
た
せん
ぎ
あう
なんざうくち
しとみ
奸計、彼の義士を頼み 鼠平夫婦を殺させしならんと仔細
訴
かんけい
か
ぎ
し
たの
ふう
ふ
ころ
し
さい
うつた
へければ 即時に健児を遣はし 彼義士を
捕
しむるに、早く跡
そく
じ
あしがる
つか
かの
ぎ
し
とらへ
はや
あと
を隠して影をだに見ず。衆人さま〴〵
商議するに、蔀は是、
かく
かげ
みな〳〵
しやう
ぎ
これ
越中の国に旧友あるといふのみ 、慥に姓名宿所をしらず。
きういう
たしか
せいめいしゆくしよ
又平生鼠平が薄徳
（とくうすし）
ゆゑ、誰ありて仇を報はんとす
つね〴〵
はくとく
たれ
あだ
むく
る者なく、
（
ウ）
只夜半盗賊の為に殺されたりと披露して扨止ぬ。たゞ
や
はんたうぞく
ため
ころ
ひ
ろう
さてやみ
18
此後数年を経て、蔀は越中の国司 推挙
（とりもち）
により、再び都に帰りて高官
こののち
す
ねん
へ
しとみ
えつちう
こく
し
すゐきよ
ふたゝ
みやこ
かへ
かうくわん
に陞り、常に義士の行方を尋ねて 恩を報はんことを思ひしに、或時三條
街
にて、白馬に乗て過
のぼ
つね
ぎ
し
ゆく
へ
たづ
おん
むく
あるときさんでう
ちまた
はく
ば
のり
すぐ
る者を看るに、彼床下 義士なりければ、急ぎ馬よ 飛下り 礼 施すに、義士咲て、 「大人よく吾
もの
み
かのしやう
か
ぎ
し
いそ
うま
とび
お
れい
ほどこ
ぎ
し
わらひ
たいじん
われ
を見覚え給ふか」 。蔀いふ 「不肖日夜君の恩を忘れず。何ぞ見忘れ申さんや。願はくは吾家に来り
み
おぼ
それがしにち
や
きみ
おん
わす
なん
み
わ
す
ねが
わが
や
給へ」 。義士いふ、 「近日別に高門を叩くべし。今日は命 従はず。もし大 吾を棄給はずんば 我家
ぎ
し
きんじつべつ
かうもん
たゝ
おほせ
したが
たいじんわれ
すて
わがいへ
に来り給へ」 。蔀欣然として馬を並べて行に、一條戻橋の辺にいたりて馬を下り、一
ツの小門の内に入
きんぜん
うま
なら
ゆく
いちでうもどりばし
ほとり
お
ひと
もん
い
（
ウ・
オ）
17
18
（
17ウ・
18オ）
 
〈翻刻〉式亭三馬『梅精奇談 魁草紙』（巻一～三）
五一
然ぜん
として
馬うま
を
並なら
べて
行ゆく
に、
一いち
條でう
戻もどり
橋ばし
の
辺ほとり
にいたりて馬を
下お
り、
一ひと
ツ
の小
門もん
の内に
入い
るに、
一いち
坐ざ
の
高たか
楼どの
雲くも
に
聳そび
へ、
普ふ
請しん
の
（
19オ）
結けつ
構かう
い
ふばかりなく、奴
しもべ
僕数
す
十人趨
はしり
て相
あひ
迎むか
へ、請
しやう
じて堂
だう
中ちう
に坐
ざ
せしめ、し
ばらくありて饗
きやう
応おう
の筵
えん
席せき
、善
ぜん
美び
を尽
つく
し、王
わう
侯こう
（だいみやう）の富
とみ
と
いふとも、是
これ
には過
すぎ
じと思ふばかりなり。やがて数
す
人にん
の美
び
女ぢよ
を呼
よび
出いだ
し、
各おの〳〵
歌うたひ
舞まは
しむるに、いづれも
顔かんばせ
桃たう
花くわ
のごとく、
絶ぜつ
世せい
の
佳か
人じん
なり。
蔀義
ぎ
士し
と倶
とも
に、古
こ
今こん
英えい
雄ゆう
の事を談
だん
論ろん
し、暮
くれ
に及びて別
わか
れ帰
かへ
り、次
つぎの
日ひ
礼れい
物もつ
を
備そなへ
て
再ふたゝ
び
尋たづ
ぬるに、
只たゞ
一いつ
所しよ
の
空くう
宅たく
（あきや）あるのみにて、
家か
財ざい
奴ぬ
僕ぼく
、いづこに遁
のがれ
去さ
りしかしるべからず。蔀
しとみ
むなしく嗟
さ
嘆たん
して
帰かへ
る。後
こう
来らい
蔀ます〳〵高
かう
位ゐ
に陞
のぼ
り、北
ほく
二じ
虎こ
平六も、又些
すこし
の官
くわん
職しよく
を得
え
て、
安あん
穏をん
に
世よ
を
送おく
りしとなり。
独ひとり
彼かの
床しやう
下か
の
義ぎ
士し
はいかゞなりしか、
其終
をはり
をしらずとなん。
梅ばい
精せい
奇き
談だん
魁さきがけ
草ざう
紙し
巻之二畢
をはる
（
19ウ）
梅ばい
精せい
奇き
談だん
魁さきがけ
草さう
紙し
巻之三
　
〇
	 姦かん
兇きよう
（わるだくみ）を逞
たくましう
して頑
ぐはん
夫ぷ
（たはけもの）其
その
身み
を斃
たふ
（う
しなふ）す話
こと
ある人
ひと
の歌
うた
に
　
心なく花
はな
の下
しづ
枝え
を折
を
る人のたもとは露
つゆ
にぬれずやはある
世よ
の諺
ことわざ
に、人を呪
のろ
はゞ穴
あな
ふたつといへる、宜
うべ
なるかな。人を傷
そこな
はん
とする者
もの
は、人をば傷
そこなひ
得え
ずして、却
かへつ
て其
その
身み
を傷
そこな
ふ者
もの
多おほ
し。花
はな
の枝
えだ
を
折を
る人の、いまだ折
をり
果はて
ざるに袂
たもと
を露
つゆ
にひたし、衣
ころも
を裂
さき
破やぶ
るにたとへ
て、斯
かく
は詠
よめ
るなるべし。いづこならん地
ところ
はしらねど、真
しん
九く
郎らう
といへ
る
者もの
あり。
年とし
長たけ
たれども
妻つま
を
娶めと
らず、一
チ人の
老らう
母ぼ
を
養やしな
ひ、
油あぶら
を
賈うり
て生
すぎはひ
活とせしが、一
あるとき
日例
れゐ
のごとく油
あぶら
桶をけ
を担
にな
ひて出
いで
けるに、途
と
中ちう
頻しきり
に
大だい
便べん
の
気き
を
催もよほ
し
（１オ）
ければ、
傍かたはら
なる
厠かはや
に入りしが、はからずも
褁どうまき
肚
を
拾ひろ
ひぬ。
中うち
に
一いつ
封ぷう
の
金かね
ありて
重おも
さ三拾両
余あまり
とおぼ
し
）1た
（
	 、真九
郎
歓よろこび
喜
に
堪たへ
ず、
急いそ
ぎ家
帰かへ
りて老母に
対むか
ひ、 「
我われ
今こん
日にち
はからざる
造しあはせ
化
を
得え
て、
許あま
多た
の
金かね
を
拾ひろ
ひたり」と、
褁どうまき
肚
を出して見せけるに、
老母大きに
駭おどろ
きて、 「
你おんみ
いかなる
巧たくみ
をなして此金を
偸ぬすみ
来きた
れるや」と
問と
ふに、真九郎
答こたへ
て、 「
吾われ
敢あへ
て
他ひと
の
物もの
を
盗ぬす
みたるにあらず。何人の
落おと
せしかはしらねど、厠
かはや
の中
うち
に在
あり
しゆゑ拾
ひろひ
取とり
て帰
かへ
れるなり。我
われ
等ら
が
如ごと
き些
ほそもとで
本銭の者
もの
、容
たやすく
易此大
たい
金きん
を得
え
難がた
し。明日より此金を油の本
もとで
銭と
なさば、以
い
前ぜん
に増
まさ
りて双
さう
倍ばい
の利
り
徳とく
あらん」といふに、老母聴
きゝ
て頭
かしら
を
揺ふ
り、 「古
いにし
へより貧
ひん
富ぷ
（まづしきもとめるも）皆
みな
繇めいに
命よる
（天のさづけ）
といへり。
若もし
你おんみ
此金を
得う
るほどの
果くわ
報ほう
あらば、かゝる
貧まづし
き
家いへ
に
生うま
るまじ。
你おんみ
が心を
設まうけ
て
謀はかり
得え
たる金にはあらねど、又
（１ウ）
辛しん
苦く
し
て得
え
たる物にはあらず。功
かう
なくして禄
ろく
を受
うけ
なば、却
かへつ
て其
その
殃わざはひ
を受
うけ
むこ
とをおそる。此金を脱
おと
せる人、もし借
かり
来きた
れる物にて、索
たづね
ても見えざ
る時は、其
苦くるし
みいかばかりなら 。
命いのち
を
失うしな
ふに
至いた
らんもしられず。
吾わが
躬み
つめりて他
ひと
の疼
いた
さを暁
さと
れとは、此
これ
等ら
のことをいふぞかし。你
おんみ
早はや
く
拾ひろひ
取とり
し所に
到いた
り、
若もし
尋たづね
来きた
る人あらば、
速すみやか
に
帰かへ
し
遣つかは
すべし。
譬たと
へ
ば
橋はし
なき
大だい
河が
に
橋はし
ひとつ
造つく
りしごとく、大きなる
陰いん
徳
）11
とく （
		 なれば、
你おんみ
の為
ため
あしきこ あらじ」といへば、真九郎素
もと
より正直なる性
うまれ
なりけ
れば、老母に教
をしへ
訓さと
されてはなはだ其
その
理り
に伏
ふく
し、即
そく
時じ
に褁
どうまき
肚を携
たづさ
へて
本もと
の
厠かはや
の
辺ほとり
に
至いた
れば、
一ひと
叢むれ
の人、一
チ人の男を
囲かこ
み、其男
憤いきどほり
を
含ふくめ
る
さまにて嚷
わめき
居ゐ
たり。元来此男は他
た
国こく
の者なるが、此厠
かはや
に入て金
かね
を脱
おと
し、立帰り 尋
たづぬ
れども其褁
どうまき
肚見えざれば、許
あま
多た
の人
ひと
を傭
やとひ
来きた
り、糞
こひ
坑つぼ
の
中うち
を
（２オ）
探さが
さんとするを見て、
街まち
上なか
の人〴〵すべて此
光ありさま
景
を
見んとて
会つどひ
集あつま
れるなり。真九郎
此この
由よし
を
聴きゝ
て
便すなは
ち
彼かの
人ひと
に
対むか
ひ、 「
其そこ
許もと
の脱
おと
せし金は員
ゐん
数じゆ
何程ありしや」と問
とふ
に、彼
かの
人口
くち
にまかせて「四五
拾両なり」といふ。真九郎これを
聴きゝ
て、 「
白しら
布ぬの
の
褁どうまき
肚
なりや
否いな
や」
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と
問と
へば、
彼かの
人
駭おどろ
きて、 「
寔じつ
に白布の
褁どうまき
肚
なり。
你おんみ
もし
拾ひろ
ひ給はゞ
帰かへ
し
与あたへ
給へ。
我われ
実じつ
に
謝しや
物もつ
（れいのしな）を奉らむ」といふに、
衆ひと
人あまた
の中にも
快くちまめ
嘴
の男ありて、
傍かたはら
より
言ことば
を
発おこ
していふ、 「御両人
半はん
分ぶん
に頒
わかち
給はゞ、
利り
の当
あた
れる所なるべし」 。又傍
かたはら
より言
ことば
を発
おこ
していふ、 「ま
づ何物に納
いれ
て脱
おと
したるや、其主
ぬし
に尋
たづ
ねて後
のち
是ぜ
非ひ
をもいふべきに、拾
ひろひ
主ぬし
、我
われ
から其物をさしていへるは甚
はなはだ
麁そ
忽こつ
なり」など口
くち
〴〵にいひさ
わぐを、真九郎
耳みゝ
にもかけず、 「
実じつ
に
我われ
過さきほど
刻
拾ひろ
ひて
我わが
家いへ
にあり。
你おんみ
我われ
と共
とも
に来
きた
られよ」と、彼
かの
人を誘
いざな
ひて立帰るに、衆
ひと〴〵
人も又跡
あと
につき
て従
したがひ
行ゆ
く。
（２ウ）
真九我
わが
家いへ
に至り、
彼かの
褁どうまき
肚を出して持主に与
あたへ
ければ、
彼人其中を改
あらた
め見て、本
もと
のごとく不
ふ
足そく
なきをしれども、只
たゞ
真九に謝
しや
物もつ
を贈
おく
らむことを恐れ、又衆
ひと
人〴 〵
の主
とりもち
張にて平
へい
分ぶん
にせられんことを悲
かなし
み、
俄にはか
に
欺いつはり
心
を
起おこ
していふ、 「
本もと
我わが
金きん
子す
は五拾両あり。
汝なんぢ
半なかば
を
隠かく
し
たらん。速
すみやか
に出して我
われ
に還
かへ
せ」と荒
あらゝ
かに罵
のゝしり
ければ、 真九大きに怒
いか
り、
「
原もと
此金は
我われ
拾ひろひ
帰かへ
りて老母に見せしに、老母
我われ
に
勧すゝ
めて
原もとの
主ぬし
を
尋たづ
ね
て返
かへ
さしむ。なんぞ然
さ
様やう
の卑
いやし
き事をなさむ」といふに、彼人猶
なほ
争あらそ
ひ
罵のゝし
りてやまず。真九も又屈
むじつ
をいひかけられ、忿
いかり
に堪
たへ
ずして互
たがひ
に争
あらそひ
募つの
り、竟
つひ
に彼
かの
人真九が髻
もとゞり
を取
とつ
て引
ひき
倒たふ
し、拳
こぶし
を上て打
ちやう
擲ちやく
しければ、真九
も又彼
かれ
を搔
かき
むしり、
組くみ
つ転
まろ
びつ揉
もみ
合あひ
ければ、 老母も走
はしり
出いで
て狼
うろたへ
狽騒
さわ
ぎ、
衆ひと
人〴 〵
も声を上て
嚷わめ
き
立たて
、はなはだ
騒さう
動どう
に及ぶ
折をり
から、
目もく
代だい
職しよく
の
官くわん
人にん
、此処を
過よぎり
て此
（３オ）
光景を見給ひ、則ち
捕ほ
卒そつ
（とりて）に
分いひつけ
付
て両人を
拿とら
へ来らしめ、
面めのまへ
前
に引出して
事こと
の
始し
末まつ
を
尋たづね
問と
ふに、
一
チ人はいふ、 「
彼かれ
、
小それがし
人
が金子を拾ひ、
半なかば
を
匿かく
して
還かへ
さず」 。一人
はいふ、 「
小それがし
人
母はゝ
の
言ことば
に
従したが
ひ
他かれ
に
還かへ
せしに、
他かれ
却かへつ
て
小それがし
人
に
屈むじつ
をいひ
かけぬ」 。官
くわん
人にん
衆ひと
人〴 〵
にむかひて、 「誰
たれ
か此
こゝ
所に在
あり
て見
み
証とゞけ
をなす」とい
ふに、
衆ひと
人〴 〵
皆みな
言ことば
を
揃そろへ
て、 「
彼かの
旅たび
人うど
、
厠かはや
の
辺ほとり
にて金子を
落おと
し、人を
傭やと
ひて索
たづぬ
れども見えず。真九自
みづか
ら拾
ひろひ
たりといひて、
他かれ
を引
ひい
て家に帰り、
褁どう
肚まき
を返
かへ
せしこと我〳〵が見る所なり。但
たゞ
金子の多
た
少せう
は我〳〵ども
のしらざる所なり」 。官人すなはち
捕ほ
卒そつ
に
下げ
知ぢ
し、両人と
衆ひと〴〵
人
とを
斉ひと
しく目
もく
代だい
所しよ
に来
きた
らしめ、自
みづか
ら堂
だう
に升
のぼ
りて褁肚と金子とを改め、扨
さて
旅たび
人うど
に対
むかひ
て、 「汝
なんぢ
が金子幾
いかほど
許なりや」と尋給へば、 「五拾両なり」と
答こた
ふ。 「汝彼
かれ
が拾
ひろひ
取と
りし金を見よ。是
これ
かならず汝が物にあらじ」 。旅
人いふ、 「
彼かれ
口くち
より
自みづか
ら
拾ひろひ
得え
（３ウ）
たりと
告まを
す。是
慥たしか
なる
証しやう
拠こ
な
らずや」 。官
くわん
人にん
又いふ、 「他
かれ
もし汝が金を貪
むさぼ
らば、蓋
なんぞ
全まつた
く取
とら
ずして半
はん
分ぶん
を還
かえ
さむや。又他
かれ
自みづか
ら告
つげ
ざらば、 いかにして他
かれ
が拾
ひろ
ひし事をし
るべき。他
かれ
が自
みづか
ら告
つげ
たるをもつて、彼
かれ
が貪
むさぼ
る心なきをしるべし。汝
が失
うしな
ひし金
かね
は五拾両にて、他が拾ひし金は三拾両なり。しかれば此
金は必
かなら
ず汝が物にあらず
別べつ
に一
ある
人ひと
の脱
おと
せる金なるべし」 。 旅人いふ、
「此金子、
実じつ
に
小それがし
人
が物なり。二拾両の
不ふ
足そく
はいふとも
詮せん
なし。ね
がはくば只
たゞ
此三十両を取
とり
て帰
かへ
るべし」 。官
くわん
人にん
いふ、 「員
ゐん
数じゆ
同おな
じからざ
れば汝が物と いはれず。此金子主
ぬし
なき物なれば、真九郎に与
あたへ
て母
はゝ
を養
やしな
ふ助
たすけ
となさしむべし。 汝が五拾両の金は汝みづから索
たづね
出いだ
すべし」
と判
はん
断だん
すでに定
さだま
りければ、 真九郎金を得
え
て喜
よろこ
ぶことおほかたならず、
恩おん
を謝
しや
し、母
はゝ
を扶
たす
けて退
たい
出しゆつ
す。彼旅人、既
すで
に目
もく
代だい
所しよ
の断
さばき
を経
へ
て、い
かんともせんかたなく、
羞はぢ
を
（４オ）
含ふく
み、
涙なみだ
を
噙すゝ
りて
退しりぞ
く。
衆ひと〴〵
人
皆みな
快こゝろよ
しといはざる者なし。原
もと
是これ
他ひと
人を図
はか
らんと思ひて、翻
かへつ
て自
おのれ
己を
失うしな
ふ。自
おのれ
己は羞
はづか
慚しめ
を禀
うく
れど、他
ひと
人は却
かへつ
て歓
よろこび
喜を得
え
たり。爰
こゝ
に又
また
一ひと
箇つ
の
奇
めづらしき
話はなし
あり。
妻つま
ある
者もの
却かへつ
て
妻つま
を
失うしな
ひ、
妻つま
なき
者もの
却かへつ
て
妻つま
を
得え
たるの
一いち
條でう
、彼
かの
真九郎と旅
たび
人うど
と、金ある者は金を失
うし
ひ、金なき者却
かへつ
て金を
得え
しが如
ごと
く、事
じ
蹟せき
は異
こと
なれども天
てん
理り
は全
まつた
く同
おな
じ。事
こと
長なが
けれど再
ふたゝび
これ
を説
とか
む。いづれの頃
ころ
にかありけん、駿
する
河が
の国
こふ
府に、清
きよ
見み
某なにがし
といふ者
もの
あり。同
おな
じ郷
がう
士し
に、高
たか
階しな
慶けい
介すけ
といふ者と代
だい
〳〵の縁
えん
者じや
にして、清
きよ
見み
氏うぢ
の一
いっ
子し
要かなめ
人と、高
たか
階しな
氏うぢ
の一
むすめ
女飛
あすか
鳥と、幼
をさな
きより婚
こん
（えんぐみ）を
約やく
せしが、清
きよ
見み
氏うぢ
の父
ちゝ
母はゝ
、数
す
年ねん
ならざる内に病
びやう
死し
しければ、少
としわか
年の
要かなめ
人、
家か
事じ
（いへのまかなひ）を収
をさむ
るに堪
たへ
ず、
漸やうや
く困
こん
窮きう
になりゆき、
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五三
此頃は只
たゞ
一いつ
軒けん
の破
あばら
屋や
を残
のこ
せるのみにて、殆
ほとんど
飢き
餲かつ
（うゑかはく）に及
ばんとす。
（４ウ）
飛あすか
鳥が父
ちゝ
慶けい
介すけ
、 此ありさまを見て悔
くわい
親しん
（へんがへ）
の
意こゝろ
を
生しゃう
じ、
夫おくがた
人
畝うね
尾を
と
商しやう
議ぎ
（さうだん）するに、畝尾いふ、 「清
見氏
貧まづ
しといへども
幼をさな
きよりの
契いひ
親なづけ
なれば、何とて
離り
縁えん
をなさん
や」 。慶介いふ、 「
只たゞ
人をつかはし、
彼かれ
を
催さい
促そく
して
婚こん
礼れい
を
急いそ
ぎなば、
彼かれ
其その
費いり
用よう
を
致いた
すに
力ちから
なく、
必かなら
ず要人が
許もと
より
退へんがへ
親
を
計はか
らん」 。
畝うね
尾を
これを
聴きゝ
て、 「
娘むすめ
飛あすか
鳥
は
執かたいぢ
拗
なる
性うまれ
質つき
なれば、
操みさを
を
守まも
りておそらく
は従
したが
ふまじ」 。慶介いふ、 「女
むすめ
児家
いへ
に在
あり
ては父
ちゝ
に従
したが
ふといへり。いか
んぞ吾
わ
が言
ことば
を負
そむ
かん。汝
おんみ
折をり
を得
え
て、寛
ゆるやか
に勧
すゝ
め諭
さと
すべし」とありけれ
ば、畝尾も止
や
むことを得
え
ず、夫
をつと
の詞
ことば
にしたがひ、一
あるとき
日娘の房
へや
に入て
父ちゝ
が言
ことば
を伝
つた
へ、 畝尾さま〴〵と語
かた
り諭
さと
しければ、
飛あすか
鳥答
こたへ
ていふやう、
「
婦をんな
の
道みち
を
守まも
る者は、
生しやう
涯がい
只たゞ
一
チ人に
従したが
はんことをねがへり。其一
チ
人の夫
をつと
を定
さだ
むるに、財
たから
を論
ろん
じ貧
まづし
きを嫌
きら
ふは人
ひと
倫の道
みち
にあらねば、父
ちゝ
上うへ
いかに
（５オ）
命おほせ
ありとも、此ことには
従したがひ
難がた
し」 。
畝うね
尾いふ、 「
我わが
夫つま
今要
かなめ
人子
どの
を促
うなが
して婚
こん
礼れい
を急
いそが
しむ。
彼かの
人ひと
もし費
いり
用よう
の足
たら
ざるを思はば、
彼かの
方かた
より離
り
縁えん
をいひ来
きた
るべし。 其時は你
おんみ
いかゞすべきや」 。 飛鳥いふ、
「
要かなめ
人
主ぬし
婚こん
礼れい
をなすに
力ちから
なくして、
是ぜ
非ひ
なく
離り
縁えん
し給はゞ、
妾わらは
は
独ひとり
寐ね
の
閨ねや
を
守まも
り、
一いつ
生しやう
他ほか
へは
嫁よめい
らじ。もし
父ちゝ
上うへ
強しひ
て
逼せま
り給はば、
命いのち
を失
うしな
ふともいとひ侍
はべ
らず」と、赤
せき
心しん
（まこと）面
おもて
にあらはれ、泪
なみだ
を
催もよほ
して
云いひ
放はな
ちければ、畝尾も娘が
操みさを
正たゞ
しきを見て
其その
志こゝろざし
を
憐あはれ
み、心
にひとつの計
はかりごと
を生
しやう
じ、密
ひそか
に要
かなめ
人を招
まね
きて金
かね
子を与
あた
へ、速
すみやか
に婚
こん
礼れい
をな
さしめむ 、
夫をつと
の
他た
行ぎやう
するを
待まち
けるに、
幸さいはひ
なるかな、慶介
三み
河かはの
国くに
に用
よう
事じ
ありて出
いで
行ゆき
しかば、此
この
隙ひま
にこそ事
こと
を計
はか
らめと、私
ひそか
に園
やしき
公もり
の老
らう
人じん
畠はた
平へい
を
招まね
きて、
事こと
の
次し
第だい
委くは
しくいひ
聞き
け、 「かやう〳〵にして
要かなめ
人
を
後うら
門もん
より
来きた
らしめよ。
（５ウ）
決けつ
して人に
語かた
ることなかれ」
と
云いひ
ければ、
畠はた
平へい
直たゞち
に
清きよ
見み
家け
へ
到いた
り見るに、要人は
家いへ
に
不あらず
在
して、
白はく
髪はつ
の
嫗
）11
うば （
		 、
竈かまど
の
下もと
に
火ひ
を
焚たき
居ゐ
たり。
畠はた
平すなはち
嫗うば
にむかひて
夫おくがた
人
の
言ことば
を
伝つた
へ、
嫗うば
をして
要かなめ
人
を
迎むかへ
帰かへ
りて、
吾わが
家や
に
来きた
らしめんことを
計はか
り、 「
是これ
は
夫おくがた
人
の
内ない
意い
にして、此ほ
ど
主しゆ
君くん
の
他た
行ぎやう
ありし
間ひま
なれ
ば、
速すみやか
に
来き
て
時とき
を
誤あやま
るべか
らず」と
頼たのみ
置おき
て帰りけり。
元ぐわん
来らい
此この
要かなめ
人
一
チ
人の
伯をば
母
あ
り。
城じやう
外ぐわい
一いち
里り
余あま
りある
的まと
場ば
の
里さと
の、
八や
十そ
津つ
氏うぢ
に
嫁か
し
けるが、
夫をつと
は
已すで
に
死し
して、
一いつ
子し
佳か
太た
郎らう
が
為ため
に
媳よめ
婦
を
娶めと
り、
家か
内ない
饒ゆたか
に
暮くら
しけり。
此この
日ひ
要人は、
米こめ
を
借から
んが
為ため
に
伯をば
母
の
許もと
に
往ゆき
て
留る
守す
なりし
に、
彼かの
嫗うば
畠はた
平へい
が
言ことば
を
聴きゝ
て、 「此事
遅おそ
くならばあしかるべく、又
密みつ
事じ
なれば人 傭
やと
ひていひ遣
や
らんもあしかるべし」 、隣
となり
家の人に留
る
守す
を
頼たの
みて、
（６オ）
みづから
的まと
場ば
に
到いた
り、
伯をば
母
と要人とに
見まみ
え、畠
平が言
ことば
を仔
こまか
細に語
かた
りければ、要人喜
よろこ
ぶこと大
おほ
方かた
ならず。速
すみやか
に往
ゆか
んこ
とを思へど、此
この
襤つゞ れ
褸の衣
い
服ふく
を着
き
て、岳
しうとの
家いへ
に往
ゆか
んにはあまりに見
み
苦ぐる
し
ければ、幸
さいは
ひに佳
か
太郎が衣
い
服ふく
を借
から
んことを乞
こ
ふ。此佳
か
太郎素
もと
より心
の
正たゞ
しからぬ者なるが、
忽たちま
ちひとつの
悪あく
心しん
を
起おこ
し、
答こたへ
ていふやう、
「
衣い
服ふく
は
容いとやす
易
きことなるが、今日ははや
暮くれ
近ちか
ければ、
高たか
階しな
氏のごと
き豪
がう
家か
は門
もん
戸こ
の出入も便
たより
あらず。且
そのうへ
、家
しもべ
僕等
ら
に聞
きか
れんもさまあしけ
れば、今
こん
夜や
は吾
わが
家いへ
に泊
とま
りて明日はやく行
ゆき
給ふべし。吾
われ
は江
え
尻じり
の駅
えき
に
往ゆく
べき用
よう
事じ
あれば、今夜江
え
尻じり
にいたり、明朝はやく帰
かへ
りて、衣
い
服ふく
を
貸か
し申
まを
すべし」といふに、おの〳〵「然
しか
るべし」と同
どう
じければ 佳
か
- 18 -
かん。
汝
折を得て、
寛
に勧め諭すべし」とありければ、畝尾も止むことを得ず、
夫
の
詞
にした
おんみをり
え
ゆるやか
すゝ
さと
や
え
をつと
ことば
がひ、一日娘の房に入て父が
言を伝へ、畝尾さま〴〵と語り諭しければ、飛鳥
答ていふやう、 「
婦
あるとき
へや
ちゝ
ことば
つた
かた
さと
あ
す
か
こたへ
をんな
の道を守る者は、
生
涯只一
チ人に
従
はんことをねがへり。其一
チ人の
夫
を定むるに、
財
を論じ
貧
みち
まも
しやうがいたゞ
したが
をつと
さだ
たから
ろん
まづし
きを嫌ふは人倫の道にあらねば、父上いかに
（５オ）
命ありとも、此ことには
従
難し」 。畝尾いふ、
きら
ひ
と
みち
ちゝうへ
おほせ
したがひがた
うね
「我夫今要人子を促して婚礼を急しむ。彼人もし費用の足ざるを思はば、彼方より離縁をいひ来る
わがつま
か
な
め
どの
うなが
こんれい
いそが
かのひと
いりよう
たら
かのかた
り
えん
きた
べし。其時は
你いかゞすべきや」 。飛鳥いふ、 「要人主婚礼をなすに力なくして、是非なく離縁し給おんみ
か
な
め
ぬしこんれい
ちから
ぜ
ひ
り
えん
はゞ、
妾
は
独
寐の閨を守り、一
生
他へは
嫁
らじ。もし父上強て逼り給はば、
命を
失ふともいと
わらは
ひとり
ね
ねや
まも
いつしやうほか
よめい
ちゝうへしひ
せま
いのち
うしな
ひ侍らず」と、赤心
（まこと）
面にあらはれ、泪を催して云放ちければ、畝尾も娘が操正しきを見
はべ
せきしん
おもて
なみだ
もよほ
いひはな
みさをたゞ
て其
志
を
憐み、心にひとつの
計
を
生じ、密に要人を招きて金子を与へ、
速
に婚礼をなさし
そのこゝろざし
あはれ
はかりごと
しやう
ひそか
か
な
め
まね
か
ね
あた
すみやか
こんれい
めむと、
夫
の他
行
するを待けるに、
幸
なるかな、慶介三
河
国に用事ありて出行しかば、此隙に
をつと
た
ぎやう
まち
さいはひ
み
かはのくに
よう
じ
いでゆき
このひま
こそ事を計らめと、私に
園公の老人畠平を招きて、 事の次第委しくいひ聞け、 「かやう〳〵にして要人
こと
はか
ひそか
やしきもり
らうじんはたへい
まね
こと
し
だいくは
き
か
な
め
を後門より来らし よ。
（５ウ）
決して人に語ることなかれ」と云ければ、畠平
直
に清見家へ到り見
うらもん
きた
けつ
かた
いひ
はたへい
たゞち
きよ
み
け
いた
るに、 要人は家に不在して、 白髪の嫗
、竈の下に火を焚居たり。 畠平すなはち嫗にむかひて夫人の言
いへ
あ
ら
ず
はくはつ
うば
かまど
もと
ひ
たき
ゐ
はた
うば
おくがた
ことば
(23)
を伝へ、 嫗をして要人を迎帰りて、 吾家に来らしめんことを計り、 「是は夫人の内意にして、 此ほど主君
つた
うば
か
な
め
むかへかへ
わが
や
きた
はか
これ
おくがた
ない
い
しゆくん
の他行ありし間なれば、速
に来て時を誤るべからず」 と頼置て帰りけり。元来此要人一
チ人の伯母
た
ぎやう
ひま
すみやか
き
とき
あやま
たのみおき
ぐわんらいこの
か
な
め
を
ば
あり。
城
外
一里余りある的場の里の、八
十津氏に嫁しけるが、
夫
は已に死して、一子佳太郎が為
じやうぐわいいち
り
あま
まと
ば
さと
や
そ
つ
うぢ
か
をつと
すで
し
いつ
し
か
た
らう
ため
に媳婦を娶り、家内
饒
に暮しけり。此日要人は、米を借んが為に伯母の許に往て留守なりしに、彼
よ
め
めと
か
ないゆたか
くら
この
ひ
こめ
から
ため
を
ば
もと
ゆき
る
す
かの
嫗畠平が
言
を聴て、 「此事遅くならばあしかるべく、又密事な
うばはたへい
ことば
きゝ
おそ
みつ
じ
れば人を傭ひていひ遣らんもあしかるべし」 と、 隣家の人に留守
やと
や
と
な
り
る
す
を頼みて、
（６オ）
みづから的場に到り、伯母と要人とに見え、
たの
まと
ば
いた
を
ば
まみ
畠平が言を仔細に語りければ、要人喜ぶこと大方ならず。速
ことば
こ
ま
か
かた
よろこ
おほかた
すみやか
に往んことを思へど、此襤褸 衣服を着て、
岳
家に往んには
ゆか
この
つ
ゞ
れ
い
ふく
き
しうとのいへ
ゆか
あまりに見苦しければ、
幸
ひに佳太郎が衣服を借んことを乞
み
ぐる
さいは
か
い
ふく
から
こ
ふ。此佳太郎素より心の正しからぬ者なるが、
忽
ちひとつの
か
もと
たゞ
たちま
悪心を起し、
答て ふやう、 「衣服は容易 ことなるが、今日
あくしん
おこ
こたへ
い
ふく
とやす
ははや暮近ければ、高階氏のごとき豪家は門戸の出入も
便
あ
くれちか
たかしな
がう
か
もん
こ
たより
らず。
且
、家僕等に聞れんもさまあしければ、今夜は吾家に泊
そのうへ
し
も
べ
ら
きか
こん
や
わがいへ
とま
りて明日は く行給ふべし。 吾は江尻の駅 往べき用事あれば、
ゆき
われ
え
じり
えき
ゆく
よう
じ
今夜江尻にいたり、明朝はやく帰りて、衣服を貸し申すべし」
え
じり
かへ
い
ふく
か
まを
といふに、おの〳〵「然るべ 」と同じければ、佳太郎し ま
しか
どう
か
したりと大きに
喜
び、
密
に
新
き衣服に
（７ウ）
あらため、家
よろこ
ひそか
あたらし
い
ふく
いへ
を出、江尻の方へは往かずして、府中に向ひて急に走り 高階氏の門に到りて、内
え
じ
かた
ゆ
ふ
ちう
むか
きふ
はし
たかしな
かど
いた
うち
の動静を窺ひ居たり。此時高階家には、夫人畝尾、畠平に下知 て後 開きて待 むる所に 夜中
や
う
す
うかゞ
ゐ
たかしな
け
おくがたうね
を
はたへい
げ
ぢ
うらもん
ひら
また
や
ちう
一
チ人の後生、斉整
（りつぱ）
の衣服を着し、慌はしく走来りけるが、門の
傍
に
站
て敢て進まず。畠
わかもの
せい〳〵
い
ふく
ちやく
いそが
はせきた
かたはら
たゝずみ
あへ
すゝ
はた
平これを見て、 「君は清見氏の聟君にてはわたらせ給
はずや」といふに、佳太郎好図と嬉しく思ひ、
きみ
きよ
み
うぢ
むこぎみ
よき
ず
うれ
「いかにも小人清見要人なり。夫人の招きによりて爰 来る 此由告て給はらむか」 畠平
直
に
請
それがしきよ
み
か
な
め
おくがた
まね
こゝ
きた
このよしつげ
たゞち
しやう
じて内に入らしめ、 夫人に斯 報じければ、 畝尾すな ち老女を出 内室 招 しむ。 又両 の了鬟、
おくがた
かく
はう
うね
を
らうぢよ
おくのま
まね
こしもと
燈燭を取て前に立ち、弯曲て内室に たる 、正 是、朱楼
（あけ たかどの）
画閣
（ゑがきいろどりし
ともしび
とり
さき
た
まがり〳〵
おくのま
まさ
これ
しゆろう
ぐわかく
いへ）
ともいふべき居室の結構、目も及ばざることどもなり。
（８オ）
佳太郎元来軽き出身の者なれば、
い
へ
ゐ
けつかう
め
およ
ぐわんらいかろ
み
も
と
かゝる富貴の家にはじめて来り、二
ツには村
郎にて文筆の事を暁さず、三
〔ツ〕
には要人を
偽りて来り
ふう
き
いへ
ふた
ゐなかびと
ぶんぴつ
さと
み
か
な
め
いつは
（６ウ・７オ）
（６ウ・７オ）
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太郎しすましたりと大きに喜
よろこ
び、
密ひそか
に新
あたらし
き衣
い
服ふく
に
（７ウ）
あらため、
家いへ
を出、江
え
尻じり
の方
かた
へは往
ゆ
かずして、府
ふ
中ちう
に向
むか
ひて急
きふ
に走
はし
り、高
たか
階しな
氏
の
門かど
に
到いた
りて、
内うち
の
動やうす
静
を
窺うかゞ
ひ
居ゐ
たり。此時
高たか
階しな
家け
には、
夫おくがた
人
畝うね
尾を
、
畠はた
平へい
に下
げ
知ぢ
して後
うら
門もん
を開
ひら
きて待
また
しむる所に、
夜や
中ちう
一
チ人の後
わかもの
生、
斉せい
整〳 〵
（りつぱ）の衣
い
服ふく
を着
ちやく
し、慌
いそが
はしく走
はせ
来きた
りけるが、門の傍
かたはら
に站
たゝずみ
て
敢あへ
て
進すゝ
まず。
畠はた
平これを見て、 「
君きみ
は
清きよ
見み
氏うぢ
の
聟むこ
君ぎみ
にてはわたら
せ給はずや」といふに、佳太郎
好よき
図ず
と
嬉うれ
しく思ひ、 「いか も
小それがし
人
清きよ
見み
要かなめ
人なり。
夫おくがた
人の招
まね
きによりて爰
こゝ
に来
きた
る。
此この
由よし
告つげ
て給はらむか」 。
畠平直
たゞち
に請
しやう
じて内に入らしめ、夫
おくがた
人に斯
かく
と報
はう
じければ、畝
うね
尾を
すなは
ち老
らう
女ぢよ
を出して内
おくのま
室に招
まね
かしむ。又両人の了
こしもと
鬟、燈
ともしび
燭を取
とり
て前
さき
に立
た
ち、弯
まがり
曲〳 〵
て内
おくのま
室にいたるに、正
まさ
に是
これ
、朱
しゆ
楼ろう
（あけのたかどの）画
ぐわ
閣かく
（ゑがきいろどりしいへ）ともいふべき
居いへゐ
室
の
結けつ
構かう
、
目め
も
及およ
ばざる
ことどもなり。
（８オ）
佳太郎
元ぐわん
来らい
軽かろ
き
出みもと
身
の者なれば、かゝる
富ふう
貴き
の家
いへ
にはじめて来り、
二ふた
ツには村
ゐなか
郎びと
にて文
ぶん
筆ぴつ
の事を暁
さと
さず、
三み
〔ツ〕
には要
かなめ
人を偽
いつは
りて来りしゆゑ、
危き
懼く
（あやふさこはさ）の心を抱
いだ
き、
意い
気き
（こゝろもち）はなはだ舒
のびやか
展ならず。礼
かたち
貌卑
いや
しく、
語ことば
言渋
しぶ
りて、
大たい
家か
（いへがら）の子
し
弟てい
（こども）のごとくならず。畝
うね
尾を
心の中
うち
に
いぶかりけるが、又想
おも
へば、諺
ことわざ
に貧
ひん
すれば鈍
どん
するといふごとく、貧
ひん
困こん
なるゆゑにおのづから器
き
量りやう
も狭
せま
りしものならむと、却
かへり
て憐
あはれみ
の心を
起おこ
し、 まづ酒
しゆ
飯はん
を出して管
もてな
待し、
扨さて
飛あすか
鳥をも呼
よび
出いだ
して傍
かたはら
に居
を
らしむ。
佳か
太郎、
小むすめ
姐
を
竊しのび
眼め
に見るに、
姿し
色しよく
端あてやか
麗
なりければ、
密ひそか
に心を
動うご
かせども、
飛あすか
鳥は深
しん
窓そう
に養
やしな
はれし身
み
の、 はじめて丈
をつと
夫に見
まみゆ
るなれば、
恥はづ
かしさいはんかたなく、只
たゞ
頭かうべ
を低
たれ
て言
こと
を出
いだ
さず。畝
うね
尾を
しばらくあ
りて
後のち
、
飛あすか
鳥
が
（８ウ）
操みさを
を
守まも
ることども
具つぶさ
に
語かた
り
出いで
けるに、佳太
郎面
おもて
を赤
あか
らめて一
いちごん
言の答
こたへ
もなく、膝
ひざ
に開
ひら
きつ塞
すぼ
めつして、扇
あふぎ
子に声
こゑ
を出
いだ
さしむる み。畝尾は他
かれ
が少
としわか
年にて害
はぢらふ
羞とのみ思ひて、些
すこし
のあ
やしみをもなさず。佳太郎此
この
坐ざ
に在
あ
ることは、漆
ぬりぼん
盒の上
うへ
に蝦
が
蟇ま
（ひ
きがへる）を放
はな
ちたるがごとく、はなはだ局
きづまり
促にして只
たゞ
冷ひやゝか
なる汗
あせ
を
拭ぬぐ
ふのみ。元
ぐわん
来らい
酒さけ
を好
この
めども、盃
さかづき
をとれば手
て
もと震
ふる
へ、僅
はづか
に一
ひと
雫しづく
を
下くだ
せば、
咽のんど
の鳴
なる
音おと
に恥
はぢ
らひ、やう〳〵
些すこし
計ばかり
を飲
の
むに、畝尾強
しひ
てすゝ
めず、
直たゞち
に酒
しゆ
盃はい
を収
とり
拾をさめ
させ、
一ひと
室ま
に臥
やぐ
具を設
まう
けて佳
か
太郎を宿
やど
さしむ。
仮にせ
公むこ
子、仮
かり
に帰
き
宅たく
せんことを乞
こ
ふに、畝尾敢
あへ
て従
したが
はず、 「縁
えん
者じや
の家
いへ
、
何の隔
きやく
意い
（えん よ）かあらん。我
われ
等ら
又密
ひそか
に語
かた
るべき事あり」とい
ふに、
仮にせ
公む
子こ
、
心しん
中ちう
暗あん
（ひそか）に
喜よろこ
び、
婢こしもと
女
に
誘いざな
はれて
東ひがしの
廂ざしき
に
安やすみ
歇
ぬ。畝尾、
女むすめ
児
と共に
房へや
に入り、
（９オ）
篋てばこ
の
中なか
より
私し
房ばう
（ほ
まち）の
銀ぎん
子す
（かね）
二に
貫くわん
目め
あまりを
取とりいだ
出
し、又
銀ぎん
盃ぱい
（しろがね
のさかづき）二
に
対つい
、玳
たいまい
瑁の笄
かうがひ
簪かんざし
など、約
およそ
三貫目余
あま
りに値
あた
るべき物
もの
を
飛あすか
鳥
に
与あた
へて、 「
你おんみ
此物を
携たづさへ
行ゆき
て
郎むこどの
君
に
与あた
へ、
婚こん
礼れい
の
雑いりよう
費
になさし
むべし」といふに、飛鳥
害はぢらひ
羞
て、 「
妾わが
身み
いかでかかやうの事を
做な
し
得え
ん」といふに、畝尾又いふ、 「
你おんみ
みづから
携たづさ
へ
行ゆき
て、
夫めをと
婦
の
情なさけ
を
もつて他
かの
人ひと
に与
あた
へんに、郎
むこどの
君いかでか拒
こば
み給はむ。你
おんみ
もし羞
はぢ
らひて
此物を与
あた
へずは、婚
こん
礼れい
整とゝの
ふ時
をり
なく、其時悔
くゆ
るとも甲
かひ
斐なからん。此
品しな
〴〵、
你おんみ
の
袖そで
に
隠かく
して
携たづさ
へゆき、必ず人に見すべからず」 。飛鳥
此道
だう
理り
を聴
きゝ
て、 「いかにも命
おほせ
に従
したが
ひまゐらせん。されど妾
わが
身み
ひとり、
いかでか
彼かしこ
所
に
到いた
り申すべき」といふに、 「
然さ
らば
乳めのと
人
を
你おんみ
に
添そへ
て
往ゆか
しめん」とて、
即そく
時じ
に
乳めのと
人
を
招まね
き、 「
汝なんぢ
人ひと
静しづま
りて
後のち
、
飛あすか
鳥
を
送おく
りてひそかに
東ひがし
廂ざしき
に
（９ウ）
到いた
らしめよ」といひ
終をは
り、又
口くち
を
耳みゝ
に
よせて、 「
汝なんぢ
送おく
り
行ゆき
て内に入らず、
只たゞ
外そと
に
在あり
て二人
リの目にかゝら
ぬやうにすべし」と委
くは
しくいひつけければ、乳
めのと
人其意
こゝろ
を会
ゑ
得とく
し、家
か
内ない
の寐
ね
静しづま
るを待
まち
居ゐ
たり。斯
かく
て仮
にせ
公む
子こ
は、ひとり東
ひがし
廂ざしき
に在
あり
て睡
ねぶ
らず
て
待まち
居ゐ
けるに、夜中にいたりて
果はた
して
老らう
婆ば
出来り、 「
小むすめご
姐
みづから
爰こゝ
に来
き
給ふ」といふに、仮
にせ
公む
子こ
慌いそが
はしく迎
むかへ
入い
れ、傍
かたはら
に坐
ざ
して世
うきよ
説ばなし
を
なす。
佳か
太郎、
夫おくがた
人
の
前まへ
にては
心こゝろ
臆おく
して
一いち
言ごん
をも
出いだ
し
得え
ざりしが、
今飛鳥にむかひては、
彼かれ
が心
協かな
ふべき
絮
やはらかなる
話はなし
をなしてさま〴〵に
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阿おもね
るに、飛鳥もはじめは恥
はぢ
らひて頭
かうべ
を低
た
れ、声
こゑ
を呑
の
み、とかく退
しりぞ
き
勝がち
なりしが やう〳〵に心定
さだ
まり、委
い
細さい
の事を語
かた
り出し、覚
おぼ
えず泪
なみだ
に袖
そで
をしぼるに、仮
にせ
公む
子こ
も又鼻
はな
を啜
すゝ
り、涙
なみだ
を呑
のみ
て、仮
かり
に悲
ひ
泣きう
（かな
しみ）の
態かたち
をなす。飛鳥すなはち
袖そで
の
中うち
より、
白しろ
（
10オ）
銀がね
と
笄かうがひ
簪かんざし
などを出して手にわたせば、仮
にせ
公む
子こ
取とり
て数
あまた
回たび
おしいたゞき、深
ふか
く
夫おくがた
人の厚
なさけ
情を謝
しや
しけるが、誤
あやま
ちたるふりにて燈
ともしび
を吹
ふき
消け
し、やがて飛
鳥が手
て
をとりて歓
よろこび
を求
もと
むるに、飛鳥声
こゑ
を立
たて
なば婢
こしもとども
女等に聞
きこ
えて、大
だい
事じ
を
壊やぶ
らん事をおそれ、
是ぜ
非ひ
なく
袖そで
を
顔かほ
に
当あて
て、
他かれ
が
挙ふるまひ
動
に
従したが
ふ。
古いにしへ
より、事
こと
三み
たび思
おも
はざれば終
つひ
に後
こう
悔くわい
ありといふごとく、畝尾密
ひそか
に
金をあた て親
しん
事じ
（えんぐみ）を為
な
さしめんとするは、はなはだ善
よき
計はからひ
なれども、是
これ
ほどの大
たい
儀ぎ
なれば、畠
はた
平をして委
くは
しく要
かなめ
人が面
かほ
を見
せしめ、又他
かれ
に遇
あひ
ても、みづから委
い
細さい
を語
かた
りて後
のち
彼かの
品しな
をあたへ、此
この
夜よ
直たゞち
に帰らしめなば、
斯かく
までの
大だい
事じ
には
及およ
ぶまじきを、
女むすめ
児
を
東ひがし
廂ざしき
に遣
つか
はして他
かれ
に贈
おく
らせしは、門
もん
を開
ひら
きて盗
たう
賊ぞく
を招
まね
くがごとく、な
んぞ
一いち
大だい
事じ
を
起おこ
さざらん。
是これ
女むすめ
児
を
愛あい
するよりして、
却かへり
て
（
10ウ）
女むすめ
児が終
しう
身しん
（いつしやう）を誤
あやま
る。全
まつた
く畝
うね
尾を
が私
し
計けい
（ないしやうご
と）の罪
つみ
といふべし。天
よあけ
明てより畝
うね
尾を
、仮
にせ
公む
子こ
に朝飯を喫
くは
しめ、又
心を
添そへ
て、 「
拙わが
夫つま
ひさしからずして
家いへ
に帰らんまゝ、
賢むこどの
婿
はやく
准ようい
備をなして怠
おこた
ることなかれ」と、丁
てい
寧ねい
に言
ことば
を尽
つく
して、又後
うら
門もん
より
送おくり
出いだ
さしむ。
佳か
太郎
思おも
ふやう、 「
我われ
思はざるに
大たい
家け
の
閨むすめ
女
を
騙だま
し、
又
許あま
多た
の
財たから
を
得え
て、
些すこし
も
馬まこと
脚
を
露あらは
さゞるは
万まん
分ぶん
の
僥さいはひ
倖
といふべし。
只たゞ
今日
要かなめ
人
また来らば、
十じふ
分ぶん
の
美び
（よきつがふ）といふべからず。
高たか
階しな
の
主あるじ
人
ひさしからずして帰らむと
聴き
けば、
我われ
今一
チ日要人を
待また
せ置
お
き、明日放
はな
ち帰らしめん。其
その
間うち
に慶介もし家に帰りなば、彼
かれ
ゆ
くことを
得え
ずして十
分ぶん
によかるべし」と
計けい
較かう
（もくろみ）を
定さだ
め、
まづ酒
さか
廛や
にいたりて数
す
盃はい
を傾
かたぶ
け、やう〳〵午
ひるすぎ
後に及びて家に帰りけ
るに、
要かなめ
人は佳
か
太郎が帰り来るを、 今朝より待
まち
居を
れども帰り来らず、
衣い
（
11オ）
服ふく
を
借かり
得え
ざれば帰るべきにもあらず。
伯をば
母
も
心こゝろ
を
燥いら
ち、
家け
頼らい
を遣
つか
はして江
え
尻じり
の駅
ゑき
を尋
たづね
さするに、其
その
行ゆく
方へ
をしらざれば、媳
よめ
婦
の
小こ
鷹たか
が
房へや
に入りて、 「
児せがれ
子
が
衣い
服ふく
ありや」と
問と
ふに、
小こ
鷹たか
答こたへ
て、
「
丈をつと
夫
みづから
箱はこ
の
中うち
に
納をさ
めて、
鑰かぎ
を
留とゞめ
ず」といふ。
元ぐわん
来らい
小こ
鷹たか
は、
平へぐり
群
左さ
右う
馬ま
が
女むすめ
児
にして
顔がん
色しよく
艶えん
麗れい
（かほかたちうるはしく） 、しか
のみならず好
このみ
て書
しよ
を読
よ
み、略
ほゞ
道だう
理り
に通
つう
ず。左
さ
右う
馬ま
は近
きん
辺ぺん
に名
な
高だか
き豪
がう
傑けつ
にして、
弱よわ
きを救
すく
ひ、
強つよ
きを折
くぢ
くの俠
けふ
士し
（をとこぎの人）なるが、
或ある
人ひと
他かれ
を憎
にく
みて罪
つみ
に陥
おとしい
れんとせしを、佳
か
太郎が父
ちゝ
、要
かなめ
人が
父ちゝ
と心を
合あは
せ、其
その
冤むじつ
を救
すく
ひしかば、左
さうま
右馬深
ふか
く其
その
恩おん
を感
かん
じ、女
むすめ
児小
こ
鷹たか
を以
もつ
て
媳よめ
とはしけるなり。此
この
小こ
鷹たか
、父
ちゝ
に似
に
て些
すこし
の俠
けふ
気き
（たてひき）ありし
が、丈
をつと
夫の愚
おろか
にして、且
かつ
不よからぬ
良心
こゝろ
あるを見て、平
つね
常〴 〵
睦むつま
しからず。衣
い
服ふく
の
類るい
も佳太郎みづから
収とり
拾をさめ
て、
小こ
鷹たか
には
管かま
（
11ウ）
はせざるゆゑ、
自みづか
ら鑰
かぎ
を携
たづさ
へて出
いで
ゆきしなり。
斯かく
て伯
を
母ば
甥をひ
両人こゝろ焦
いらち
てある所に、
佳太郎満
まん
面めん
（まつかに）酒
しゆ
気き
（ゑひ）を帯
おび
て浮
ふら
浪〳〵として帰り来
きた
るに、
老はゝおや
娘
罵のゝし
りていふ、 「要人
此こゝ
所
に
在あり
て
汝なんぢ
が
衣い
服ふく
を
待ま
つに、
汝なんぢ
何いづく
方
に
行ゆき
てか
日ひ
を
費つひや
し、
家いへ
には帰り来らざるや」 。佳太郎
一いちごん
言
の
応いらへ
答もなく、
直たゞち
に自
おのれ
己が房
へや
に入て袖
しう
裏り
（そでのうち）の物を取
とり
出いだ
し、
密ひそか
に
蔵かく
し
置おき
て
後のち
、やう〳〵出来り要人に
対むか
ひていふ、 「
適たま〳〵
聊いさゝか
の
用よう
事じ
に隙
ひま
どりて你
おんみ
の用
よう
を欠
かき
たり。ねがはくは怪
あやし
まるゝことなかれ。今日
も
早はや
暮くれ
に
逼せま
りたれば、明日家に帰り給はんや」 。
老はゝおや
娘
又
詈のゝし
りて云、
「
汝なんぢ
只
衣い
服ふく
を出して
貸かしあた
与
へよ。
他かれ
が用事は他が心に
任まか
す。今日明日
に管
かま
ふことなかれ」 。要人いふ、 「只
たゞ
衣い
服ふく
のみならず、佩
わきざし
刀のたぐひ
も亦
また
恩おん
借しやく
を乞
こ
ふ」 。佳
か
太郎いふ、 「吾
わが
佩わきざし
刀、柄
つか
糸いと
損そこね
しゆゑ工
しよく
人にん
の許
もと
に
遣つかは
し
置おき
しが、今夜取来りて
（
12オ）
明朝早く
貸かし
まゐらせん」 。要人
せんかたなく又一夜を
過すご
し、明朝に
至いた
るに、佳太郎
宿ふつか
酔ゑひ
に
悩なや
み、
頭かしら
疼いた
きとて
起おきあが
上
らず。
漸やうや
く
巳よつどき
時
に至りて
起おきいで
出、
早あさめし
飯
を
喫くら
ひ、
慢ゆる
々〳 〵
として衣
い
服ふく
佩わきざし
刀を貸
かしあた
与へければ、姑
はゝおや
娘これを包
ふろしき
袱に包
つゝ
み、又数
す
升しやう
の
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白はく
米まい
、
些すこし
の
野あを
菜もの
等など
、一
チ
人
の
家しもべ
僕
に
担にな
はせて要人を
送おく
り
出いだ
し、又
告つげ
ていふ、 「
你おんみ
の
婚こん
礼れい
成じやう
就じゆ
しなば、はや
く
吾われ
に
告つげ
て
我わが
牽こゝろ
掛がゝり
を
停やめ
し
めよ」 。要人
礼れい
をなして立
出るに、
佳か
太郎
門もん
外ぐわい
に
送おく
り
出、
示しめ
していふ、 「
足そこ
下
今
より
高たか
階しな
家け
に
往ゆき
給はゞ、よ
く
心こゝろ
を
用もち
ひよ。
他かれ
が心の
中うち
、
真まこと
か
仮うそ
かいまだしるべ
からず。
我われ
思ふに、
表おもて
門もん
よ
り
明あきら
かに
進すゝ
むべし。
若もし
後うら
門もん
の
花はな
園ぞの
曠くわう
野や
（のひろき）
の
地ち
に入りて、
他かれ
が
真まこと
情
な
らざるときは、歩
ほ
（あゆみ）を退
しりぞく
るに所なからむ。只
たゞ
こゝろをつけ
て、
仔こまか
細
に
想おも
ふべし」といふに、要人その
用こゝろ
意づかひ
を
謝しや
し、
急いそ
ぎ家に
（
13ウ）
帰りて衣
い
服ふく
を整
とゝの
へけるが、
便かみいれ
袋はなはだ損
そん
じて見
み
苦ぐる
しければ、
隣となり
家より火
ひ
熨の
斗し
を借
かり
来りて皺
しは
を熨
の
し、又飯
めしつぶ
顆を取て破
やぶ
れを補
おぎな
ひ、又
は墨
すみ
にて塗
ぬり
かくし等
など
、かれこれ時
とき
を移
うつ
し、漸
やうや
く扮
いでた
ち得
え
て斉
せい
整〳 〵
（りつ
ぱ）になりければ 纔
はづか
に進
すゝ
みて高
たか
階しな
家け
に到
いた
るに、門
もん
公ばん
これを見て生
しらぬ
客ひと
なりと思ひ、 「
主しゆ
君くん
此この
節せつ
他た
国こく
に
行ゆき
て
留る
守す
なれば、
帰き
国こく
の
後のち
再ふたゝ
び来
り給へ」といふに、要人
舒しづか
に
答こたへ
ていふ、 「
汝なんぢ
夫おくがた
人
に
告つげ
て、要人が来
れる由
よし
をいふべし」とあるに、門
もん
公ばん
はじめて清
きよ
見み
氏うぢ
なることをしれ
ども、 何ゆゑに来れる事をしらざれば、 又答
こたへ
て、 「主
しゆ
人じん
家いへ
に在
あら
ざれば、
猥みだ
りに報
はう
じがたし」といふ。要人これを聴
きゝ
て、夫
おくがた
人の招
まね
きによりて
来きた
れる由
よし
を
演のべ
ければ、門
もん
公ばん
内に入て此旨
むね
を告
まを
す。畝
うね
尾を
これを聴
きゝ
ては
なはだ怪しみ、 「
他かれ
何事ありてか
再ふたゝ
び又
来きた
れる」と、
正おもて
庁ざしき
に
迎むか
へ入
らしめ、
乳めのと
人
を出して
（
14オ）
縁わけ
故
を
尋たづ
ねしむるに、
乳めのと
人
出来りて
一ひと
目め
見るより、
忽たちま
ち
駭おどろ
きて
走はしり
入り、
夫おくがた
人
にむかひていふやう、 「今
日の婿
むこ
公ぎみ
は仮
にせ
公も
子の
にて、前
ぜん
夜や
の人にあらず。前
ぜん
夜や
の人は色
いろ
黒くろ
く麻
ま
臉けん
（みつちやづら）なりしが、今日の人は
色いろ
白しろ
く
形かたち
肥こえ
ず、十
分ぶん
（あつ
ぱれ）の
好かう
男だん
子し
（いろをとこ）なり」 。
畝うね
尾を
誠まこと
とせず、
自みづか
ら
庁
おもてざしき
にい
たり、障
しやう
子じ
の陰
かげ
より伺
うかゞひ
見るに、果
はた
して前
ぜん
夜や
の人にあらず。心中はな
はだ疑
うたが
ひ、乳
めのと
人を出して尋
たづ
ねしむるに、言
ことば
語清
あざやか
爽にして少しも滞
とゞこほ
ら
ず。畝尾はじめに仮
にせ
公むこ
子を見し時、心中少
すこ
しく疑
ぎ
惑わく
ありしが、今日
の
婿むこ
は
容すがた
貌
端みやびやか
麗
に、
語ことば
言づかひ
文ぶん
雅が
ありて、
真まこと
に
清きよ
見み
氏うぢ
の
嫡ちやく
子し
といふべ
き人
ひとがら
物なれば、又乳
めのと
人を出して、今日何の故
ゆゑ
に来れるぞと問
とは
しむる
に、要
答こたへ
ていふ、 「
前さきごろ
日
老やしきもり
園公
をして
小それがし
人
を
招まね
き給ふ所、をりふ
し他
た
所しよ
に滞
たい
留りう
し、漸
やうや
く今日家に帰り、特
わざ〳〵
来りて謁
まみえ
奉る。望
のぞ
むらくは
遅おそ
緩なはり
し
罪つみ
を
恕ゆる
し
（
14ウ）
給へ」 。畝尾これを
聞きゝ
て、
真まこと
の
婿むこ
なること
を
暁さと
りけるが、只
前ぜん
夜や
来きた
りし
者もの
は何
奴やつ
ならんと
慌いそがは
忙
しく
房へや
に入り、
飛あすか
鳥
に此
由よし
を
語かた
りて、 「
都すべ
て
是これ
、
夫をつと
が
天てん
理り
を思はざるより
起おこ
りて、
你おんみ
の身
み
を傷
やぶ
りしこと、後
こう
悔くわい
すれども及ばず。幸
さいはひ
に他
た
人にん
のしることな
けれど、今女
むこどの
婿こゝに在
あり
て、贈
おく
るべき一物
しな
なきをいかにせん」とい
ふに、飛
あすか
鳥大きに呆
あき
れおどろき、千
ちゞ
の針
はり
にて吾
わが
身み
を刺
さす
がごとく、愁
うれ
へ
悶もだ
えてしばらく物をもいはざり が、
漸やう
〳〵に心をさだめ、 「
母はゝ
上うへ
まづ聟
むこ
君ぎみ
に謁
まみ
え給へ。妾
わらは
少しく計
はか
らふ旨
むね
あり」といひければ、畝
尾飛鳥が詞にしたがひ 出て
要かなめ
人
に
対たい
面めん
するに、要人
岳しうとめ
母
を見て
慇ねんごろ
懃
に
礼れい
を
謝ほどこ
し、 「
在それがし
下
家いへ
貧まづし
くして
多おほ
く
礼れい
を
失うしな
ふことあり。
幸さいはひ
に
岳しうとめぎみ
母公
の
不とりたて
棄
に
逢あ
ふ。此恩
死し
すとも
敢あへ
て
忘わす
れじ」 。畝尾心に
恥はぢ
入い
り
て
答こた
ふべき
詞ことば
なく、
乳めのと
人
を
（
15オ）
して
飛あすか
鳥
を
呼よび
来きたり
てまみえしめむ
とす。飛
あすか
鳥は簾
みす
の中
うち
に在
あり
て窺
うかゞ
ひ見れども、いかでか此
こゝ
処に来
き
てまみ
ゆべき。
只たゞ
乳めのと
人をして言
ことば
を伝
つた
へていふ、 「君
きみ
いかなれば他
よそ
所にありて、
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の閨女を騙し、又許多の
財
を得て、
些
も馬脚を
露
さゞるは万分の僥倖といふべし。只今日要人ま
む
す
め
だま
あま
た
たから
え
すこし
ま
こ
と
あらは
まんぶん
さいはひ
たゞ
か
な
め
た来らば、十分の美
（よきつがふ）
といふべからず。高階の主人ひさしからずして帰らむと聴けば、我
じふぶん
び
たかしな
あ
る
じ
き
われ
今一
チ日要人を待せ置き、明日放ち帰らしめん。其間に慶介もし家に帰りなば、彼ゆくことを得ずし
また
お
はな
そのうち
かれ
え
て十分によかるべし」と計較
（もくろみ）
を定め、まづ酒廛にいたりて数盃を
傾け、やう〳〵午後に
ぶん
けいかう
さだ
さか
や
す
はい
かたぶ
ひるすぎ
及び 家に帰りけ に、要人は佳太郎が帰り来るを、今朝より待居れども帰り来らず、衣
（
オ）
服
か
な
め
か
まち
を
い
ふく
11
を借得ざれば帰るべきにもあらず。伯母も心を燥ち、家頼を遣はして江尻の駅を尋さするに、其行方
かり
え
を
ば
こゝろ
いら
け
らい
つか
え
じり
ゑき
たづね
そのゆく
へ
をしらざれば、媳婦の小鷹が房に入りて、 「児子が衣服ありや」と問ふに、小鷹
答て、 「丈夫みづ
よ
め
こ
たか
へや
せ
が
れ
い
ふく
と
こ
たかこたへ
を
つ
と
ら箱の中に納め 鑰を
留
ず」といふ。元
来小鷹は、平群左右馬が女児にして顔色
艶麗
（かほかた
はこ
うち
をさ
かぎ
とゞめ
ぐわんらい
こ
たか
へ
ぐ
り
さ
う
ま
む
す
め
がんしよくえんれい
ちうるはしく）
、しかのみならず好て書を読み、略道理に通ず。左右馬は近辺に名高き豪傑にして、弱
このみ
しよ
よ
ほゞだう
り
つう
さ
う
ま
きんぺん
な
だか
がうけつ
よわ
きを救ひ、強き 折くの俠士
（をとこぎの人）
なるが、或人他を憎みて罪に
陥
れんとせしを、佳太郎
すく
つよ
くぢ
けふ
し
あるひとかれ
にく
つみ
おとしい
か
が父、要人が父と心 合せ、其冤
を救ひしかば、左右馬深く其恩を感じ、女児小鷹を以て媳とはし
ちゝ
か
な
め
ちゝ
あは
そのむじつ
すく
さ
う
ま
ふか
そのおん
かん
む
す
め
こ
たか
もつ
よめ
けるなり。此小鷹 父に似て
些
の俠気
（たてひき）
ありしが、丈夫の
愚
にして、且不良
心
あるを見
この
こ
たか
ちゝ
に
すこし
けふ
き
を
つ
と
おろか
かつよからぬこゝろ
て、平常睦しからず。衣服の類も佳太郎みづから収拾て 小鷹には管
（
ウ）
はせざるゆゑ、自ら鑰
つね〴〵むつま
い
ふく
るい
とりをさめ
こ
たか
かま
みづか
かぎ
11
を携
へて出ゆきしなり。斯て伯母甥両人こゝろ
焦てある所に、佳太郎満面
（まつかに）
酒気
（ゑひ）
たづさ
いで
かく
を
ば
をひ
いらち
まんめん
しゆ
き
を帯て浮浪〳〵と て帰り来るに、老娘罵
りていふ、 「要人此所に在て
汝
が衣服を待つに、汝何方
おび
ふ
ら
きた
はゝおやのゝし
こ
ゝ
あり
なんぢ
い
ふく
ま
なんぢ
い
づ
く
に行てか日を
費
し、家には帰り来らざるや」 。佳太郎一言の応答もなく、
直
に自己が房に入て袖裏
ゆき
ひ
つひや
いへ
いちごん
い
ら
へ
たゞち
お
の
れ
へや
しう
り
（そでのうち）
の物を取出し、
密に蔵し置て後、やう〳〵出来り要人に対ひていふ、 「
適
聊
の用事
とりいだ
ひそか
かく
おき
のち
むか
たま〳〵いさゝか
よう
じ
に隙どりて
你の用を欠たり。ねがはくは怪
まるゝことなかれ。今日も早暮に逼りたれば、明日家に
ひま
おんみ
よう
かき
あやし
はやくれ
せま
帰り給はんや」 。老娘又
詈
りて云、 「
汝只衣服を出して貸与へよ。他が用事は他が心に任す。今日明
はゝおや
のゝし
なんぢ
い
ふく
かしあた
かれ
まか
日に管ふことなかれ」 。要人いふ、 「只衣服のみならず、佩刀のたぐひも亦恩借 乞ふ」 。佳太郎いふ
かま
たゞ
い
ふく
わきざし
またおんしやく
こ
か
「吾佩刀、柄糸
損
しゆゑ
工
人の許に
遣
し置しが、今夜取来
わがわきざし
つかいとそこね
しよくにん
もと
つかは
おき
りて
（
オ）
明朝早く貸まゐらせん」 。要人せんかたなく又一夜
かし
12
を過し、明朝 至る 、佳太郎宿
酔に悩み、頭疼きとて起上
すご
いた
ふつかゑひ
なや
かしらいた
おきあが
らず。
漸
く巳時に至りて起出、早飯を喫ひ、慢々として衣服
やうや
よつどき
おきいで
あさめし
くら
ゆる〳〵
い
ふく
佩刀を貸与へければ、姑娘これを包袱に包み、 数升の白米わきざし
かしあた
はゝおや
ふろしき
つゝ
す
しやう
はくまい
些
の野菜等、一
チ人の家僕に担はせて要人を送り出し、又告
すこし
あをものなど
し
も
べ
にな
おく
いだ
つげ
ていふ、 「你の婚礼成就しなば、はやく吾に告て我牽
掛を停
おんみ
こんれいじやうじゆ
われ
つげ
わがこゝろがゝり
やめ
しめよ」 。要人礼 な 立出る 佳太郎門外に送り出、示
れい
か
もんぐわい
おく
しめ
していふ、 「足下今より高階家に往給はゞ、 よく心を用ひよ。 他
そ
こ
たかしな
け
ゆき
こゝろ
もち
かれ
が心の中、
真
か仮かいまだしるべからず。我思ふに、
表
門
うち
まこと
うそ
われ
おもてもん
より
明
かに進むべし。若後門の花園
曠
野
（の ろき）
の地に
あきら
すゝ
もしうらもん
はなぞのくわう
や
ち
入りて、他が真情ならざるときは、歩
（あゆみ）
を
退
るに所
かれ
ま
こ
と
ほ
しりぞく
なからむ。只こゝろをつけて、仔細に想ふべし」といふ
たゞ
こ
ま
か
おも
要人その
用
意
を謝し、急ぎ家に
（
ウ）
帰りて衣服を
整
へけ
こゝろづかひ
しや
いそ
い
ふく
とゝの
13
るが、 便袋はなはだ損じ 見苦しければ、 隣家よ 火熨斗を借来りて皺を熨し、 又飯顆
かみいれ
そん
み
ぐる
と
な
り
ひ
の
し
かり
しは
の
めしつぶ
を取て破れを
補ひ、又は墨にて塗かくし等、かれこれ時を移し、
漸
く
扮ち得て斉整
（りつぱ）
にな
やぶ
おぎな
すみ
ぬり
など
とき
うつ
やうや
いでた
え
せい〳〵
りければ、纔に進みて高階家に到るに 門公これを見て
生客なりと思ひ、 「主君此節他国に行て留守
はづか
すゝ
たかしな
け
いた
もんばん
しらぬひと
しゆくんこのせつ
た
こく
ゆき
る
す
なれば、帰国の後再び来り給へ」といふ 、要人舒に答ていふ、 「汝夫人に告て、要人が来 る由
き
こく
のちふたゝ
しづか
こたへ
なんぢおくがた
つげ
よし
をいふべし」とある 、門公 じめて清見氏なること
をし ども、何ゆゑに来れる事をしらざれば、
もんばん
きよ
み
うぢ
又答て、 「主人家に在ざ ば、猥 に報じ たし」と これを聴 、夫人の招きに りて来
こたへ
しゆじんいへ
あら
みだ
はう
きゝ
おくがた
まね
きた
（
ウ・
オ）
12
13
（
12ウ・
13オ）
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妾わらは
が母
はゝ
上うへ
の深
しん
切せつ
にそむき給ふや」 。要人いふ、 「小
それがし
人病
やまひ
を患
うれ
ふるゆゑ
に是
ぜ
非ひ
なく他
た
所しよ
に滞
とゞま
り、今日爰
こゝ
に来
き
て約
やく
束そく
に応
おう
ず。なんぞ負
そむく
といは
ん」 。飛鳥、簾
みす
の中
うち
より答
こたへ
ていふ、 「三日以
い
前ぜん
に来
き
給はゞ、妾
わがみ
君きみ
にし
たがふべけれど 今三日遅
おそ
かりしゆゑ、君
きみ
にしたがひまゐらするこ
とを得ず。金
こがね
帛まきぎぬ
のたぐひも又贈
おく
ることかなはねば、此二
ふたつ
股の釵
かんざし
をお
くりて、妾
わがみ
の微
び
志し
をあらはすのみ。君此後
のち
は、更
さら
に嫁
よめ
君ぎみ
を択
えら
み給ひ
て、
妾わらは
に心を
遺のこ
し給ふな」と、
乳めのと
人
をして
釵かんざし
を
与あたへ
しめ、又いふ、
「
君きみ
しばらくしておのづから
縁いはれ
故
をしり給ふべし。
速すみやか
に帰り給へ。
こゝに在
あり
て益
えき
なからむ」といひ終
をは
り、
涙なみだ
にむせびて
（
15ウ）
内に入
いり
ぬ。
要人心中
大おほ
きに
疑うたが
ひ、
夫おくがた
人
にむかひて
色いろ
を
起おこ
していふ、 「
小それがし
人
貧まづ
し
けれども、釵
かんざし
を求
もと
めんとて爰
こゝ
に来
きた
るにあらず。今日小
むすめご
姐離
り
縁えん
の意
こゝろ
あ
るに
似に
たり。
夫おくがた
人
なんぞ
一ひと
言こと
を
出いだ
さゞ や」 。畝尾いふ、 「
妾わらは
母おや
子こ
並ならび
に異
い
心しん
（かはるこゝろ）なし。但
たゞ
君きみ
が来給ふこと遅
おそ
きゆゑ、女
むすめ
児
が心には姻
いん
事じ
（えんぐみのこと）を重
おも
しと思
おもは
ざることを察
さつ
し、恨
うら
み
憤いきどほ
る所なり。君
きみ
疑うたが
ふことをやめ給へ」 。要人敢
あへ
て信
まこと
とせず、 「吾
わが
父ちゝ
存ぞん
生じやう
の日は、さばかり
懇こん
意い
の
交まじは
りなりしものを、今
岳しうとの
家いへ
は
富とみ
栄さか
え、
吾わが
家いへ
は貧
まづ
しく衰
おとろ
ふといへども、なんぞ改
あらた
め変
へん
ずるに忍
しの
びんや。小
それがし
人
たゞ岳
しうとめ
母一人を倚
たのみ
頼とせしに、三日おくれたれば 離
り
縁えん
のことを
計はか
り給ふは、理
り
のある所にあらず」とさま〴〵に恨
うらみ
嘆なげ
きければ、畝
尾
答こた
ふべき詞なく、
黙もく
然ねん
として
在あり
けるに、
忽たちま
ち
裡おくの
面かた
騒さわ
がしく、
「夫
おくがた
人はやく来りて小
むすめご
姐を救
すく
ひ
（
16オ）
給へ」と泣
なき
叫さけ
ぶ声
こゑ
におどろき、
畝尾何事やらんと慌
あはて
騒さわ
ぎ、一
ひとま
室の裡
うち
に入りて見るに、哀
あはれ
むべし女
むすめ
児
飛あすか
鳥、短
たん
刀たう
をもつて咽
のんど
をつらぬき、俯
うつぶし
伏になりて死
しゝ
居ゐ
たり。こはい
かにと搔
かきいだ
抱き、さま〴〵に介
かい
抱はう
すれども、息
いき
すでに絶
た
え、呼
よびさま
醒せど
もしるしなし。衆
みな〳〵
人せんかたなく、声
こゑ
を放
はな
ちて悲
かなし
み嘆
なげ
きけるが、畝
尾やう〳〵泪
なみだ
をおさへ、要人を呼
よ
びて此
この
体てい
を見せしむ。要人此形
ありさま
勢
を見て、何の縁
わけ
故あることをしらねど、乱
みだれ
箭や
の胸
むね
を突
つ
くがごとく声
こゑ
を
上あげ
て
泣なき
けるに、畝尾いふやう、 「
賢むこどの
婿
ひさしく此処に
停とゞま
らば、
恐おそ
らくは事を引
ひき
出いだ
さん。はやく家に帰
かへ
りたまへ」と、乳
めのと
人をして要人
が袖
そでの
裏うち
へ両
にほん
股の簪
かんざし
をおしいれしめ、速
すみやか
に送
おく
りて門を出
いだ
す。要人はい
かにともせんかたなく、泪
なみだ
をおさへて家
いへ
に帰
かへ
る。斯て畝尾、人を三
み
河かは
に
馳はせ
て慶介を
呼よび
帰らしめ、
委くは
しきことは
語かた
らずして、
（
16ウ）
只たゞ
「女
むすめ
児婚
こん
礼れい
を止
とゞま
ることをねがはず、自
じ
害がい
して果
はて
たり」といひければ、
慶介後
こう
悔くわい
すれども及
およ
ばず、やう〳〵に葬
はうぶ
り終
をはり
ぬ。かくて要人は家
いへ
に
還かへ
り、釵
かんざし
児を見て一
いち
度ど
は哭
なげ
き一
いち
度ど
は疑
うたが
ひ、いかなるわけかはしらね
ども、自
わがみ
家の薄
はく
命めい
（ふしあはせ）をあきらめて一
いち
夜や
を過
すご
し、次
あくる
日ひ
に
いたりて 借
かり
たる所の衣
い
服ふく
佩わきざし
刀等
など
もとのごとく包
つゝ
み、みづから的
まと
場ば
に行て送
おく
り帰し、伯
をば
母に謁
まみ
えて飛
あすか
鳥が自
じ
害がい
せしことを語
かた
り、互
たがひ
に憐
あはれ
み哭
なげ
きて別
わか
れ帰りぬ。佳
か
太郎は要人が別
わか
れ去
さ
りし跡
あと
へ、他
た
所しよ
より帰
来りけるが、要人が
来きた
りし事を聞て
老らう
母ぼ
にむかひ、 「
高たか
階しな
氏うぢ
の事は
いかゞなりし。
聞きゝ
給ひつるか」と
問と
ふに、老母
答こた
へて、 「要人
昨きのふ
日
高階家に往
ゆき
しに、何のわけなる はしらねど、彼
かの
小むすめ
姐
、要人が三日
遅おそ
かりしを恨
うら
みて、自
じ
害がい
したる由
よし
語かた
りし」といふに、佳太郎大きに
駭おどろ
き、おぼえず失
くち
口すべり
て、 「噫
あゝ
、
世よ
にすぐれたる美
び
人じん
（
17オ）
なりしに、
惜をし
むべし。斯
かく
としらばいかにもして今一
いち
度ど
逢あ
ふべき物
もの
を」 といふに、
老らう
母ぼ
怪あや
しみて、 「
汝なんぢ
いかにして
彼かの
小むすめ
姐
に
遇あひ
し」と
問と
ふに、
佳か
太郎
只たゞ
今いま
の失
しつ
言げん
（くちすべる）につゝむべきやうなく、やむことを得
え
ずし
て
委い
細さい
を
語かた
れば、母大きに
駭おどろき
詈のゝし
りていふ、 「
天てん
理り
をしらぬ
畜ちく
生しやう
。か
やうの悪
あく
事じ
を巧
たく
み出
いだ
していかにとかする。要
かなめ
人が親
おや
は汝
なんぢ
が婚
こん
（えん
ぐみ）を媒
なかだち
せしに、汝
なんぢ
却かへり
て恩
おん
を仇
あだ
にて報
はう
じ、兄
きやう
弟だい
の姻
いんえん
縁（とつぐこ
と）を壊
やぶ
り、又人
ひと
の命
いのち
を損
そん
ず。世
よ
に類
たぐひ
なき畜
ちく
生しやう
、何
なに
の顔
かほばせ
ありてか天
てん
地ち
の
間あひだ
に
立たゝ
ん」 。
佳か
太郎母に
詈のゝし
られ
答こた
ふべき
詞ことば
なく
房へや
の
中うち
に入ら
んとするに、
妻つま
の
小こ
鷹たか
戸と
を
閇とぢ
て
開ひら
かず、
内うち
より
罵のゝし
りていふ、 「
你おんみ
か
やうの不
ふ
義ぎ
の人、ひさしからずして天
てん
の報
むくひ
あらん。決
けつ
して終
をはり
を善
よく
す
湘北紀要　第 38 号　2017
五八
べからず。
以このゝち
来は你
おんみ
は你
おんみ
よ、
妾われ
は
妾われ
なり。
人ひと
を
連まきぞへ
累
にし
給ふな」 。佳太郎、
生つね〴〵
平
夫ふう
婦ふ
中なか
睦むつま
しからねば、
此この
言ことば
を
聴きゝ
てます〳〵
怒いか
り、戸を
踢け
放はなち
て
（
17ウ）
内に入り、
小こ
鷹たか
が
髪かみ
を
揪つかん
で
引ひき
倒たふ
し、
力ちから
に
まかせて
打ちやう
擲ちやく
す。老母
慌あはて
忙ふためき
て
走はし
り来り、佳太郎を
喝しかり
て
早さう
〳〵に
出いで
行ゆか
しめ、扨小
鷹をさま〴〵に
騙すか
し
宥なだ
め
て、
漸やう〳〵
に
轎かご
に
乗の
らしめ、ま
づ
暫しばら
く
娘おやざと
家
に
居を
らしめし
が、此
老らう
婆ば
驚きやう
苦く
を
得え
し
上うへ
に、
事こと
の
露あら
はれんことを
恐おそ
れ、一
いち
夜や
睡ねぶ
らずして寒
かん
熱ねつ
甚はなはだ
しく、病
や
む事七
なぬ
日か
、終
つひ
に死
し
し去
さ
りぬ。小
鷹岳
しうとめ
母の死
し
せし由
よし
を聞
きゝ
て速
すみやか
に帰り来るに、佳
か
太郎前
ぜん
日じつ
の憤
いきどほ
りいまだ
やまず、
罵のゝしり
ていふ、 「
薄じやう
情なし
婦をんな
、
一いつ
生しやう
娘おやざと
家
に
在あ
るべきを、なんぞ又
帰り来れる」 。小鷹いふ、 「
你おんみ
悪
あくじ
事
を
醸かも
し
出いだ
し、又
老らう
母ぼ
を
気き
死し
（お
もひじに）さしめ 妾
わらは
を罵
のゝし
るは何
なん
の道
だう
理り
ぞや。今日老母の亡
うせ
給ふこ
となくは、
你おんみ
が面
かほ
を見ざらんものを」 。 佳太郎これを聴
きゝ
て大きに怒
いか
り、
「我今日
休さり
書じやう
を
与あたへ
ん。汝
去さり
て
再ふたゝ
び来ることなかれ」 。小鷹いふ、 「
妾わらは
一いつ
生しやう
寡やもめ
を
守まも
るとも、
你おんみ
がごとき
不ふ
義ぎ
の
徒やから
に
（
18オ）
従したが
ふことをねが
はず」 。佳太郎すなはち
休さり
書ぢやう
を書きてあ へければ、小鷹
岳しうとめ
母
の
霊れい
位ゐ
に
対むか
ひ
声こゑ
を上て
哭なげ
き、やう〳〵門を出て
去さ
る。扨又
畝うね
尾を
は、
娘むすめ
飛あすか
鳥
が事をおもひて、
泪なみだ
の
乾かは
く
間ひま
もなかりしが、
暗ひそか
に思ふやう、
「
前ぜん
日じつ
来きた
りし
黒くろ
漢をとこ
は、
畠はた
平へい
が
連つれきた
来
りしなれば、
彼かれ
も
共とも
に
巧たく
みて此事
をなせしか。
然さ
らずば
他た
人にん
に
洩もら
し
聞きか
せしものならん。何にもせよ、
畠はた
平を
点てん
視けん
（ぎんみ）せば
明めい
白はく
なるべし」と、
良をつと
人
の
留る
守す
を
伺うかゞ
ひ、
園やしき
公もり
を
呼よ
びて
訊なじり
問と
ふ。
元ぐわん
来らい
園やしき
公もり
畠はた
平へい
は、
清きよ
見み
家け
へ
使つかひ
に
行ゆ
きし
後のち
も、
敢あへ
て他
ひと
に洩
もら
せし事
こと
なし。只
たゞ
要人が衣
い
服ふく
を借
か
らんとせしゆゑに惹
ひきいだ
出せ
し奸
かん
計けい
（わるだくみ）なれば、当
その
夜よ
来きた
れるは仮
にせ
公むこ
子にて、三日の後
のち
来れるは真
まこと
の女
むこ
婿なり。真
しん
仮か
（まことゝにせと）両人ある事、畝尾
は明
あきら
かに暁
さと
りたれども、此畠
はた
平は、只
たゞ
前ぜん
後ご
来れるともに一人なりと
のみ思ひ
居をり
しかば、
分いひわけ
弁
（
19ウ）
分ぶん
明めい
ならず。
素もと
より畝尾は、此畠
平も奸
かん
計けい
（わるだくみ）の夥
なかま
ならんと疑
うたが
ひ居し所なれば、他
かれ
が詞
ことば
の
分ふん
明みやう
ならざるを見て、いよ〳〵怒
いかり
に堪
たへ
かね、傍
かたはら
なる扇
あふぎ
を取て、他
かれ
が
額ひたひ
をつゞけざまに四
よ
ツ五
いつ
ツ打
うち
しに、老
らう
人じん
の皮
かは
薄うす
ければ、忽
たちま
ち皮
かは
開ひら
け
血ち
流なが
れて淋
りん
漓り
（ぼた〳〵）せしを、
婢こしもとども
女等漸
やう〳〵
に助
たす
けて房
へや
に帰
かへ
らしむ。
一あるとき
日慶介園
えん
中ちう
（には）に到
いた
り、畠平を呼て地
ち
を掃
はか
せけるが、他
かれ
が額
ひたひ
に
疵きず
あるを見て、
其その
縁いはれ
故
を
問と
ふに、 「
是これ
はすなはち
夫おくがた
人
に
打うた
れし
疵きず
なり」といひければ、いよ〳〵怪
あやし
みて深
ふか
く訊
なじり
問と
ふに、畠平すなはち
清きよ
見み
家け
へ使
つかひ
に行しよりはじめて、要人来りて房
ばう
中ちう
（へやのうち）に
て
飛あすか
鳥
に
遇あ
ひし事に
至いた
るまで
一いち
〳〵に
告つげ
ければ、慶介はじめて此
縁いはれ
故を聴
きゝ
、大きに怒
いか
り、即
そく
時じ
みづから目
もく
代だい
所しよ
に
到いた
りて、官
くわん
人にん
に此事
を訴
うつた
へ、要人を拿
とら
へて飛
あすか
鳥が命
いのち
を償
つぐの
はんことを求
もと
む。官
くわん
人にん
すなはち
（
20オ）
捕ほ
卒そつ
（とりて） を馳
はせ
て、 要人を拿
とら
へ来らしめ、
審つまびら
かに糺
きう
問もん
（たゞ
しとふ）するに、要人素
もと
より老
らう
実じつ
（りちぎ） 者
もの
なれば、実
じつ
情じやう
（ま
こと）を細
こまか
に告
つげ
訴うつた
へ、 「釵
かんざし
二にほん
股は他
かれ
が贈
おく
る所なれども、房
ばう
中ちう
（へや）
において私
ひそか
に会
あひ
しことは実
じつ
におぼえなし」といふに、官
くわん
人にん
まづ畠
はた
平
を呼
よび
出いだ
して要人を見せしむ。此老人、両
りやう
眼がん
明あきら
かならざる上
うへ
、暗
あん
夜や
な
れば仮
にせ
公もの
子の面
かほ
を覚
おぼ
えず。且
かつ
今日主人の分
いひつけ
付もあれば、只
たゞ
「此人こ
そ前
ぜん
夜や
来りし人なれ」といひければ、官
くわん
人にん
下しも
司づかさ
に命
めい
じて、呵
か
嘖しやく
（せ
めさいなみ）する
事
）11
おごそか （
厳
	 なり。要人は
元ぐわん
来らい
温をん
良りやう
（やはらか）なる
性うまれ
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帰らしめ、委しきことは語らずして、
（
ウ）
只「女児婚礼を
止
ることをねがはず、自害して果たり」
くは
かた
たゞ
む
す
めこんれい
とゞま
じ
がい
はて
16
といひければ 慶介後
悔
すれども及ばず、やう〳〵に
葬
り
終
ぬ。かくて要人は家に還り、釵児を
こうくわい
およ
はうぶ
をはり
いへ
かへ
かんざし
見て一度は哭き一度は疑ひ、 いかなるわけかはしらねども、 自家の薄命
（ふしあはせ）
をあきらめて一夜
いち
ど
なげ
いち
ど
うたが
わ
が
み
はくめい
いち
や
を過し、次日にいたりて、借たる所の衣服佩刀等もと
のごとく包み、みづから的場に行て送り帰し、
すご
あくる
ひ
かり
い
ふくわきざしなど
つゝ
まと
ば
おく
伯母に謁えて飛鳥が自害せしことを語り、互に
憐み哭きて別れ帰りぬ。 佳太郎は要人が別れ去りし跡
を
ば
まみ
あ
す
か
じ
がい
かた
たがひ
あはれ
なげ
わか
か
わか
さ
あと
へ、他所より帰来りけるが、要人が来りし事を聞て老
母にむかひ、 「高階氏の事はいかゞなりし。聞
た
しよ
きた
らう
ぼ
たかしなうぢ
きゝ
給ひつるか」と問ふに、老母答へて、 「要人昨日高階家に往 に、何のわけなるかはしらねど、彼小姐、
と
こた
き
の
ふ
ゆき
かの
む
す
め
要人が三日遅 りしを恨みて、自害したる由語りし」といふに、佳太郎大きに駭き、おぼえず失口
おそ
うら
じ
がい
よしかた
おどろ
くちすべり
て、 「噫、世にすぐれたる美人
（
オ）
なりしに。惜むべし。斯としらばいかにもして今一度逢ふべき物
あゝ
よ
び
じん
をし
かく
いち
ど
あ
もの
17
を」といふに、老母怪しみて、 「
汝
いかにして彼小姐に遇 」と問ふに、佳太郎只今の失言
（くちす
らう
ぼ
あや
なんぢ
かの
む
す
め
あひ
と
か
たゞいま
しつげん
べる）
につゝむべきやうなく、やむことを得ずして委細を語れば、母大きに
駭
詈
りていふ、 「天理
え
い
さい
かた
おどろきのゝし
てん
り
をしらぬ畜生。かやうの悪事を巧 出 いかにとかする。要人が親は汝が婚
（えんぐみ）
を
媒
せ
ちくしやう
あく
じ
たく
いだ
か
な
め
おや
なんぢ
こん
なかだち
しに、汝
却て恩を仇にて報じ、兄弟の姻縁
（とつぐこと）
を壊り、 又人の命を損ず。 世に類なき畜生、
なんぢかへり
おん
あだ
はう
きやうだい
いんえん
やぶ
ひと
いのち
そん
よ
たぐひ
ちくしやう
何の
顔
ありてか天地の間に立ん」 。佳太郎母に詈られ答ふべき
詞なく、房の中に入らんとするに、
なに
かほばせ
てん
ち
あひだ
たゝ
か
のゝし
こた
ことば
へや
うち
妻の小鷹戸を閇て開かず、内より罵りていふ、 「
你かやうの不義の人、ひさしからずして天の報
あ
つま
こ
たか
と
とぢ
ひら
うち
のゝし
おんみ
ふ
ぎ
てん
むくひ
らん。決して
終を善すべからず。以来は
你は
你よ、妾は妾なり。人を連累に 給ふな」 。佳太郎、
けつ
をはり
よく
このゝち
おんみ
おんみ
われ
われ
ひと
まきぞへ
生平夫婦中睦 からねば、此言
を聴てます〳〵怒り、戸を踢放て
（
ウ）
内に入り、小鷹が髪を
揪
つね〴〵ふう
ふ
なかむつま
このことば
きゝ
いか
け
はなち
こ
たか
かみ
つかん
17
で引倒し、
力
にまかせて
打
擲
す。老母
慌
忙
て走り来り、佳太郎を
喝
て早〳〵に出行しめ、扨
ひきたふ
ちから
ちやうちやく
あはて
ふためき
はし
しかり
さう
いでゆか
小鷹をさま に騙 宥めて 漸
に轎に乗らしめ、まづ暫く娘家に居らしめしが、此老婆驚苦を得
すか
なだ
やう〳〵
かご
の
しばら
おやざと
を
らう
ば
きやう
く
え
し上に、事の露はれんことを恐れ、一夜睡らずして寒熱
甚
しく、病む事七日、終に死し去りぬ。小
うへ
こと
あら
おそ
いち
や
ねぶ
かんねつはなはだ
や
なぬ
か
つひ
し
さ
鷹岳母の死せし由を聞て
速
に帰り来るに、佳太郎前日の
憤
りいまだやまず、
罵
ていふ、 「
薄情
しうとめ
し
よし
きゝ
すみやか
か
ぜんじつ
いきどほ
のゝしり
じやうなし
婦、一生娘家 在るべきを なんぞ又帰り来れ 」 。小鷹いふ 「你悪事を醸し出し 又老母を気死をんな
いつしやうおやざと
あ
おんみあく
じ
かも
いだ
らう
ぼ
き
し
（おもひじに）
さしめ、
妾
を
罵
るは何の道理ぞや。今日老母の亡給ふことなくは、
你
が面を見ざら
わらは
のゝし
なん
だう
り
うせ
おんみ
かほ
んものを」 。佳太郎これを聴て大きに怒り、 「我今日休書を
与ん。汝去て
再び来ることなかれ」 。小
きゝ
いか
さりじやう
あたへ
さり
ふたゝ
鷹いふ、 「妾一生
寡を守るとも、你がごとき不義の徒に
（
オ）
従
わらはいつしやうやもめ
まも
おんみ
ふ
ぎ
やから
したが
18
ふことをねがはず すなはち休
書を書きてあたへければ、
さりぢやう
小鷹岳母の霊位に対ひ声を上て哭き やう〳 門を出て去る。扨又
しうとめ
れい
ゐ
むか
こゑ
なげ
さ
畝尾は、
娘
飛鳥が事をおもひて、
泪
の乾く間もなかりしが、
暗
うね
を
むすめ
あ
す
か
なみだ
かは
ひま
ひそか
に思ふやう 「前日来りし黒
漢
は、畠平が連来りしなれば、彼も共
ぜんじつきた
くろをとこ
はたへい
つれきた
かれ
とも
に巧みて此事をなせしか。然ら ば他人に洩し聞せしものなら 。
たく
さ
た
にん
もら
きか
何にもせよ、畠平を点視
（ぎんみ）
せば明白なるべし」と、良人の留守
はた
てんけん
めいはく
を
つ
と
る
す
を
伺
ひ、
園
公を呼びて
訊
問ふ。
元
来
園
公畠平は、清見家へ
使
うかゞ
やしきもり
よ
なじり
と
ぐわんらいやしきもりはたへい
きよ
み
け
つかひ
に行きし後も、敢て他に洩せし事なし。只要人が衣服を借らんとせ
ゆ
のち
あへ
ひと
もら
こと
たゞ
い
ふく
か
しゆゑに惹出せし奸計
（わるだくみ）
なれば、当夜来れるは仮公子に
ひきいだ
かんけい
その
よ
きた
にせ
む
こ
て、三日の後来れるは真の女婿なり。真仮
（まことゝにせと）
両人あ
のち
まこと
む
こ
しん
か
る事、畝尾は
明
かに暁りたれども、此畠平は、只前後来れるとも
あきら
さと
はた
た ぜゞん
ご
に一人なりとのみ思ひ居しかば、分弁
（
ウ）
分明ならず。素より畝尾は、此畠平も奸計
をり
いひわけ
ぶんめい
もと
かんけい
19
（わるだくみ）
の
夥
ならんと
疑
ひ居し所なれば、他が
詞
の分
明
ならざるを見て、いよ〳〵
怒
に堪
なかま
うたが
かれ
ことば
ふんみやう
いかり
たへ
かね、
傍
なる
扇
を取て、他が
額
をつゞけざまに四ツ五ツ打しに、老人の皮薄ければ、
忽ち皮開
かたはら
あふぎ
かれ
ひたひ
よ
いつ
うち
らうじん
かはうす
たちま
かはひら
け血流れて淋漓
（ぼた〳〵）
せしを、婢女等
漸
に助けて房に帰らしむ。一日慶介園中
（には）
に到り、
ち
なが
りん
り
こしもとどもやう〳〵
たす
へや
かへ
あるとき
えんちう
いた
（
ウ・
オ）
18
19
（
18ウ・
19オ）
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五九
なれば、
拷がう
問もん
の
苦くるし
みに
堪たへ
ず、
仮かり
（わざと）に
告つげ
ていふ、 「
高たか
階しな
氏うぢ
の
夫おくがた
人、
懇こん
切せつ
に
小それがし
人
を
招まね
き、
釵かんざし
を
贈おく
りて
婚こん
礼れい
の
資たすけ
とす。
在それがし
下
偶たま〳〵
女むすめ
児
の美
かほよき
貌を見て、強
しひ
て逼
せま
りて奸
かん
を行
おこな
ひ、三日の後
のち
再ふたゝ
び往
ゆ
くに、女
むすめ
児羞
はぢ
憤いきどほ
りて
自じ
害がい
したり」と
告つげ
ければ、
官くわん
人にん
口くち
詞がき
を
録ろく
し、 「要人飛鳥と
契いひ
親なづけ
せしのみ
（
20ウ）
にて、いまだ
聘たのみ
を
納いれ
ざれば、
夫ふうふ
妻
をもつて
論ろん
じ
がたし。既
すで
に奸
かん
によりて死
し
を致
いた
す上
うへ
は、 要 が解
げ
死し
人にん
遁のが
るゝ所なし」
と、直
たゞち
に搦
から
めて獄
ごく
に下
くだ
し、文
ぶん
書しよ
を備
そな
へて問
もん
注ぢう
所しよ
に言
ごん
上じやう
す。畝尾此
この
由よし
を聞て大きに驚
おどろ
き、 「此一
いつ
件けん
、全まつた
く要人がしることならず。我
わが
私し
計けい（わ
たくしごと）より事
こと
起おこ
りて、罪
つみ
なき要
かなめ
人を害
がい
するに至
いた
る」と、心
しん
中ちう
はなはだ悶
もだ
え苦
くるし
み、屢
しば〳〵
良をつと
人をすゝめて要人が命
いのち
を全
まつた
うせんことを謀
はか
る。慶介いよ〳〵怒
いかり
を加
くは
へ、はやく要人を害
ころ
して、娘
むすめ
が仇
あた
を報
むく
はん
とのみ思ひ居けり。
爰こゝ
に
津つ
守もりの
正しやう
司じ
といふ
者もの
あり。此人
父ちゝ
は
前さきの
年とし
慶けい
介すけ
と同
どう
学がく
（おなじまなび）の友
とも
なり。此人年
とし
壮わか
けれども聡
そう
明めい
（か
しこき人）にして、
専もつぱ
ら冤
むじつ
を弁
わきま
へ、
枉まが
れるを拆
くじ
く事を好
この
み、
官くわん
家か
（お
ほやけ）に
仕つか
へて
登とう
庸よう
（とりたて）の時に
遇あひ
しが、此時
巡じゆん
按あん
司し
と
なりて此国
くに
に来り、いまだ境
さかひ
に入らざる時、慶介旅
りよ
宿しゆく
に行て此事を
托たのみ
（
21オ）
ける 、
正しやう
司じ
口くち
には
諾うけがふ
といへども、心には
然しか
りとせず。
府ふ
中ちう
に留
とゞま
ること数
す
日じつ
、牌
ふだ
を出
いだ
して獄
ごく
訟しよう
（ひとやにあるうつたへ）を
聴き
く。
是これ
則すなは
ち
巡じゆん
按あん
司し
の
司つかさど
る所なり。これに
仍よつ
て
衆おほくの
官つかさ
人びと
、皆
犯つみんど
人
を
引出すに、正司一
いち
〳〵明
めい
白はく
に裁
さい
断だん
し、要
かなめ
人が事に到
いた
りて、招
くちがき
詞を読
よ
み、
釵かんざし
を
見み
終をは
り、すなはち要人を
呼よび
出いだ
し、
問とふ
ていふ、 「此
釵かんざし
はじめ
て遇
あ
ひし時、汝
なんぢ
に与
あた
へし物か」 。要人いふ、 「小
それがし
人只
たゞ
一いち
度ど
行しのみに
て、再
ふたゝ
び行しことなし」 。正司いふ、 「口
くちがき
調に三日の後
のち
又行きしとあ
るは何ぞや」 。要人いふ、 「小
それがし
人拷
がう
問もん
の苦
く
痛つう
に堪
たへ
ず、是
ぜ
非ひ
なく冤
むじつ
に陥
おちい
りて、告
まを
す所実
じつ
情じやう
にあらず。小
それがし
人が父
てゝ
親おや
存ぞん
生じやう
の日
ひ
、高
たか
階しな
氏と婚
こん
姻いん
を
約やく
せしが、父
ちゝ
亡うせ
て後
のち
、家
か
道だう
（しんだい）貧
まづ
しく、聘
へい
（ゆひのう）を
行おこな
ふに力
ちから
なし。岳
しうと
父慶
けい
介離
り
縁えん
の心あれども、岳
しうとめ
母畝
うね
尾を
といふ者、園
やしき
公もり
畠はた
平へい
をして小
それがし
人を招
まね
き、
金きん
帛ぱく
（こがねまきゞぬ）を贈
おく
りて聘
へいしん
信
（こ
んれいいりよう）の
資たすけ
とせんとす。
在それがし
下
（
21ウ）
他た
所しよ
に
在あり
しゆゑ、
三
ツ日の後
のち
はじめて行きしに、
只たゞ
岳しうとめ
母を見て、
曽かつ
て小
むすめ
姐の面
おもて
を見ず。
奸かん
情じやう
ありと告
まを
せしは悉
こと〴〵
く虚
そらごと
誕なり」 。正司いふ、 「既
すで
に小
むすめ
姐を見ずば、
此
釵かんざし
何人か
汝なんぢ
に
贈おく
れる」 。要人いふ、 「
小むすめ
姐
簾みす
の
中うち
にありて、
小それがし
人
が到
いた
る事
こと
の遅
おそ
くして事
こと
を誤
あやま
るを責
せ
め、 『婚
こん
姻いん
の事をいふことなかれ。
金きん
帛ぱく
も又
贈おく
ること
能あた
はず。此
釵かんざし
聊いさゝか
留とゞ
めて
記かたみ
念
となす』といへり。
小それがし
人只
たゞ
離り
縁えん
の語
ことば
なりとのみ思ひて、岳
しうとめ
母と争
あらそ
ひ論
ろん
ずる所に、はから
ざりき、房
ばう
中ちう
（ひとま）にて自
じ
害がい
して果
はて
ぬ。小
それがし
人今にいたるまで其
その
ゆゑをしらず」 。正司いふ、 「しからば其
その
夜よ
、汝
なんぢ
後おくには
園に到
いた
らざるや」 。
要人いふ、 「小
それがし
人
表おもて
門もん
より入て正
おもて
庁ざしき
に在
あり
しのみ。
曽かつ
て後
おくには
園をしらず」 。
正司心に
想おも
ふやう、 「もし
特わざ〳〵
地
招まね
きたらば、なんぞ
釵かんざし
のごとき
微すこしの
物もの
をあたへんや。女
むすめ
児が怨
うら
み憤
いきどほ
りし口
くちぶり
気を察
さつ
するに、かならず人
ひと
有あり
て
金きん
帛ぱく
を
貪むさぼ
り、
奸かん
情じやう
を
（
22オ）
通つう
ぜしゆゑに、
女むすめ
児
羞はぢ
憤いきどほ
りてみづから
死し
せしものならん」と思ひければ、
畠はた
平を
呼よび
て
問とふ
ていふ、 「汝
清きよ
見み
家け
に到
いた
りし時、 要人を見しや否
いなや
」 。畠平いふ、 「曽
かつ
て見ず」 。正司いふ、
「
既すで
に
面おもて
を見たる事なくは、
夜や
中ちう
来りし時、いかにして要人なるこ
とをしりしや」 。畠平いふ、 「他
かれ
みづから要人と称
しよう
し、特
わざ〳〵
来きた
りて約
やく
に
赴おもむ
くと告
まを
せり。小
それがし
人主
おくがた
母の命
おほせ
によりて他
かれ
を裡
うち
に入
いれ
たり」 。正司いふ、
「彼
かれ
何時にか帰り去
さ
りし」 。畠平いふ、 「天
よあけ
明てより帰れり」 。正司い
ふ、 「
再ふたゝ
び来りし時も
汝なんぢ
が
案あん
内ない
にて
通とほ
せしか」 。畠平いふ、 「
再にどめ
度
は
前おもて
門もん
より来りしゆゑに、
小それがし
人
預あづか
りしらず」 。正司いふ、 「
他かれ
はじめ
はなんぞ前
おもて
門もん
より入らずして、
後おくには
園に来
き
て汝を尋
たづ
ねしや」 。 畠平いふ、
「我
わが
家いへ
の主
おくがた
母、
小それがし
人を遣
つか
はして言
こと
を伝
つた
へ、
他かれ
をして後
おくには
園に来らしむ」 。
正司其時要人にむかひ、 「
岳しうとめ
母、汝をして
後おくには
園
に来れといへるを、
（
22ウ）
汝なんぞ前
おもて
門もん
に行きしや」 。要人いふ、 「小
それがし
生他
かれ
が心の真
しん
仮か（ま
ことうそ）をしらず。只
たゞ
園えん
中ちう
（にはのうち）曠
くわう
野や
（のひろき）の地
ち
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なれば、
他かれ
が
暗もくろみ
算
を
恐おそ
れ、
後おくには
園
に
行ゆか
ずして前門より入りしなり」 。
正司思ふに 「要人が
語ことば
と畠平が
詞ことば
とおのづから
両りやう
様やう
なり。其
中うち
か
ならず
情わけ
弊
あらん」と、又要人を
指ゆび
さして畠平に
問とふ
ていふ、 「
彼かの
後おくには
園より来りし者、此男
をとこ
なりや否
いなや
」 。畠平いふ、 「夜中老
らう
眼がん
にてしか
とは
覚おぼ
えねども、此人なるべし」 。正司いふ、 「要人
家いへ
に
不あらず
在
して、
何人にか言
ことば
を伝
つた
へたる」 。畠平いふ、 「他
かれ
が家には白
はく
髪はつ
の嫗
うば
一人あり。
此嫗
うば
にいひおきぬ。別
べつ
に一人も聞
きゝ
たる者なし 正司沈
ちん
吟ぎん
（しあん）
する事しばらくして、又要人にむかひ、 「汝其時
何いづこ
処
に
行ゆき
、又いづ
れの時か此信
たより
を聞
きゝ
たる」 。要人いふ、 「此処を離
はな
るゝ事一
いち
里り
余あま
り、的
まと
場ば
の里
さと
に行
ゆき
しが、其日信
たより
を聞たり」 。正司案
つくゑ
を拍
うつ
て呼
よば
はつていはく、
「汝要人、三日の
後のち
はじめて
高たか
階しな
家け
に
（
23オ）
到いた
るといひしは、
虚いつはり
妄なること明
めい
白はく
なり。本
その
日ひ
此信
たより
を聞て速
すみやか
に到
いた
りしならん。なんぞ
三日を過
すご
さんや」 。要人いふ、 「相
との
公怒
いかり
を息
やめ
給へ。小
それがし
生委
くは
しく告
つげ
奉る
べし。小
それがし
生困
こん
窮きう
に逼
せま
り、些
すこし
の米
こめ
を借
から
んがため、的
まと
場ば
なる伯
をば
母の家に
行きしが、 此信
たより
を聞て速
すみやか
に行んと思へど、
衣い
服ふく
あまりに見
み
苦ぐるし
きゆゑ、
表いとこ
兄に衣
い
服ふく
を借
から
んとせしに、表
いとこ
兄、当
そのひ
日用事ありとて家を出、やう
〳〵
次つぎの
日ひ
の
夕ゆうべ
帰り来りしかども、いまだ
衣い
服ふく
を
借か
さず。
第みつかめ
三日
に
いたりて漸
やう〳〵
に借
かり
得え
て帰りぬ」 。正司いふ、 「汝が表
いとこ
兄、名
な
を何と呼
よ
び
て何をか業
げふ
とするや」 。要人いふ、 「名
な
を佳
か
太郎と呼
よ
びて、的
まと
場ば
村むら
の
豪がう
農のう
（おほびやくせう）なり」 。正司聴
きゝ
終をは
りて、 「明日再
ふたゝ
び審
しん
問もん
（ぎ
んみ）すべし」と衆
みな〳〵
人を退
しりぞ
かしめしが、次
つぎの
日ひ
は病
やまひ
ありとて公
かう
事じ
（う
つたへごと）を収
をさ
（きかず）めず。爰
こゝ
に彼
かの
佳か
太郎 、要人が死
し
刑けい
に
究きはま
りし
由よし
を
聴きゝ
て、
暗ひそか
に
喜よろこ
び、心を
安やす
うして居けるが、
一あるとき
日
（
23ウ）
門もん
前ぜん
騒さわが
しかりければ、何事ぞと立出見るに、一
チ
人
）11
（		 の
絹きぬ
を
売う
る
旅たび
人うど
、東
とう
国ごく
の声
こわ
音ね
にて高
たか
らかにいふを聴
き
けば、 「吾
われ
は上
かみつけ
毛の者なるが、
はじめて此国
くに
に来
き
て絹
きぬ
を売
うら
んとせしに、古
こ
郷きやう
の父
ちゝ
が亡
うせ
しゆゑ急
きふ
に帰
らんと思へど 、猶許
そこばく
多の絹
きぬ
あり。今急
きふ
に売
う
らん事を計
はか
るゆゑ、大
きに
価あたひ
を
減げん
ずべし。
願ねが
はく
は
求もと
め給へ」といふ。
衆おほぜい
人
の
中うち
、
一いつ
疋ぴき
を
買か
はんといふ
者もの
あり。二疋三疋を
買か
はん
といふものあり。
旅たび
人うど
すべ
て
首かしら
を
揺ふり
ていふ、 「さやう
に
些すこし
ばかりを
売うり
ては、
数す
日じつ
を
経ふ
るとも
便べん
じがたし。
只たゞ
財かねもち
主
ありて
一のこらず
総
買かひ
給はんこ
とをねがふ」 といひければ、佳太郎これを
聴きゝ
て、 「汝い
かほどの
絹きぬ
ありて、いかほ
どの
価あたひ
に
売う
らんといふや」 。
旅たび
人うど
いふ、 「猶八十疋を
余あま
せり。此
本もと
価ね
四し
貫くわん
目め
余あまり
な
り。吾
われ
今三貫五百目を得
え
ば速
すみやか
に売
うり
終をは
り、身
み
を軽
かる
うして帰
き
国こく
せんこと
を
思おも
ふ」 。佳太郎
布ぬの
を
（
24オ）
取とり
て
仔こまか
細
に見終り、 「
吾われ
一貫五百目を
出いだ
さんに、汝
半なかば
を
分わけ
て
我われ
に
売う
れ」といへば、
絹きぬ
賈あきうど
人
首かうべ
を
揺ふ
り、 「い
かんぞさやうの価
あたひ
あらん。且
かつ
半なかば
を売
うり
て、半
なかば
をば誰
たれ
にか売
う
るべき。你
おんみ
は買
か
はんと思ふ人にあらず。是
これ
より府
ふ
中ちう
に至
いた
らば、彼
かしこ
所は財
かねもち
主多
おほ
き
所なれば、
速すみやか
に
買あひて
人
多おほ
かるべし」といふに、佳太郎心に
憤いきどほり
を
含ふく
み、
又
価あたひ
の
高たか
からぬを見て、
敢あへ
て
他かれ
を
放はな
さずしていふ 「
然しか
らば
我われ
のこ
らず求
もと
むべきが、汝又いかほどをか減
げん
ずる」 。旅人いふ、 「你
おんみ
もし実
じつ
に
買か
はんとならば、我又百目を
減げん
ずべし」 。佳太郎いふ、 「
吾われ
三貫
二百目を出さん」 。旅人きかず。傍
かたはら
の人言
ことば
を発
おこ
していふ、 「我
われ
們ら
は事
こと
に預
あづか
らずといへど 、今媒
なかだち
をなすべし。まづ左
とかく
右をいはず、両人い
はるゝ所の
中なか
を
取と
りて、三貫三百目にて
交かう
易えき
し給ふべし」 。旅人は
- 24 -
りて約に
赴くと告せり。小人主母の命によりて他を裡に入たり」 。正司いふ、 「彼何時にか帰り去り
やく
おもむ
まを
それがしおくがた
おほせ
かれ
うち
いれ
かれ
さ
し」 。畠平いふ、 「天明てより帰れり」 。正司いふ、 「
再び来りし時も
汝
が案内にて通せしか」 。畠平
よ
あ
け
ふたゝ
なんぢ
あんない
とほ
いふ、 「再度は前門より来りしゆゑに、小人預
りしらず」 。正司いふ、 「他はじめはなんぞ
前門より
に
ど
め
おもてもん
それがしあづか
かれ
おもてもん
入らずして、後園に来て汝を尋ね や」 。畠平いふ、 「我家の主母、小人を遣はして言を伝へ、他を
おくには
き
たづ
わがいへ
おくがた
それがし
つか
こと
つた
かれ
して後園に来らしむ」 。正司其時要人にむかひ、 「岳母、汝をして後園に来れといへるを、
（
ウ）
汝な
おくには
しうとめ
おくには
22
んぞ前門に行き や」 。要人いふ、 「小生他が心の真仮
（まことうそ）
をしらず。只園中
（にはのうち）
曠野
おもてもん
それがしかれ
しん
か
たゞえんちう
くわう
や
（のひろき）
の地なれば、他が暗算を恐れ、後園に行ずして前門より入りしなり」 。正司思ふに、 「要
ち
かれ
もくろみ
おそ
おくには
ゆか
人が
語
と畠平が
詞
とおのづから
両
様なり。其中かならず情弊あらん」と、又要人を指さして畠平
ことば
ことば
りやうやう
うち
わ
け
ゆび
に問ていふ、 「彼後園より り 者、此
男
なりや
否
」 。畠平いふ、 「夜中老眼にてしかとは覚えねど
とふ
かのおくには
をとこ
いなや
らうがん
おぼ
も、此人なるべし」 。正司 要人家に不在して、何人にか言
を伝へたる」 。畠平いふ、 「他が家
いへ
あ
ら
ず
ことば
つた
かれ
には白髪の嫗一人あり。此嫗にいひおきぬ 別 一人も聞たる者なし」 。正司沈吟
（しあん）
する事し
はくはつ
うば
うば
べつ
きゝ
ちんぎん
ばらくして、又要人にむかひ、 「汝其時何処に行、又いづれの時か此信を聞たる」 。要人いふ、 「此処
い
づ
こ
ゆき
たより
きゝ
を離るゝ事一里余り、的場の里に行しが、其日信を聞たり」 。正司案を拍て呼はつていはく、 「汝要
はな
いち
り
あま
まと
ば
さと
ゆき
たより
つくゑ
うつ
よば
人、三日の後 じめて高階家に
（
オ）
到るといひしは、虚妄なること明白なり。本日此信を聞て
速
のち
たかしな
け
いた
いつはり
めいはく
その
ひ
たより
すみやか
23
に到りしならん。なんぞ三日を過さ や」 。要人いふ、 「相公怒
を息給へ。小生委しく告奉るべし。
いた
すご
と
の
いかり
やめ
それがしくは
つげ
小生困窮に逼り、些
の米を借んがため、的場なる伯母の家に行きしが、此信を聞て
速
に行んと思
それがしこんきう
せま
すこし
こめ
から
まと
ば
を
ば
たより
すみやか
へど、衣服あまりに見
苦
きゆゑ、表兄に衣服を借んとせしに、表兄、当日用事ありとて家を出、や
い
ふく
み
ぐるし
い
と
こ
い
ふく
から
い
と
こ
そ
の
ひ
う〳 次〵日の夕帰 来りしかども、いまだ衣服を借さず。第三日にいたりて
漸
に借得て帰りぬ」 。
つぎの
ひ
ゆうべ
い
ふく
か
み
つ
か
め
やう〳〵
かり
え
正司いふ、 「汝が表兄、名を何と呼び 何 か業とするや」 。要人 ふ、 「名を佳太郎と呼びて、的場村
い
と
こ
な
よ
げふ
な
か
よ
まと
ば
むら
の豪農
（おほびやくせう）
なり」 。正司聴終りて、 「明日
再び審問
（ぎんみ）
すべし」と衆人を
退かしめ
がうのう
きゝをは
ふたゝ
しんもん
みな〳〵
しりぞ
しが、次日は病
ありとて公事
（うつたへごと）
を収
（きかず）
めず。爰に彼佳太郎は、要人が死刑に究
つぎの
ひ
やまひ
かう
じ
をさ
こゝ
かの
か
し
けい
きはま
りし由を聴て、
暗
に
喜
び、心を安うして居けるが、一日
（
ウ）
門前
騒
しかりければ、何事ぞと立
よし
きゝ
ひそか
よろこ
やす
あるとき
もんぜんさわが
23
出見るに、一
チ人
の絹を売る旅人、東国の声音にて高らかにいふを聴けば、 「吾は上毛の者なるが、
きぬ
う
たびうど
とうごく
こわ
ね
たか
き
われ
かみつけ
(25)
はじめて此国に来て絹を売んとせしに、古
郷の父が亡しゆゑ急に帰らんと思へども、猶許多の絹あ
くに
き
きぬ
うら
こ
きやう
ちゝ
うせ
きふ
そこばく
きぬ
り。今急に売らん事を計るゆゑ、大きに価を減ずべ 。願 くは求め給へ」といふ 衆 の中 一疋
きふ
う
はか
あたひ
げん
ねが
もと
おほぜい
うち
いつぴき
を買はんといふ者あり。二疋三疋を買はんといふものあり。旅人すべて首 揺ていふ さやうに些
か
もの
か
たびうど
かしら
ふり
すこし
ばかりを売ては、数日を経るとも便じがたし。只財主ありて
うり
す
じつ
ふ
べん
た かゞねもち
一総買給はんことをねがふ」といひければ、佳太郎これ 聴のこらずかひ
きゝ
て、 「汝い ほどの絹あり 、いかほどの
価
に売らんといふ
きぬ
あたひ
う
や」 。旅人いふ、 「猶八十疋を余せり。此本価四貫目余なり。吾
たびうど
あま
もと
ね
し
くわん
め
あまり
われ
今三貫五百目を得ば
速
に売終り、身を軽うして帰国せんこ
え
すみやか
うりをは
み
かる
き
こく
とを思ふ」 。佳太郎布を
（
オ）
取て仔細に見終り、 「吾一貫五
おも
ぬの
とり
こ
ま
か
われ
24
百目を出さんに、汝半 分て我に れ」といへば 絹賈人首
いだ
なかば
わけ
われ
う
きぬあきうどかうべ
を揺り、 「いかんぞさやうの
価
あらん。且
半
を売て、
半
を
ふ
あたひ
かつなかば
うり
なかば
ば誰にか売るべき。你は買はんと思 人にあらず。 是よ 府中
たれ
う
おんみ
か
これ
ふ
ちう
に至らば、彼所は財主多き所なれば、
速
に買人多かるべし」
いた
か
し
こ
かねもちおほ
すみやか
あ
ひ
て
おほ
といふに、 佳太郎心に
憤
を含み、 又価の高からぬを見て、 敢
いきどほり
ふく
あたひ
たか
あへ
て他を放さずしていふ 然らば我のこらず求むべきが、汝又
かれ
はな
しか
われ
もと
い ほど か減 る」 。旅人いふ、 「
你
もし実に買はんとなら
げん
おんみ
じつ
か
ば、我又百目を減 べし」 。佳太郎いふ、 「吾三貫二百目を出さん」 。旅人きかず。
傍
げん
われ
かたはら
（
ウ・
オ）
24
25
（
24ウ・
25オ）
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六一
じめは
伏ふく
せざりしが、
衆みな〳〵
人
に
勧すゝ
められ、やう〳〵にいふ、 「
然しか
らば
此百目の
銀ぎん
子す
は、
（
25ウ）
各おの〳〵
の
面めん
上じやう
（おかほ）に
対たい
して
減げん
ずべし。
你おんみ
はやく
価か
銀ぎん
（だいもつ）を出し給へ。
吾われ
連よどほし
夜
にいそぎ
帰かへ
らん」 。
佳太郎いふ、 「銀
ぎん
子す
少すこ
し不
ふ
足そく
なれば、玳
だい
瑁まい
の笄
かうがひ
釵かんざし
等など
を贈
おく
らんに、汝
取と
らんや否
いなや
」 。旅人はじめは領
うけがは
ざりしが、やう〳〵に承
しよう
伏ふく
し、 「いか
にともせんかたなし。只
たゞ
公かう
道だう
（通り相場）に価
あたひ
を定
さだ
むべし」といふ
に、佳太郎すなはち銀
ぎん
子す
と笄
かうがひ
釵かんざし
の類
たぐひ
を取出し、衆
おほぜい
人に見せて公
かう
道だう
に
価あたひ
をさだめ、
都すべ
て三貫三百目の
数かず
に
満みて
しめければ、
客たびうど
人
是を
領うけと
り、
絹きぬ
を与
あたへ
て別
わかれ
去さ
りぬ。佳太郎今日の交
かう
易えき
、幾
よほど
許の利
り
あれば、心中喜
よろこ
ぶ
事
限かぎ
りなし。
誰たれ
かしらん、此
絹きぬ
を
販ひさ
ぐ者は
正まさ
に
是これ
、
津つ
守もりの
正しやう
司じ
なる
ことを。此人病
やまひ
に托
たく
して門
もん
を閇
とぢ
、ひそかに爰
こゝ
に来
き
て消
やうす
息を伺
うかゞ
ひしな
り。此時又
捕ほ
卒そつ
（とりて）に
命めい
じて、
佳か
太郎を
拿とら
へ来らしめ、又
書てがみ
を
投つかは
して
慶けい
介を
招まね
き、みづから
病やまひ
愈いえ
たりと
称しよう
して
（
26オ）
門もん
をひ
らくに、慶介出来りければ、後
おく
堂ざしき
に招
まね
き酒
さけ
を勧
すゝ
むるに、慶介又要人
が事に及ぶ。
津つ
守もり
笑わらひ
ていふ、 「今日
君きみ
を此所に
招まね
くは、
専もつぱ
ら此事の
為ため
なり」と。すはなち
篋てばこ
をひらきて、
銀ぎん
盃ぱい
（しろがねのさかづき）
二に
対つい
と許
あま
多た
の首
かんざし
飾たぐひ
を取出して見せければ、慶介、是
これ
我わ
が家
いへ
の物なる
を見て、大きに駭
おどろ
き問
とふ
ていふ、 「此物何
いづこ
所より得
え
給ひしや」 。正司い
ふ、 「
令おむす
愛めご
の
死し
亡、たゞ此物の
故ゆゑ
によれり。君
寛ゆるり
と
坐ざ
し給へ。
吾われ
今
眼がん
前ぜん
に
君きみ
の
疑うたがひ
を
晴はら
	 し）11
（
申さん」と。
則すなは
ち要人が
一かゝり
起あひ
を
呼よび
出して
傍かたはら
に
在あら
しめ、又佳太郎を
呼よび
出いだ
し、みづから
喝しかり
ていはく、 「汝なんぞ高階
家に行て
賊ぞく
（ぬすみ）をなせしや」 。
佳か
太郎此
一いつ
句く
を
聴きゝ
て、
青せい
天てん
に
雷いかづち
の落
おち
たるごとく駭
おどろ
き慌
あはて
て口
くち
を開
ひらき
得え
ず。正司すなはち銀
ぎん
盃ぱい
と首
かんざし
飾たぐひ
と
を取出していふ、 「此物は何
いづこ
処より来れるぞ」 。佳太郎頭
かしら
を抬
もた
げて見
るに、
此この
相との
公は
（
26ウ）
正まさ
に是
これ
、
絹きぬうり
売の旅
たび
人うど
なり。再
ふたゝ
び驚
おどろ
き恐
おそ
れて、
顔がん
色しよく
土つち
のごとく、
只たゞ
「小
それがし
人罪
つみ
あり。ゆるし給へ」と叫
さけ
ぶ。正司いふ、
「吾
われ
拷がう
問もん
を用ひず。 汝
白あから
地さま
に白
はく
状ぢやう
すべし」 。 佳太郎つゝむことを得
え
ず、
仔し
細さい
審つまびら
かに
白はく
状ぢやう
しければ、正司
招くちがき
詞
を取り、又
畠はた
平を
呼よび
て、 「
前ぜん
日じつ
夜や
中ちう
後うら
門もん
より入りしは此者にあらずや」と問
と
ふに、畠
はた
平瞬
またゝき
もせず見
み
居ゐ
たりしが、すなはちいふ、 「正
まさ
に此
この
人ひと
なり、此
この
人ひと
なり」 。正司すな
はち佳太郎を死
し
刑けい
に決
けつ
し、要人を釈
ゆる
して家
いへ
に帰らしむ。斯
かく
て慶介は
後おく
堂ざしき
に在
あり
て、此由
よし
をきゝ大きに駭
おどろ
き、正司が内に入るを待
まち
て、再
さい
三さん
謝しや
していふ、 「
君きみ
の
裁さい
断だん
にあらずは、
女むすめ
児
が
恨うらみ
伸のぶ
る所なからん。
但たゞ
銀ぎん
両りやう
首しゆ
飾しよく
（しろがねあるひはかんざしるい）いかゞして
得え
給ひし
や」 。正司
声こゑ
を
低ひく
うしてかやう〳〵と
語かた
るに、慶介ふかく
嘆たん
伏ふく
し、
「
但たゞ
此
一いつ
件けん
、佳太郎が
妻さい
子し
かならず此
情こゝろ
を
（
27オ）
しらん。
吾わが
家いへ
の
首しゆ
飾しよく
、いまだ彼
かしこ
所に残
のこ
りあらんもしらず。君
きみ
ねがはくは是
これ
をも尋
たづ
ね
て給はるべし 「
容いとやす
易
き事なり」とて、又佳太郎を
呼よび
出いだ
し
問とふ
ていふ、 「汝が妻
さい
子し
も又此事をしれりや」 。佳太郎心
しん
中ちう
妻つま
を恨
うら
み居
ゐ
け
れば、
答こたへ
て云、 「
妻つま
小こ
鷹たか
、
財ざい
物もつ
を
貪むさぼ
るゆゑに、
其その
実じつ
は同じく
謀はかりごと
を
合あは
せたり」 。正司
速すみやか
に人を
馳はせ
て、
小こ
鷹たか
を
呼よび
出いだ
さしむ。扨又
小こ
鷹たか
は
八や
十そ
津つ
氏うぢ
を
離り
縁えん
して
後のち
、
父ふ
母ぼ
ともに
亡なくなり
ければ、
兄あに
静せい
介すけ
が
許もと
に
養やしな
はれ、
針ぬひはり
線に日
ひ
を送
おく
りけるが、此日静
せい
介、県
やしき
前にて此信
たより
をきゝ、いそぎ帰
りて
告つげ
しらせけるに、小鷹すこしも
驚おどろ
かず、 「
大あにうへ
哥
騒さわ
ぎ給ふな。
妾わがみ
みづから道
しかた
理あり」と、
彼かの
休さり
書ぢやう
を懐
ふところ
に入れ、
直たゞち
に高
たか
階しな
家け
にいたり、
夫おくがた
人にまみえんとす。畝
うね
尾を
はるかに小鷹が入来
きた
るを見るに、正
まさ
しく
娘むすめ
の
飛あすか
鳥
なりければ、
驚おどろ
きて
問と
はんとしける内
、 （
27ウ）
前まへ
にちか
づきてよく見れば、いまだ見しらぬ麗
うるは
しき婦
をなご
人なり。いよ〳〵怪
あやし
み
て「
誰たれ
ぞ」と
問と
ふに、
小こ
鷹たか
拝はい
伏ふく
していふ、 「
妾わらは
は
是これ
、
八やそつ
十津
佳太郎
が妻
つま
小こ
鷹たか
といふ者なるが、夫
をつと
の所
ふるまひ
行よからざるを見
み
限かぎ
り、疾
とく
より離
り
縁えん
して今は
兄あに
の
許もと
にあり」と、
一いち
張まい
の
休さり
書ぢやう
を取出し、 「
夫おくがた
人
これを
見給ひて、妾
わらは
が夫
をつと
に与
くみ
せざることを察
あきら
め給へ」とありければ、夫
おくがた
人
取て開
ひらき
見み
る所に、小鷹忽
こつ
然ぜん
として音
おん
声せい
かはり、夫
おくがた
人に取
とり
つきて声
こゑ
を
放はなち
て
泣なき
叫さけ
び、 「
母はゝ
上うへ
憐あはれ
み給へ。
婚こん
姻いん
を
変へん
改がい
せんとし給ひて、
父ちゝ
上うへ
妾わらは
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を
害ころ
し給へり」 。畝尾
正まさ
しく
飛あすか
鳥
が
声こゑ
なるを
聴きゝ
て大きに
哭なげ
き、やう
〳〵にしていふ、 「扨又飛鳥が幽
いう
魂こん
なるか。非
ひ
業がう
に死
し
せし你
おんみ
の魂
こん
魄ぱく
、
宙ちう
宇う
に
迷まよ
ひ
在あり
けるか。
斯か
く
形かたち
容
を
現あら
はして、
妾わらは
に何の
願ねがひ
かある」 。
小鷹此時
眼まなこ
を
閇と
ぢ、
悲ひ
嘆たん
に
逼せま
りて見えけるが、
泪なみだ
をとゞめていふ、
（
28オ）
「
妾わがみ
はからずも
姦わるもの
人
に
身み
を
汚けが
せしゆゑ、
清きよ
見み
氏うぢ
に
謁まみえ
んことを
羞はぢ
らひ、みづから死
し
して貞
てい
節せつ
を尽
つく
せり。しかるを父
ちゝ
上うへ
、委
くは
しく事
こと
を
正たゞ
さずして
殆ほとんど
賢むこぎみ
婿
の
命いのち
を
失うしな
はんとし給へり。
是これ
母はゝ
上うへ
と
妾わがみ
として、
彼かれ
を誤
あやま
るといふものなり。要
かなめ
人主
ぬし
、幸
さいは
ひに縲
なはめ
紲を免
まぬか
れ給へども、い
まだ妻
つま
の娶
めと
るべきなし。母
はゝ
上うへ
もし妾
わがみ
を憐
あはれ
み給
たま
はらば、父
ちゝ
上うへ
にとりな
して、
他かれ
に一
チ人の
媳よめ
婦
を
与あた
へ、
親しん
家か
（しんるい）の
縁えん
を
絶た
つ事な
くは、
妾わがみ
九きう
泉せん
（くさば）の
下もと
（かげ）に
在あり
て、
恨うら
む事なかるべし。
此一
いち
事じ
をねがはん為
ため
、遥
はる
〴〵現
あら
はれ出たるなり。冥
めい
途ど
と娑
しや
婆ば
との境
きやう
界かい
は、十
じふ
万まん
億おく
里り
を隔
へだ
つといへども、契
いひ
親なづけ
せし賢
むこぎみ
婿の冤
むじつ
を救
すく
ひまゐら
せんと、貞
てい
操さう
の一
いち
念ねん
たゆまず、人
にん
頭づ
幢とう
の視
みる
眼め
を忍
しの
び、又嗅
かぐはな
鼻の鼻
はな
を
覆おほ
ひて、刀
たう
山ざん
剣けん
樹じゆ
（つるぎのやま）に身
み
を貫
つらぬ
かれ、三
さん
途づ
八はち
難なん
の業
ごふ
苦く
をも厭
いと
はずして、やう〳〵此
この
土ど
に来
きた
るといへども、一
いつ
世せ
に限
かぎ
れる親
おや
子こ
の
縁えん
は是
ぜ
非ひ
もなし。身
み
は
（
28ウ）
傍かたはら
に在
あり
ながら一
ひと
言こと
をも交
まじへ
がたく、
仮かり
に
小こ
鷹たか
の
身み
を
借かり
て
母はゝ
上うへ
に
告つげ
まゐらす。
斯かく
いふ
中うち
にも時こそ
移うつ
れ。
焔ゑん
王わう
殿でん
には閻
ゑん
羅ら
天てん
子し
、幽
いう
冥めい
閣かく
には幽
いう
冥めい
王わう
、其
その
数かず
十じふ
王わう
五ご
道だう
の冥
みやう
官くわん
、お
の〳〵鉄
てつ
薄ぱく
の数
すう
を量
はか
りて罪
ざい
人にん
の出
いで
没いり
を正
たゞ
し、等
とう
活くわつ
・紅
ぐ
蓮れん
・阿
あび
鼻・焦
せう
熱ねつ
、一百三十六
地ぢ
獄ごく
の
獄ごく
卒そつ
に
命めい
を
下くだ
せば、
牛ご
頭づ
馬め
頭づ
・
悪あく
鬼き
羅ら
刹せつ
の
輩ともがら
、
呵か
嘖しやく
の
火くわ
車しや
（ひのくるま）を
轟とゞろ
かして、
鉄くろがね
の
棒しもと
を
打うち
振ふ
り、 『は
や来
きた
れ、疾
とく
乗の
れ』と促
うなが
す事頻
しきり
なれば、妾
わらは
は冥
めい
府ふ
（ぢごく）に還
かへ
るな
り」と、
身み
を
起おこ
すよと見えけるが、
其その
侭まゝ
倒たふ
れて
悶もん
絶ぜつ
す。
了こしもと
鬟
等ども
走はしり
倚よ
り、
水みづ
を
吹ふき
かけ
名な
を
呼よび
て、さま〴〵と
介かい
抱はう
しければ、小鷹やう
	
〳〵心づき、 其身は直
たゞち
に起
おき
上あが
るといへども、
忙ばう
然ぜん
として事を弁
わきま
へず。
畝尾ひたすら啼
てい
泣きう
（なきさけび）して止
やま
ざりしが、涙
なみだ
ながらに小鷹
に対
むか
ひ、 「你
おんみ
に父
ちゝ
母はゝ
ありや」と問
と
へば、 父母亡
なく
なりし由
よし
を答
こた
ふるにぞ、
（
29オ）
畝尾
聴きゝ
て大きに
喜よろこ
び、 「
妾わらは
你おんみ
の
形かたち
容
を見るに、
正まさ
しく
娘むすめ
飛あすか
鳥
に似
に
たり。你
おんみ
我わ
が義
やしなひ
女むすめ
とならんや否
いなや
」 。小鷹いふ、 「もし夫
おくがた
人に仕
つか
へ
奉らば、
妾わらは
が
身み
の
幸さいは
ひなり」 。畝尾かぎりなく
喜よろこ
びて、小鷹を
傍かたはら
に
留とめ
置おき
けり。扨
さて
慶介家に帰りて後
のち
、小鷹は佳
か
太郎と離
り
縁えん
して、他
かれ
に預
あづか
ることなき
由よし
をきゝ、
彼かの
休さり
書ぢやう
を
正しやう
司じ
に見せて、小鷹が
罪つみ
なきよし
を明
あき
らめ、又小鷹が賢
けん
にして智
ち
あるを見て、畝尾が勧
すゝ
めに従
したが
ひ、養
やしな
ひて義
ぎ
女ぢよ
（やしなひむすめ）となしぬ。畝尾又丈
をつと
夫にむかひて、娘
むすめ
飛あすか
鳥が小鷹の骸
からだ
を借
かり
て魂
たましひ
を現
あら
はし、清見氏と姻
えんぐみ
縁を絶
た
つことなかれ
と
再さい
三さん
たのみ
置おき
し事
語かた
り、 「今小鷹が
為ため
に要人を
女むこ
婿
となして、
前ぜん
姻いん
（まへのえんぐみ）を続
つぎ
なばいかゞあらん」といふに、慶介罪
つみ
なき要人に苦
く
を請
うけ
させし事、我
わが
誤あやま
りなりと常
つね
に悔
くや
み居
ゐ
ければ、妻
つま
の
詞ことば
の
理り
あるを見て、
其その
勧すゝめ
に
従したが
はんと
（
29ウ）
思へども、要人が
疑うたがひ
あ
らんこ を恐
おそ
れ、みづから清
きよ
見み
が家に行て罪
つみ
を謝
しや
し、又続
ぞく
親しん
（えん
をつぐ）の事 計
はか
るに、要人再
さい
三さん
辞じ
退たい
しけるが、竟
つひ
に其意
こゝろ
にしたが
ひ、彼
かの
釵かんざし
を聘
へい
信しん
（たのみ）となし、日
ひ
を択
えら
みて婚
こん
礼れい
を整
とゝの
ふ。元
ぐわん
来らい
慶
介、要人にむかひて姪
めい
なりとのみいひ、畝尾も小鷹には要人なりと
いはず 婚
こん
姻いん
の夜
よ
に至
いた
りて、小鷹は婿
むこ
を要人なりと知
し
り、要人も佳
か
太郎が先
せん
妻さい
小鷹なることをしりぬ。扨
さて
彼かの
目もく
代だい
某なにがし
は、要人を冤
むじつ
の罪
つみ
に
墜おと
し、死
し
刑けい
に定
さだ
めし不
ふ
穿せん
鑿さく
、はなはだ越
おち
度ど
なりとありて、官
くわん
をも罷
やめ
らるべかりしを、
巡じゆん
按あん
司し
津つ
守もりの
正しやう
司じ
が
仁じん
心しん
によりて、しばらく
閇へい
門もん
の
身み
となりしが、正司
再ふたゝ
び
問もん
注ぢう
所しよ
に
告つげ
訴うつた
へて、
彼かれ
が
罪つみ
を
宥なだめ
しかば、
原もと
のごとく目
もく
代だい
の官
くわん
に居
を
れり。かくて要人小鷹は、夫
ふうふ
婦はなはだ睦
むつ
ましく、
養やう
父ふ
母ぼ
（やしなひおや）に
孝かう
順じゆん
（
30オ）
なりけるが、
慶けい
介
子こ
なく、要人遂
つひ
に高
たか
階しな
氏うぢ
の統
あと
を継
つ
ぎ、後
のち〳〵
来国
こく
司し
に仕
つか
へて高
かう
官くわん
（たか
きくらゐ）に
陞のぼ
り、
男なん
子し
二人を
生しやう
じ、一
チ
人は清見氏、一
チ
人は高
階氏を続
つが
しめ、子
し
孫そん
連れん
綿めん
として栄
さか
えけり。原
もと
此この
一いつ
回くわい
の始
し
末まつ
、要人が
〈翻刻〉式亭三馬『梅精奇談 魁草紙』（巻一～三）
六三
約いひ
親なづけ
の妻
つま
は、図
はか
らずも佳
か
太郎に犯
をか
されて共
とも
に終
しう
身しん
（いつしやう）を
誤あやま
り、佳
か
太郎が妻は、想
おも
はずも要人に姻
とつぎ
て夫
ふう
婦ふ
安あん
佚いつ
（やすらか）に
栄さか
ゆ。
善ぜん
縁えん
（よきえにし）の人
悪あく
縁えん
に
変かは
り、
悪あく
縁えん
の人
善ぜん
縁えん
となる。
禍くわ
福ふく
凶きよう
吉きつ
常つね
ならざるかな、吁
あゝ
。
梅ばい
精せい
奇き
談だん
魁さきがけ
草ざう
紙し
巻之三畢
をはる
（
30ウ）
【注】（
1）	
本田康雄「式亭三馬の世界」 （ 『式亭三馬の文芸』 、笠間書院、昭和四十八年） 。
（
2）	
引用は 『燕石十種』 第二巻 （中央公論社） により、 句読点を一部改めた。
（
3）	
巻首の標題は「羽
は
束づか
身み
を汚
けが
して却
かへり
て
身み
を清
すゝ
ぐ話
こと
の上
かみ
」となっている
が、 「下
しも
」はなく、この一巻に作品の全体が収められている。
（
4）	
後藤丹治「読本三種考証―桜姫全伝・月氷奇縁・阿古義物語―」 （ 『国語国文』 第八巻第四号、 昭和 三年四月） 、 本田康雄 「式亭三馬の世界」（前掲） 。巻一 ・ 二 ・ 五の原話は後藤氏、 巻三 ・ 四の原話は本田氏によって指摘された。
（
5）	
注１本田論文、注４後藤論文。
（
6）	
ちなみに白話小説を利用したその他の三馬作品については、井上啓治「式亭三馬と白話小説―『阿古義物語』をめぐって―」 （ 『近世文藝』第四十一号、昭和五十九年十一月） 、 「続・式亭三馬と白話小説―『大尽舞花街始』と『五鳳吟』 」 （ 『国文学研究』第九十一号、昭和六十二年三月） 、 「馬琴への対抗と黙阿弥へ 影響―続々式亭三馬と白話小説・ 『坂東太郎』 『杜騙新書』 『弁天小僧』―」 （ 『近世文藝』第四十 号、昭和六十二年六月）に言及がある。
（
7）	
ただし巻之二は「魁草紙」の読み仮名が「さきがけざうし」 。
（
8）	
ただし巻之二 ・ 三は「魁草紙」の読み仮名が「さきがけざうし」 。また、巻之四の尾題には読み仮名がない。
（
9）	
甲乙点は上下点 誤り。
（
10）	
底本「畜」 。以下同様。
（
11）	
底本「見試」 。
（
12）	
底本「悞」 。以下同様。
（
13）	
底本「管侍」 。以下同様の例があるが、いちいち注し
（
14）	
底本「候」 。
（
15）	
底本「賤別」 。
（
16）	
底本「千刃」 。
（
17）	 「従ひて」の誤りか。
（
18）	
これまで「央助」であったものが、以後「央介」の表記も見られるようになる。
（
19）	 「東吾」とあるのは原文ママ。
（
20）	
底本「週遊」 。
（
21）	 「おぼえ」の誤りか。
（
22）	
底本「隠徳」 。
（
23）	
この文字の後に二字分の空格あり。
（
24）	
底本「巖」 。
（
25）	
底本「二
チ人」 。
（
26）	
底本「睛」 。
【附記】　
翻刻ならびに図版の掲載を御許可くださった国立国会図書館に深
謝申し上げます。
